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			異世界の役所でアルバイト始めました④

			硝子町玻璃

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			　兎と白い人

			　乙女な聖剣と乙女な父親

			　少年とケット・シー

			　少年と黄金猫

			　少年と友人

			　二つの家族

			　少年と王子

			　少年と珍客

			　少年と試食会

			　王子と妖精

			　エピローグ

			　番外編　少年とパイ

		

	
		
			兎と白い人

			　

			　ウトガルドでもアスガルドでもない、妖精や精霊が棲(す)まう世界パラケルスス。その世界の管理者であり、三界神の一人であるエリクシアは目の前の光景に困(こん)惑(わく)していた。

			『……お前は何をしているんだ？』

			　エリクシアの視線の先にいたのは、先ほどから『ノートパソコン』とかいう黒い板のようなものを弄(いじ)っている青年。

			　透けるような美しい銀髪に、瑠(る)璃(り)色の瞳(ひとみ)。痩(そう)身(しん)を包み込む黒いコート。

			　そこらを歩いていたら間違いなく女性が黄色い悲鳴を上げそうな見た目の青年の名は、マフユ。エリクシアと同じく三界神の一人であり、ウトガルドを見守る存在だ。

			「見てくださいよ、エリクシア」

			　マフユは子供のように目を輝かせながら、パソコンの画面をエリクシアに見せ付けた。

			　そこには、日記のような文章が綴られていた。

			「いやー、僕、最近始めちゃったんですよ」

			『何をだ』

			「ブログですよ、ブログ。君、こういうのに興味ないんですか？」

			『いや、まったくと言っていいほどないわ』

			　エリクシアはばっさり言い切った。ブログというのが何かは知っている。この青年から、耳が痛くなるくらいに聞かされてきたからだ。

			　しかし、興味がないものはない。自分が世界の危機以外に気になるものがあるとするなら、それは美(お)味(い)しい人参に関する情報くらいだ。神でありながら、普段はただの兎であるエリクシアには、他人の日記を見ようなんて気はこれっぽっちも起きない。

			　マフユはそれが納得いかないようで、嫌みっぽくため息をつく。

			「そんなんだから、君はいつまでも兎のままなんですよ。もっといろんなことを知っていなきゃ」

			『いや、その理屈はおかしい』

			「ノリが悪いなぁ、君……この世界、ゲームもアニメも漫画もコミケもメイド喫茶もないし、本当につまらないんですけど……こうなったらアブドゥルさんに協力させて、この何もない世界にオタク文化を浸(しん)透(とう)させて……」

			『それだけはやめろ。パラケルススを腐(ふ)敗(はい)させるつもりか』

			「だって、そうすれば総(そう)司(じ)君も喜んでここにきそうじゃないですか」

			　当たり前のように言うキモオタに、エリクシアはどこからか取り出した人参で彼の脛(すね)を強打した。ギャア、と顔に似合わず醜(みにく)い悲鳴が聞こえたが、知ったことではない。

			　この青年は、あの人間の少年を贔(ひい)屓(き)するくせがある。神がそんなことをするべきではないと思うのだが。

			『まあいい。それより、お前が私に会いに来た理由はなんだ？　そんな「ぶろぐ」とかいうものを見せびらかすためではないだろうに』

			「えっ、そのために来た感じですけど」

			『嘘だろ』

			　目を丸くして答えたマフユに、エリクシアは真顔になった。

			「だってアブドゥルさんって僕のイエスマンだから、僕が何言っても受け入れちゃってあんまり面白くなくて……」

			『だったら私以外のところに行け。もっと私よりもいいリアクション芸人はいるだろう』

			　基本的にのんびりとすごしたいエリクシアにとって、マフユは正直いらない。ここぞという時に役立つ男だが、どうでもいい時はいなくていいと思っている。

			　ひどいだの兎の皮を被った悪魔だの、鬼姑だの、わけの分からない文句を言うマフユを無理矢理追い出し、エリクシアはようやくひと息つくことができた。

			（そういえば……）

			　エリクシアの脳内に、あのウザい神とは正反対の性格をした黒髪の少年の姿が浮かぶ。

			（あの黒髪には、ちゃんとした友人がいるのか……？）

			　少年の前に姿を現したのは二度。そのどちらの時も彼が周りから親しまれていることは分かったが、それはアスガルドの者たちからであった。ウトガルドでの交友関係はまったく予想がつかない。

			　まだ十代の子供だ。どちらの世界にも全幅の信頼をおけるような仲の者がいてくれれば……とエリクシアは密かに祈った。

		

	
		
			乙女な聖剣と乙女な父親

			　

			　この日の愛(あい)華(か)は朝から機嫌が良かった。普段から機嫌はいいほうなのだが、今日は特別良かった。

			　お隣の家から、朝帰りを妻にこっぴどく叱られて泣き叫ぶ酔っ払いの声が聞こえてきても動じない。それどころか、「あそこのおうちは仲良しさんねえ」と天使の微笑みを浮かべる始末。

			　止めて差し上げろ。

			　そんな母の動向が気になったのか、日曜恒例の早朝アニメ＆特撮コンボを堪能していた総(そう)司(じ)が声をかける。

			「お母さん、どうしたの？」

			「あのね、明日は私と秋(あき)君の結婚記念日なの。今から待ちきれなくて」

			「そういえば、今年もそんな季節になったんだね」

			　満面の笑みを浮かべる愛(あい)華(か)に、総(そう)司(じ)は思い出したように頷くと壁掛けのカレンダーを見た。

			　三人の誕生日とクリスマスと正月。それと結婚記念日にパーティーを行うのが藤(ふじ)原(わら)家の決まりだ。
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			　愛(あい)華(か)としては総(そう)司(じ)が十歳になった頃、祝うのを止めようかなと思っていた。夫がいい加減面倒臭がるんじゃないかと考えたのだ。

			　そんな妻の予想を１８０度裏切ったのは夫の秋(あき)である。十回目の記念日パーティーの後、愛(あい)華(か)が今年で止めようと提案した時の彼はすごかった。

			　会社では冷血人間だの元ヤンと言われていた男が「そうだな」と相(あい)槌(づち)を打ち、菫(すみれ)色の瞳(ひとみ)を涙で滲(にじ)ませたのだ。

			　えっ、と混乱する愛(あい)華(か)に、秋(あき)はその後何も言わず、黙々とパーティーの後片付けを手伝ってくれた。

			　しかし、十分後、「俺、お前に何かした？」と聞かれて愛(あい)華(か)は悟った。すごくショックだったんだなあ……と。

			　そんな危機もあったが、今年もあの日を迎えることになる。夕食は何にしようか。鼻歌まで歌い出して洗濯の支度を始めながら愛(あい)華(か)は言った。

			「それにね、明日は私が大好きな漫画の発売日なの！」

			「ああ……だから、そんなに嬉しそうなんだ」

			「実際買うのは明後日になると思うけどね」

			　連載当初からずっと追いかけている漫画。その単行本の七巻目が発売するのも明日だ。

			　愛(あい)華(か)は脳内で漫画と記念日を天(てん)秤(びん)にかけた。記念日を乗せた重りがズドンと音を立てて落下した。

			　どうせ雑誌で読んではいるのだ。別に明日、急いで買う必要もないだろう。一日かけて美(お)味(い)しい料理を作って、夫と息子を喜ばせるほうがずっといい。

			　母がどちらを取ったのかを察したのか、総(そう)司(じ)が愛(あい)華(か)を窺(うかが)うように言った。「学校からの帰りでいいなら、手伝うよ」と。

			「いいの、いいの。私がやらなきゃ意味ないんだから！」

			「でも」

			「それじゃ、総ちゃんには私が誕生日の時に。ね？」

			　料理やお菓子作りも趣味の一つの愛(あい)華(か)にとっては、ご馳走作りも楽しみの一つ。自分が誕生日であっても、あくまで息子には手伝わせるだけ。

			　幸せそうに洗濯機を作動させに行った愛(あい)華(か)を総(そう)司(じ)はしばらく眺めていたが、八時三十分になるとテレビ画面に目が釘付けになった。

			　可愛い女の子たちがたくさん登場するアニメが始まったのである。彼が日曜の朝、最も楽しみにしている時間だった。

			　無表情ながらも、先ほどまでちびちび飲んでいたココアすら飲まなくなるほどの集中力。そんな少年の背後に忍び寄る人影。

			　アニメでは、主人公の女の子が敵に必殺技をぶちかますシーンに突入していた。某水戸のなんちゃらの番組で例えるなら、印(いん)籠(ろう)を見せる場面だ。

			　主人公の武器のロッドに集まる聖なる光。総(そう)司(じ)もさりげなくテレビに近付いた。

			「おい」

			　総(そう)司(じ)の肩を背後から叩く手。直後、総(そう)司(じ)は素早く振り向くと、その人物を投げ飛ばした。回避しようと体を動かす暇も与えない。黒髪の男は対処しきれず、総(そう)司(じ)の投げ技をまともに喰らうこととなった。

			　平和な早朝に突如始まった闘争。リビングから聞こえた騒音と悲鳴に、洗濯物を洗濯機に放り込んでいた愛(あい)華(か)が苦笑する。

			（秋(あき)君……また、この時間の総ちゃんに話しかけたのね）

			　日曜のアニメを観ている時の総(そう)司(じ)には、絶対に話しかけてはならない。

			　最近はバイトもあるので録画して外出することも増えた。しかし、こうして家にいる時、彼から話しかけてこない限り構うのはタブーだ。

			　それを犯したらどうなるか。言葉で説明しなくても、見れば分かるだろう。なので、愛(あい)華(か)は話しかけない。

			　総(そう)司(じ)が八歳の頃に愛(あい)華(か)の親族がこの曜日の早朝に訪れた時は大変だった。沖(おき)田(た)町始まって以来の大乱闘だった。

			（秋(あき)君は学習能力がないのね……）

			　頭の回転が速く、会社でも異例のスピードでの出世を果たしたというのに、彼はどこか詰めが甘い。いや、正確に言うと、総(そう)司(じ)より優位に立った所をほとんど見たことがない。変にいばられるよりはいいのだけれど。

			　でも、仲が良さそうだからいいか。愛(あい)華(か)は日曜に悲鳴を聞くたびに、このままでいいのかと悩むのだが、最後にはいつも楽観的な結論に辿り着くのだった。

			「ごめんね。そんなつもりはなかったんだけど、クライマックスの所だったから余(よ)計(けい)に力が入っちゃって……」

			　リビングでは床に無(む)慈(じ)悲(ひ)に叩き付けられた秋(あき)へ謝罪する総(そう)司(じ)がいた。アニメはエンディングを迎えている。

			　息子のアニメタイムを妨害した代償は大きかった。何が悲しくて投げられなくてはならないのか。秋(あき)はふらつきながら立ち上がる。

			　申し訳ないと思ったのか、総(そう)司(じ)が手を貸す。

			「でも、どうしたの？　魔法熟女ジョセフィーヌを観てる僕の後ろに立つなんて……」

			「えっ。もしかしなくても、あの美少女アニメのタイトルか、それ」

			「うん。マスコットキャラクターのミトコンドリアの妖精に魔法をかけてもらうと、夫のギャンブルのせいで大借金を負った四十代の主人公がとっても可愛い女の子に……」

			「もういい！　現実を知りたくない！」

			　秋(あき)は青ざめた顔で総(そう)司(じ)の口を塞(ふさ)ぎ、話題を引き出したことを心底後悔した。たまに愛(あい)華(か)も混ざって二人で仲良く観ているので、秋(あき)も画面を覗いたことはあった。その時は皆、主人公は変身後という絶妙なタイミングだったのだろう。

			　生々しい設定のアニメを日曜の朝っぱらから放送する、テレビ局の肝(きも)の据わりように感服するしかない。不幸な熟女とミトコンドリアの妖精という、神秘的な組み合わせを生み出した発案者にインタビューさせて欲しい。

			「まあ、ジョセフィーヌだか道(みち)代(よ)だかそんなのはどうでもいいんだが……」

			「父さん、道(みち)代(よ)って主人公の本名」

			「だから、どうでもいいって言ってんだろ。オメーに聞きたいことがあるんだよ」

			「道(みち)代(よ)のスリーサイズ？」

			「熟女から離れろぉぉぉぉぉ！」

			　無表情で次々とボケを放ってくる総(そう)司(じ)に、秋(あき)も負けじとツッコミを返す。いつまでも言葉のラリーを続けていては本題にすら入れないので、総(そう)司(じ)の襟首を掴んで部屋の隅に移動させる。

			　愛する嫁に、会話を聞かれないようにするためだ。

			「総(そう)司(じ)、愛(あい)華(か)が欲しがってる漫画って何だ？」

			「え？」

			「さっき二人で話してたろ。明日発売だっていう……」

			「ああ……ごめん。僕もタイトルまでは分からないし、内容も詳しくないんだ」

			　秋(あき)にとって、息子の返答は意外だった。好みのアニメや漫画が愛(あい)華(か)とよく被るし、先ほどの会話からてっきり総(そう)司(じ)は知っているものだと思っていた。

			　総(そう)司(じ)は総(そう)司(じ)で、秋(あき)がなぜ聞いてきたのか感付いたようで「優しいね」と父を褒(ほ)めた。

			「母さんってあんまり物を欲しがらないからね。漫画も自分の小遣いから出して買ってるみたいだし。きっと喜ぶと思うよ」

			「そんな感情の込もってない顔と声で言われても嬉しかねえよ」

			「父さんから嬉しいと思われても困るよ」

			　やはりまだ怒っているのか。息子から放たれる言葉のナイフはやけに鋭かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして、場所は変わってアスガルド。

			　ウルド役所のクエスト課では唸り声を上げる小さな少女の姿があった。

			　その少女――アイオライトの掌(てのひら)には、硝子(がらす)で作った蝶々の髪飾りがちょこんと乗っていた。淡い水色と白雪のグラデーションが美しい翅(はね)は、アイオライトの藍(あい)色の髪によく映えるだろう。

			　だが、アイオライトは髪飾りを着けようとしない。今の彼女はそれどころではなかったのだ。

			「ソウジにお礼で何かあげないとな……！」

			　土産(みやげ)としてフレイヤで買った髪飾りをくれた総(そう)司(じ)。自分も総(そう)司(じ)にプレゼントしたい。アイオライトはそんな野望に燃えている最中だった。

			　総(そう)司(じ)はアイオライトにとって後輩兼、命の恩人兼、初恋の相手だ。その彼から他国に行った記念として、妖精国らしい可愛い土産(みやげ)をもらったとなれば、気分は有頂天にもなる。

			　フィリアだって火を点けると甘い花の香りが立ち込め、時間が経つにつれて炎が七色に変わる蝋(ろう)燭(そく)をもらい、蕩(とろ)けるような笑みを浮かべていた。

			　経験が豊富なリリスも総(そう)司(じ)からのプレゼントとあって、満更ではなさそうに可愛らしい絵が描かれた小物入れを早速使用していた。

			　彼女たちを覗き見てアイオライトは確信した。やはり、ライバルは多いのだと。もっと言うなら、二人のようにただ喜んでいるだけでは負けてしまうのだと。

			　フィリアのように女の子らしい性格でもないし、リリスのような悩殺的なボディーを持っているわけでもない（前者はともかく、後者はかなり気にしている）。

			　少しでも総(そう)司(じ)に振り向いて欲しい、といじらしい願望を胸に、アイオライトが思い付いた作戦は『お礼のプレゼント作戦』。そのままの作戦名だが、これ以上相応しい名前もないだろう。

			　総(そう)司(じ)には、ミーミル村で助けてもらってもいる。いろんな感謝を込めて……と理由を付けて、彼が喜びそうなものをあげるのだ。

			　ただ、この作戦には唯一にして最大の欠点があった。

			（あいつが欲しそうなのって何だ……!?）

			　総(そう)司(じ)は基本的に物をねだろうとしないし、何したい、これしたいとも言わない。最近ではこちらの世界に慣れて、一人で中心部に買い物に行って勝手に帰ってくる。

			　アイオライトはクエスト課の職員らが見てる中、膝から崩れ落ちた。総(そう)司(じ)を好きだ好きだと思っていても、こういう時に彼についてこれっぽっちも知らないのだと思い知らされる。

			　ヘリオドールに聞いてみようか。名案かと思われたそれは、しかしアイオライトの脳内会議に提出されたが、すぐに棄(き)却(きやく)された。彼女にだけはそんなことを聞いては駄目だ。

			　ミーミル村での一件で総(そう)司(じ)への想いに目覚めてしまい、どうしていいか分からず相談しに行った時のヘリオドールの顔はすごかった。勇者の聖剣として数々の修(しゆ)羅(ら)場(ば)を潜り抜けたアイオライトですら、震えるほどだった。

			　彼女はきっと自覚していなかったのだろうが、自覚させてしまったら厄(やつ)介(かい)なライバルになること間違いない。無(む)闇(やみ)に藪(やぶ)をつついて蛇に出くわす真似は避けたい。

			　フィリア、リリスも除外。ブロッドは嘘や隠し事ができない素直すぎる性格だ。アイオライトから相談を受けたと、総(そう)司(じ)にポロッと話してしまう可能性が高い。オボロは適切な答えをくれそうだが、絶対に散々笑われるに決まっている。

			「アイオライト課長、アイオライト課長」

			「な、何だよ、オウル」

			　文字通り頭を抱えて思考を巡らせるアイオライトへ声をかけたのは、彼女の部下であるクエスト課の職員だった。

			　オウルと呼ばれた職員は、目を丸くする上司へ暖かい笑みを向ける。

			　妻子持ちで年配のオウルにとって、アイオライトは背伸びをしたがる娘のような印象がある。たとえ、実際には自分よりずっと年上の存在だとしても。

			「仕事のことなら相談に乗りますよ、課長」

			「……仕事じゃなくてソウジのことだよ。あいつに何かあげたいんだけど、何にしたらいいか分かんないし、誰に相談したらいいかも分かんないし」

			　珍しく弱気な上司に、オウルは顎(あご)に指を当てて状況を整理してみた。アイオライトは総(そう)司(じ)という少年に恋をしている。

			　総(そう)司(じ)は女性から好かれやすいハーレム体質。だから同性相手に相談しに行くのは、抜け駆けがバレるかもしれないので無理。

			　そんな所だろうとオウルは苦笑いした。大正解である。

			「お前は……知ってるはずもないか」

			「はは……すみませんね」

			「いいよ。自分で何とかして突き止めるから……」

			　深くため息をつく少女に、オウルの眉も八の字に下がる。どうにかして彼女の望みを叶えてやりたいが、自分は総(そう)司(じ)とは面識はあるものの、プライベートな会話は皆無だ。アイオライト以上に、彼については詳しくない。

			　ううん、と顎(あご)を擦っていい方法はないものかと考えていると、銀髪の男がクエスト課に顔を見せた。その瞬間の女性職員のテンションの上がりようは異常だった。独身の男性職員の中には、密かに舌打ちをする者もいた。

			　異性からの人気が異様に高い者は、同性から嫌われやすい。銀髪の男、ジークフリートはその典型的なケースだ。実は本人はこのことを気にしているのだが、彼のファンが沈静化しない限りは、解決しない悩みである。

			　女性版では、役所のセクシー担当のリリスが挙げられる。しかし、彼女は艶(なま)めかしさが目立つ反面、気配りが上手く、仕事はきっちりこなして、よく女性職員の悩みの相談にも乗っていることから、わりと同性からも好かれていた。

			　ジークフリートはリリスと違って、女性への興味がほとんどないので喪男たちの敵にはならないはずなのだが、モテない集団からしてみれば、モテるし選り好み状態なくせに妖精や精霊に夢中なのがよけいに気に食わないのだろう。

			　そのスタンスが彼の部下たちにはとても好まれているのが、せめてもの救いか。

			　異性から人気がある。天然の気がある。どこかの誰かさんとの共通点が次々と浮かび上がり、オウルはハッとした。

			　彼こそ、アイオライトの相談に乗ってくれそうな人材ではないか。ジークフリートが他の職員たちと話し込んでいるうちに、アイオライトに進言する。

			「アイオライト課長、あの人はどうでしょうか」

			「んあ？　ジーク？　あいつかあ……」

			　オウルからの提案にアイオライトは、古くからの友人兼同僚を注視する。確かにジークフリートは総(そう)司(じ)といることも多い。何より、真面目な性格なので、からかったり笑ったりもしないだろう。適材と言ってもいいかもしれない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ソウジが欲しいもの？　そんなの俺が知っているわけがないだろう」

			　ですよねー。誰もいない食堂でアイオライトが吐き出した切実な悩みを、ジークフリートはあっさり撥ね飛ばした。しかも、嘲(ちよう)笑(しよう)こそはしないものの、ルビーレッドの双(そう)眸(ぼう)を呆れたように細めて生温い視線を注いでくるのだ。

			　裏切り者。そう呟(つぶや)いて、アイオライトはテーブルの下に隠れた。羞(しゆう)恥(ち)に耐えて洗いざらい話した結果がこれだよ。

			　姿が見えなくなった相談者に、ジークフリートの眉(み)間(けん)にも皺(しわ)が集まる。せっかく話を聞いてやったのに、裏切り者の烙(らく)印(いん)を押されるとは納得がいかない。まるで悪さをしでかし怒られた挙げ句拗(す)ねる妹と、妹の蛮(ばん)行(こう)に頭を痛める兄の図である。

			　しかし、実際の年齢はといえば片方は百を間近に控えた老人で、もう片方は本人曰(いわ)く剣だった頃も足せば数百歳。微笑ましいのは見た目だけだ。

			　いまだにテーブルの下に潜ったまま再登場の兆しを見せないアイオライトに、ジークフリートが宥(なだ)めるように言葉をかける。

			「ソウジも見返りなんて求めないで土産(みやげ)をやったんだろうから、お返しなんていらないだろう」

			「…………………」

			「あいつなら何を渡しても喜ぶだろうが、お返しのお返しでまた何かを渡しかねないぞ」

			「…………………」

			「……こんなこと友人にあまり言いたくはないんだがな。お前、恋愛をするとえらく面倒くさ……ぐっ!?」

			　くどくどと老人らしく、声を荒らげず淡々と説教じみた自らの意見を語っていたジークフリートが、奇声を発した。アイオライトに脛(すね)を拳で殴打されたのだ。

			　幼女と侮(あなど)るなかれ。劔(つるぎ)族(ぞく)の身体能力は高い。加えてただ足を踏みつけるのではなく、脛(すね)を攻撃するという躊躇(ためら)いのなさも合わせ持つ。

			「お前、なあ……！」

			「面倒ってことはないだろ、バーカ！　ジジイ！　白髪!!」

			「髪は生まれつきだ！　だったらお前だって小さいだろうが!!」

			「小さいって言うな！　どうせアタシはリリスみたいに胸もでかくねえよ!!」

			「だから脛(すね)を殴るな!!」

			　年齢と反比例した低レベルの喧(けん)嘩(か)だ。しかし、アイオライトだって大人気ないと分かっていても、怒りを覚えざるをえなかった。

			　劔(つるぎ)族(ぞく)として生を受けてから長い月日が流れたが、今まで他人に恋愛感情を抱いたことなど一度たりともなかった。某勇者には「ロキ君と仲がいいんだね」と指摘されたが、れっきとした誤解である。

			　某元魔王の配下は、どうにも伝わらない彼女への想いに絶望して泣いていた。泣いてる場合じゃねえよ、と当時は鼻で笑っていたが、今なら彼の気持ちがよく分かる。

			　好きで好きで、相手のために何でもしたくなる気持ちで溢れそうになる。面倒と言われても、それがどうしてなのか理解できない。

			　恋の味がこんなにもほろ苦く、甘ったるいとは。

			　そんな勝手に乙女モードに入り、勝手に悶(もん)絶(ぜつ)していたアイオライトは知らなかった。いつの間にか、黒髪の想い人が食堂に足を踏み入れていたことを。

			「アイオライトさん……かくれんぼですか？」

			「うひゃあ！」

			　その少年にテーブルの下を覗き込まれ、アイオライトは甲(かん)高(だか)い悲鳴を上げた。

			　体を縮めて狭い空間の中で一生懸命、総(そう)司(じ)から離れようとする姿は、警戒心の強い仔猫を思わせる。

			　顔を真っ赤にしてジークフリートの足をぎゅっと掴んだまま動かなくなってしまった少女に、これ以上構うのはよそうと判断したのか、総(そう)司(じ)は屈めていた体を起こした。

			　そこには乾いた笑みを零(こぼ)すジークフリートがいた。

			「ジークフリートさん、どうかしましたか？」

			「別に何でもない……お前は？　今日は休みなんだろ？」

			　非番だというのに、なぜかこちらの世界にいる。だから、アイオライトも驚いたのだ。

			「ちょっと用事がありまして……」

			「そうか。でも、何かあったらヘリオドールに相談するんだぞ」

			　相談しなくても、少年に過保護なあの魔女なら首をつっこみそうなものだが。ヘリオドールも大(たい)概(がい)なものだ。

			　総(そう)司(じ)のこととなれば、すぐにすっ飛んでくるだろう同僚を想像していると、足をぺちぺちと叩かれた。脛(すね)を拳で攻撃された時に比べたら、ダメージは微々たるものだ。

			　しかし、あんまりにも長く続くので、顔をしかめて下を覗けば、アイオライトが口を開閉させて何かを訴えていた。なるほど、分からん。ジークフリートは読(どく)唇(しん)術(じゆつ)など持ち合わせていない。

			　固まる男に、それでもアイオライトはジェスチャーを混じえて続ける。指で総(そう)司(じ)のいるほうを差したり、両手で四角形を作ってみたり。

			　ジークフリートがアイオライトの思いに気付いたのは、口パクを貫(つらぬ)いているという最大のヒントに気付いてからだ。総(そう)司(じ)に聞かれたくない話、と。ならば、自ずと答えは見えてくる。

			　お前が総(そう)司(じ)に何が欲しいか聞け、だろう。四角形はプレゼントを入れる箱を示していると思われる。

			（俺が聞くのか……？）

			　女性の心を虜(とりこ)にすることで定評のある紅い瞳(ひとみ)で問いかけてみる。アイオライトは彼の思考を読み取って、力強く親指を立てた。

			　そこまでしてやる義理はない。ジークフリートは苦虫を噛み潰したような表情をしたが、両手を合わせたお願いポーズをされると断れない。

			（あとでフィリアにもこっそり教えてやるか……）

			　孫娘のように可愛がっているエルフの少女も、総(そう)司(じ)を深く想っているのだ。あの子にも少しぐらい少年のことを話してもバチは当たるまい。その条件を飲むなら聞いてやってもいい。

			　総(そう)司(じ)に聞こえないよう小声で確認を取れば、アイオライトは渋い顔をして小さく首を縦に振った。

			「なあ、ソウジ。お前、今何か欲しい物はあるか？」

			「欲しい物？　どうしてそんなこと聞くんですか？」

			　純粋に不思議そうに聞いてくる総(そう)司(じ)に、ジークフリートは言葉を失う。質問の理由を考えてなかったからだ。ストレートにアイオライトが聞きたがっていると白状すれば、本人から股間に拳を叩き込まれるだろう。

			　仕方ないなあ、とジークフリートはため息をつく。

			「お前、こっちで働くようになってからだいぶ経つだろう？　だから何か記念に贈ろうと思ったんだが、お前が欲しそうな物なんて全然分からなくてな」

			「ジークフリートさん、そんな気を遣わなくても」

			「いいよ、気にするな。アスガルドにある物であれば、たいていの物は買えるし、採ってきてやるが」

			「……欲しい物ですか」

			　総(そう)司(じ)が腕組みして目を閉じた。そこまで考え込むほどか。時間がかかりそうなので、ジークフリートから突っ込んでみることにする。

			「近頃、よく一人で街に買い物に行くよな。何を買っているんだ？」

			「主にお菓子の材料ですかね。あとはヘリオドールさんと食事に行ったり、オボロさんと本屋に行ったり、ブロッド君と武器屋を見に行ったり、おじいさんたちと川で釣りをしたり、子供たちと遊んだり」

			「お前、この世界満(まん)喫(きつ)しすぎだろ」

			「すみません」

			　謝る必要はない。

			　だが、予想以上に総(そう)司(じ)がこの世界に馴染んでいたことにジークフリートは驚いていた。あと、交友関係が役所のみならず、街の住人にまで広まっていた。

			　そういえば、受付嬢が子供たちが総(そう)司(じ)に会いに訪れることが増えたと言っていた。男性職員の中で総(そう)司(じ)は若いほうだ。ブロッドと違って見かけもごつくはなく、性格も温厚なので懐かれやすいのだろう。

			　だが、一つ疑問がある。

			「お前、フィリアを誘ったりはしないんだな」

			　てっきりフィリアも誘っているかと思っていた。言われた総(そう)司(じ)はきょとんとした様子で、瞬きを二、三回する。

			「そういえば、フィリアさんとはあまりお出かけをしませんね……いつも仕事が終わった後や休憩時間に手芸をしたり、作ったお菓子を食べたりはしてますが。フィリアさんがあまり外に出たくなさそうで」

			　あ、そういうこと。ジークフリートは何となくだが、部下の気持ちが分かった気がした。

			　総(そう)司(じ)と仕事以外でも一緒にいたい。けれど、街へ出かけると周囲からの視線が恥ずかしい。

			　そんな葛(かつ)藤(とう)の末、役所の中で二人きりになるという方法を思い付いたのだろう。ただの女子のお茶会のようで、恋愛イベントなどまるで起こりそうにもないが、彼女にとってはかけがえのない幸せな時間なのかもしれない。

			「……ジークフリートさんは精霊や妖精さんが大好きでしたよね」

			「ん？　好きだな」

			　唐(とう)突(とつ)に総(そう)司(じ)がそんなことを聞いてきたので、ジークフリートは特に深く考えることもなく返事をした。「だから婚期を逃した」だの、「キモい」だの陰口を叩かれるぐらいには好きだ。

			　オタクとは愚(ぐ)直(ちよく)な生き物なので、何を言われても自らの信念を曲げられないことをそろそろ一般人は知るべきである。精霊や妖精の可愛さ、尊さを知らない者たちには理解されず、オボロからは「うわっ……」と素晴らしい反応をいただいた。

			　総(そう)司(じ)も方向性は違うとは言え、オタクと呼ばれる人種であるため、「分かります、その気持ち」とすべてを受け入れてくれた。

			　ゆえにジークフリートの妖精霊への海より深く、マグマより熱い愛はよく知っているはずなのに、どうして今さらそんなことを聞くのか。

			　すると、総(そう)司(じ)は鞄(かばん)を開けると一枚のチラシを取り出した。

			「これ、お仕事が終わったら僕と一緒に行きませんか？」

			　そのチラシは、今夜中心部で行われる小さなイベントの案内だった。

			　ジークフリートは、それを受け取ると、さっと文面に目を通した。

			「猫の展示会か……」

			　ウルドの中心部では年に数回、このアスガルド中から集められた猫が猫愛好団体によって、お披露目される。

			　ただ見て帰るだけでもよし、ペットとして購入してもよし。猫に興味がない者たちにとってはただの動物大集合だが、猫大好き人間にとっては見逃せないイベントだ。

			　動物好きなところのある総(そう)司(じ)だ。内心かなり喜んでいることだろう。

			　不思議なのは、ジークフリートを誘ったことだ。猫は可愛いな、と思う程度で積極的に見に行きたいとは思わない。

			　しかし、その理由は尋ねる前に総(そう)司(じ)が教えてくれた。

			「ケット・シーっていう猫の妖精さんも来ると聞きました」

			「そうか、だから俺を……」

			　やって来るのはただの猫だけではない。猫の姿をした妖精や魔物だってたくさん訪れる。

			　ケット・シーとは人間の赤ん坊ほどのサイズの猫の妖精で、人間の言語も理解できて知能も非常に高い。それゆえに人間が自分たちを悪意を持って捕らえようとすれば、瞬時に察して魔法で撃退してしまう。

			　人間たちの前に現れることも皆無。今回の展示会でもケット・シーは非売対象とされている。

			　なぜなら、猫愛好団体のメンバーの一人がそのケット・シーだからだ。

			　彼らは世界の猫を愛しており、すべての猫が幸せになれるように尽(じん)力(りよく)している。展示会で猫を購入したいと思う人物が猫を幸せにできるかを見定めているのである。

			　通称・猫の守護精霊とも言われているケット・シーに会えるとあって、ジークフリートの心も大きく揺れ動く。

			　と、ここでジークフリートはテーブルの下にまだいるアイオライトに視線をやった。少女は何だと言いたげに訝(いぶか)しげな表情をした。そんな顔をしているのも今のうちだぞ、と微笑する。

			「ソウジ、悪いな。今日は仕事が遅くまでかかりそうだから、俺は一緒に行ってやれない」

			「……そうですか」

			「だから、アイオライトと一緒に行ってもらえないか？」

			「はっ？」

			　ジークフリートのまさかの台詞(せりふ)に、素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声を漏らしたのはアイオライトだった。

			　ジークフリートは行けない。だから、アイオライトと一緒に。

			　アイオライトはのそのそとテーブルの下から出てきた。

			　ジークフリートが仕事で忙しいだなんて嘘だ。今日は特に問題もないので、時間通りに帰ると言っていた。なので休憩時間も丸々使えるとあって、彼を食堂に連れてきたのだ。

			　狼狽(うろた)えたアイオライトが何かを口走ろうとする前に、ジークフリートはチラシを少年に返しながら言った。

			「駄目か？　こいつも案外猫好きだから楽しめると思うぞ」

			「アイオライトさん、猫好きだったんですか？」

			　総(そう)司(じ)から話を振られて、アイオライトはピシッと背筋を伸ばした。アタシって猫好きだったか？　猫より犬派だった気もするが、とりあえず頷いておこう。

			　せっかくお膳(ぜん)立(だ)てをしてやったのにスムーズにことが進まず、ジークフリートがハラハラしていると、総(そう)司(じ)は残像が見えるほどのスピードで頷くアイオライトを見ながら言った。

			「猫、可愛いですよね。仔猫も可愛いですけど、ちょっとぶすってした表情の猫も愛着があって」

			「そうだよな！　うん、そうだよな！　アタシもそう思う！」

			　すぐ側に猫好きがいると分かった途端、猫の愛らしさを語り出す総(そう)司(じ)に、アイオライトは全力で同意した。

			　天使かな。そう思っている少女に、目の前にいるのが仲間だと分かると饒(じよう)舌(ぜつ)になるのがオタクであると、ジークフリートは黙っておこうと決めた。

			　ふと壁の時計に目を向ければ休憩時間終了まで、あと一分。ジークフリートは席を立ち上がった。

			「行くぞ、アイオライト。お前も課に戻れ」

			「わ、分かってる」

			　いそいそと廊下へと向かう二人。アイオライトの名前を呼んだのは総(そう)司(じ)だった。振り向けば、少年は控えめに手を振っている。

			「アイオライトさん、また後で」

			「ま……また後で！」

			　恋人同士のようなやり取りにアイオライトは、ぼふんと顔を赤くしながら笑顔で手を振り返した。

			　廊下に出てからしばらく歩いた所で、ジークフリートはアイオライトにこれでもかというくらい背中を叩かれた。「ウワアアアアアア」と奇声めいた声を上げて。こっちがウワアアアアアアだと、ジークフリートは繰り出される張り手を振り払った。

			　よっぽど嬉しかったのか、アイオライトは少し涙ぐんでいた。過剰な反応にちょっと引く。

			「ジークフリート、お前すごいじゃん！　アタシ、初めてお前が頼れると思ったぜ!!」

			「はははは、初めてか。クエスト課が修(しゆ)羅(ら)場(ば)の時に俺は何度もパシりに使われたのに初めてか……ふざけんな!!」

			　衝撃の事実にジークフリートがキレた。美形が怒ると迫力があるものだが、その程度で臆(おく)するアイオライトではない。

			　さらに今は総(そう)司(じ)とのデートに漕ぎ着けたことで、幸福の絶頂へ登り詰めようとしている所だ。顔だけのジジイの文句など小声にしか聞こえないだろう。

			　幸せそうなオーラを放ち続けるアイオライトに、ジークフリートも怒りが削がれる。そこでハッとした様子で、口を開く。

			「でも……ソウジの欲しい物はまだ聞いてなかったな……」

			「あっ！」

			　アイオライトが幸福の絶頂から一転、絶望の淵に突き落とされた。

			「ジーク、ジークフリート！　頼む!!」

			「あとはお前が何とかして聞いてみろ！　ここでまた戻って聞いたら絶対怪しまれるだろう」

			　話がどんどん脱線してしまい、当初の話題はすっかり消滅してしまったものの、二人のフラグ立てには貢(こう)献(けん)できた。

			　頼まれた手前、少し申し訳ないという気持ちはあるが、あとは本人たちで何とかしろ。

			　アイオライトもジークフリートのおかげで約束を取り付けられたので、しつこくは頼めない。やがて、萎(しぼ)んだ風船のように静かに息をついた。

			「頑張ってみるよ……けど、駄目だったらまた相談に乗ってくれるよな？」

			「暇だったらな」

			　これが二十年前に世界を救った勇者の聖剣。事情を知らぬ者には何かの間違いとしか思えないであろう。

			　苦笑しつつ先を歩くジークフリートを追いかけず、アイオライトはその場にしゃがみこんだ。

			「落ち着け落ち着け、アイオライト。いつも通りかるーいノリで何か欲しいもんあるか？　って聞くだけだって……そんな難しいことじゃないだろー……」

			「アイオライト課長？」

			「うおっ！　お前いたのか!?」

			「いましたよ！」

			　ぶつぶつと呟(つぶや)きながらふらついた足取りで前へ進むアイオライトに、心配そうに声をかけたのはオウルだった。

			　相談に行く前よりも症状が悪化の一途を辿っている。ジークフリートはどんなアドバイスをしたのだろうかと、オウルは動揺を隠せず、その小さな背中を労(いたわ)るように撫でた。

			「どうしたんですか？　辛(つら)いことでもあったんですか……？」

			「いや、辛(つら)いことは今の所ないんだけど、いつこの天国のような気分が地獄に変わるかと思うと全身が震えて……」

			「て、天国!?　そんな顔で今、天国なんですか？」

			　天国どころか地獄行きがすでに決定したような顔だ。オウルはますますアイオライトが心配になって深く聞いてみようとするも、上司は唸り声を上げて課のある方向に歩き出してしまった。こういったことは他人が無(む)闇(やみ)に詮(せん)索(さく)していいものではない。

			　オウルは食堂で何があったんだと、彼らが先ほどまでいた場所へ視線を向けるのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『総(そう)司(じ)！　あいつが欲しがっている本って本当にこれで合ってんのか!?』

			　一方、食堂では総(そう)司(じ)が携帯電話からの父親の困(こん)惑(わく)混じりの怒声をフライドポテトを食べながら聞いていた。その様子を見守っていたのは食堂の調理師だった。

			　少年が耳に当てている黒い物体が魔力を使用しない通信器具だとはヘリオドールから聞かされていたが、だいぶ切迫した状況のようで、相手の声が調理場にまで聞こえていた。

			　総(そう)司(じ)がいつもの敬語ではなく、「そうだね」や「どうかな」と言っているところを見ると、かなり親しい人物なのは間違いない。問題は呑(のん)気(き)にフライドポテトをむしゃむしゃと食べながら聞いていい話なのかだ。

			　しかも、ご丁寧に添え付けのトマトソースにちゃんと付けて食べている。

			　あの子、神がかり的に空気が読めなさそうだからなあ、と案じる調理師の不安は見事的中していた。

			「多分、父さんがこれだって思ったのが明日発売のだよ。間違いないよ、多分」

			『多分ってなんだよ！　さては本気で聞いてねえな!?』

			　大正解。さすがは血の繋がった親子なだけはある。ちなみに総(そう)司(じ)がフライドポテトを食べるのをやめる気配は一切ない。

			　それは、この話が彼にとって驚くほどどうでもいい話題だったからである。

			　だが、彼の父である秋(あき)にとっては驚くほど重要な話題であった。現在、秋(あき)は自宅、それも愛(あい)華(か)の愛読書が並べられた本棚を漁(あさ)っていた。

			　秋(あき)が好むのは身の毛がよだつようなホラー漫画、愛(あい)華(か)が好むのは胸キュン連続な少女漫画。あまりにも正反対の好みのため、今まで互いの本を読んだことがなかった。それを今、秋(あき)はとても後悔していた。

			　どれが愛(あい)華(か)が欲しがっている本なのか分からないのだ。総(そう)司(じ)の情報で七巻目が明日発売というのは判明している。なので、六巻まで揃っている漫画を見つけ出せば一番早い。

			　本棚を二十回くらい見返して、秋(あき)は携帯に向かって叫んだ。

			「おかしいだろ!?　何で全タイトル六巻までしか揃ってないの!?」

			　様々な出版社から出ている様々な少女漫画。それらはすべて六巻まで揃えられていた。その事実に気付いた瞬間、秋(あき)は発狂しかけた。

			　判別なんざとてもできないし、本棚を燃やしてしまいたい衝動に一瞬だけ駆られてしまった。息子に確実に殺されるのでやらないが。

			　愛(あい)華(か)の愛読漫画のタイトル十八作。この中から愛(あい)華(か)が欲しがっている漫画がどれかを探し出さなくてはならない。六という数字が呪いの紋章に見え始めた秋(あき)に、見兼ねたらしい総(そう)司(じ)が進言する。

			『もう、母さんに素直に聞きなよ。絶対に見つからないよ』

			「駄目だ！　こっそり買って喜ばせたい!!」

			　愛情を拗(こじ)らせすぎた男の回答である。そのために愛(あい)華(か)が買い物で外出している間にこうして探しているのだ。

			　嫁が喜ぶ顔が見たい男の息子は『あ』と受話器越しで何やら閃(ひらめ)いた。

			『発売日を調べてみればいいんじゃないかな』

			「……それだ！　さすが俺の息子だ！」

			　必死になりすぎて、わりと簡単な特定方法すら考え付かなかった男は、これでも勤め先の会社では将来は上層部行き確実と言われているほど優秀な男である。

			　菫(すみれ)色の瞳(ひとみ)をギラギラさせながら、秋(あき)は十八のタイトルをメモしてパソコンを立ち上げた。

			　明日発売される少女漫画の一覧を検索する。

			　十八作品のうち、六作品がヒット！

			「ウワアアアアアアアアアアアアアアアア」

			　もはや呪い。秋(あき)が絶叫しながら床を転がる。決して家族には見せられぬ醜(しゆう)態(たい)。勢いよく放り投げられた携帯から小さく聞こえてくる『父さん？　気を確かに』という総(そう)司(じ)の声。

			　手の施しようがないと判断したのか、通話は向こうから静かに切られた。

			「ソウジ君、なんかすごい声が聞こえて来たけど、大丈夫!?」

			　電話を切った総(そう)司(じ)に調理師が血相を変えて駆け寄った。耳をつんざくような奇声を聞いて、いても立ってもいられなくなったのである。

			　総(そう)司(じ)はフライドポテトを摘まむ手を止めず、片手で携帯を操作していた。

			「僕の父の精神が崩壊してしまいまして……」

			「ヤバいじゃん！　フライドポテト食べてないで現実と向き合わなきゃ！」

			「はい、そのために今、何とかしようとしています」

			　総(そう)司(じ)の携帯は、あるサイトを開いていた。

			　その名も「神様は何でもお見通し」。管理人であるスノウ・ホワイト殿下が投稿者から寄せられる相談や質問に答えるという主旨のサイトだった。

			　まさかの神頼み。サイトに「母親が欲しい漫画が分からなくて父親が発狂しています。助けてください」とメールを送った総(そう)司(じ)は首を傾げた。

			　今度は何が起きたのかと調理師が尋ねる。

			「どうしたの？」

			「いえ、スノウ・ホワイト殿下からもう返信が……一分も経っていないのに。とりあえず、すみません、プリン注文していいですか？」

			　返信直後に「分かりました！　今すぐ君のお家に行ってお父さんを助けます☆」と殿下のメールへの関心も、食堂での手作りプリンには勝てなかった。

			 

			　正気を取り戻し、プリンでも食べて心を落ち着かせようと考えていた秋(あき)に一本のメールが届く。差出人はスノウ・ホワイト殿下だった。すごい人物からのチェーンメールに、秋(あき)は真顔になりながら冷蔵庫に向かった。

			　メールには極めて簡潔に「今、遊びに行きます」とだけ書かれていた。

			　何となく嫌な予感がしつつ、冷蔵庫を開けようとした時だった。

			　勝手に冷蔵庫が開いて中から銀髪の青年がプリンを食べながら飛び出してきた。

			「こんにちはー、総(そう)司(じ)君から相談を受けて遊び……じゃなくて、助けに来ましたよ！」

			「ギャアアアアアアア!!　俺のプリン返せえええええええええ!!」

			　銀髪の青年――マフユの登場に秋(あき)の精神は再び危機を迎えていた。

		

	
		
			少年とケット・シー

			　

			「帰れ！　今すぐ帰れ!!　プリン代置いて帰れ!!」

			　プリンの恨みはあまりにも大きかった。冷蔵庫に収納していたあらゆる物を薙(な)ぎ倒して出て来たマフユに向かって秋(あき)が叫ぶ。

			　何せ、このプリンは秋(あき)が仕事帰りにデパートで買ってきたオシャレ度が高い上等品。一個五百円であり、コンビニやスーパーで売っている百数十円のものとは違うのだ。

			　それを不法侵入してきた不審者に食われてしまった。もうこれは怒るしかない。女性めいた顔の作りをしているので、一人暮らしの女性には嬉しい来訪者だろうが、秋(あき)にとっては招かれざる客だ。

			　マイスプーンでプリンを平然と食べる青年からプリンのカップを取り上げようとするが、俊敏な動きで秋(あき)の手は宙を掴むだけで終わった。

			「はいはい、これ食べて落ち着いてくださいよ。ロキ君、大好きでしょ？」

			「納豆じゃねーか!!　俺が嫌いな食い物だよ!!」

			　マフユが差し出してきた納豆のパックを、秋(あき)はすぐに冷蔵庫へしまった。

			　嫁が大好きな納豆に罪はない。悪いのは勝手に人のおやつを貪(むさぼ)り、嫌いだと分かっているくせにわざと押し付けようとした神様である。

			　ついでに床に散乱している他の食材も片付け始める秋(あき)を無視して、マフユは勝手にチューハイ缶を開けて飲み始めた。どこまでも自由。しかも、ピンポイントで秋(あき)の物に手をつけていく知能犯。

			　というより、まだ夕方にもなっていないのにアルコールを堂々と摂(せつ)取(しゆ)する蛮(ばん)行(こう)。この神が統括する世界の行き着く先に一(いち)抹(まつ)の不安を覚える。

			「お酒はやっぱり美(お)味(い)しいなー！　この間、検査に引っかかって禁酒って言われてたんですけど、たまにはいいですよね！」

			「検査って何だ!?　本当にプリン代とチューハイ代置いて帰れ!!」

			「僕は客人ですよ、もっと労(いたわ)らなきゃ！」

			「俺はこの家の人間だぞ、もっと遠慮しやがれ!!」

			　彼らの主張はどこまでも正反対であった。交わる兆しはまったくと言っていいほど見られない。

			　酒は好きだが、まだ明るい時間からアルコールの匂いを嗅(か)ぐのは好きではない。顔をしかめながら、秋(あき)は整理を終えた冷蔵庫を閉めた。

			「それで何しに来たんだよ。プリンと酒のためだけじゃないんだろ」

			「プリン引っ張りますなぁ」

			「食い物の恨みなめてんのか」

			　親の仇(かたき)を見るような目で凄まれた程度でマフユが止まるなら、とっくに止まっている。プリンをつまみにしてチューハイを味わっていた神は、自分の携帯を秋(あき)へ放り投げた。

			　画面には『熟ジョファン』を名乗る者からのメールが表示されていた。明らかに秋(あき)のことが書かれている。

			「熟ジョって何だ……」

			「魔法熟女ジョセフィーヌの略ですよ。そんなのも知らないなんて、ロキ君は世間知らずだなー」

			「誤解されかねない略称やめろよ！　厳密には間違っちゃいねえけど！」

			「というわけで僕は君を邪魔し……助けに来たんですけどね、早い話が愛(あい)華(か)ちゃんに聞くのが一番手っ取り早い気もするんですよ。それができないから、君はいつまで経っても総(そう)司(じ)君にも頭が上がらない、と！」

			　マフユが人差し指をくい、と動かすと秋(あき)の手の中にあった携帯電話が勝手に動き出し、大きく弧を描いて持ち主の手元に戻った。

			　おかえりー、と携帯電話の帰還を喜びながらマフユは台所から出ていき、愛(あい)華(か)の本棚へと向かった。そして、床に散乱した単行本を見るなり、秋(あき)を鼻で笑う。

			「ロキ君って自分の奥さんが欲しがってる本が何かも知らないんですかー？　やっだあ、カッコ悪い」

			　煽(あお)りスキルが高いマフユは、まるで新人ＯＬを虐(いじ)め倒すお局様のような陰湿な雰囲気を纏(まと)っていた。ふわふわなファー付きの扇子が似合いそうですらある。

			　そんな酒臭い神に、秋(あき)は無言で一冊の漫画を拾い上げた。タイトル『消しゴム彼氏』第二巻。

			　ヒロインとヒーローがワルツを踊っている表紙。金髪のヒーローの顔の半分は磨り減ったように消失していた。消しゴムであるヒーローが使用されたため、こんな発禁すれすれの表紙になったと推測される。

			　三巻、四巻と消しゴム彼氏の身体はどんどん欠けていき、五巻の表紙ではついに右の足首だけとなってしまった。

			　さらに六巻からは足の小指を残して消滅してしまった消しゴム彼氏を再生するために、ヒロインが消しゴム工場で働き始める。映画化も決定しており、来年の春に公開予定の空前ヒットの話題作。

			「魔法熟女といい、これといい、何でこんなわけ分かんねえのが人気あるのか、三行で答えろ神」

			「女の子、可愛い、正義。ですかね」

			「え……何このキモオタ……」

			　愛(あい)華(か)コレクションの中で怪作賞を受賞した（審査員・秋(あき)）消しゴム彼氏を突き付けられても崩れぬ余裕。彼から余裕を奪い去るのは難易度の高い任務であると、秋(あき)はこの時確信した。

			　マフユはマフユで床に寝転がって勝手に漫画を読み始めた。友達の家に遊びに来た小学生か。

			　どうやら神は『海の恵美』という漫画に興味を示したらしい。あらすじは海女(あま)さんをしている六十代の主人公が、若々しいイケメンの人魚と恋に落ちるというものだ。そして、主人公の夫は人魚の密漁を行う悪徳漁師であり、夫は嫉(しつ)妬(と)に狂って何としてでも妻を寝取った人魚をフィリピンに売り飛ばそうとする。

			　これは秋(あき)審査員により、腹黒賞を受賞した。

			　そんなゲテモノをキラキラと目から星を撒き散らしながら読み進める銀髪の青年に、秋(あき)も思わずドン引きする。うわー……な視線に気付いたマフユが、不服そうに眉をひそめる。

			「ロキ君はもともと向こうの世界の人だから、ウトガルドの人間とは感性が違うんですかねー。こればっかはどうにもならないから、慣れるしかありませんってば」

			「感性が違うってだけで何もかも済ませようとするんじゃねえよ……」

			「うるさいなあ。だいたい、君を人間に作り替えてウトガルドに定着させたのは誰だと思ってるんですか。文句なんか言ってないで、こっちの世界に溶け込む努力をしてくださいな」

			「そんなことしてくださいって、俺は頼んでねえよ。第一、あのまま死んでたほうが……」

			　言い終わる前に天井の板に丸く穴が開き、そこから大量の小さな雪だるまが落下した。量産型雪だるまに容(よう)赦(しや)なく押し潰された男に、青年が諭(さと)すように言う。

			「そういう文句は君を助けろって僕にお願いした人に言ってくださいね。僕だって、それを叶えたせいで二日間筋肉痛になって大変だったんですよ？」

			「じゃあ、そいつが誰か教えろよ。俺には知る権利があるはずだろ」

			「ええっ、ないない！　何、たかがちょっと強いだけだった元魔族がキリッとした顔で『権利があるはずだ』ってマジ受けるんですけど～～～～～！」

			「てめえ、本当に性格悪いな!!」

			　煽(あお)るのが趣味かと問い質したくなるような猛攻。それに釣られた秋(あき)にマフユは小さくため息をつく。人差し指をくい、と動かせば、雪だるまと天井の穴が一瞬で消えた。

			　ふらつきながら立ち上がる秋(あき)に、瑠(る)璃(り)色の双(そう)眸(ぼう)が聞き分けのない子供に対する視線を送る。ウトガルドを統括する神として、途方もない年月存在してきたキモオタにとっては、秋(あき)が魔族として生きてきた時間など、たかが知れている。

			　見た目だけならマフユが若いが、実際には圧倒的な差がある。秋(あき)はたまにマフユが見せる見守るような、案じるような眼差しが苦手だった。もちろん、普段の人を馬鹿にした態度も腸が煮えくり返るレベルで嫌いなのだが。

			「愛(あい)華(か)ちゃんと総(そう)司(じ)君を悲しませたくないなら、あの時死ねば良かったなんて言うべきじゃない。僕も君みたいなサンドバッグがないとつまんないし」

			「……つーか、てめえ絶対に俺が嫌いだろ」

			「うむむ、微妙ですねえ」

			　ある意味厳しい答えに秋(あき)は複雑そうな表情を浮かべるも、それはマフユも同じだった。激情を必死で押さえ込み、どうにかして作り上げた笑みを顔に貼り付けているように、秋(あき)には見えた。

			「君が悪いわけじゃないのは分かってますよ？　だから、これは僕の一方的な八つ当たり。なーんにも君が気にする必要なんてありません」

			「五百円のプリン食われてスルーはできねえよ」

			「はいはい、あとでコンビニで肉まん一個買ってあげますから」

			「肉まんなんて百円前後だろうが！　もう金はいいから出てけ！　愛(あい)華(か)帰ってきたらどうすんだ!!」

			　彼女とマフユを対面させれば、恐れている事態が起こるかもしれない。そんな懸念を抱く秋(あき)に、マフユは満面の笑みを浮かべて言い放つ。

			「そこはご安心を！　愛(あい)華(か)ちゃんは、あるものを使って足止めしてありますから」

			 

			　一方、夕飯の材料を買いに行く途中だった愛(あい)華(か)は、小さな本屋にいた。以前までは空き地だったと思うのだが、いつできたのか記憶にない。

			　以前どころか、昨日もこんな建物なかったような気がするのは気のせいだろうか。

			　しかも、置いてある本は今まで見たことがない珍しいものばかりだ。妙な質感の本もあれば、耳を近付けてみると呻(うめ)き声が聞こえてくる本まである。

			「面白い本がたくさん売ってる……総ちゃん連れてきたら喜びそう!」

			「チェケラッチョ！」

			　明らかに怪しげな本たちを満(まん)喫(きつ)する客に、色黒のマッチョの店主は嬉しそうに叫んだ。六つに割れた腹筋を見せ付けるように彼の上半身は裸だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　透き通るような優しい色合いの青が太陽の熱に燃やされて赤く染まり、その後は少しずつ黒く染まっていた。

			　そうやって夕方に近付いていく空を、広場のベンチから眺めていた小さな少女。前触れなく彼女に差し出されたのは、猫の顔をした赤い風船だった。

			　花が開いたような笑顔を浮かべた少女の視線の先にいたのは、肩の上で切り揃えられた黒髪が特徴的な、十歳ほどの少年だった。

			　少し灰色がかったタキシードに身を包んだ姿は少し滑(こつ)稽(けい)で、けれども愛らしい。右は緑、左は赤のオッドアイに喜ぶ少女を映して少年――オリーヴは穏やかに笑ってみせた。

			「受け取ってくれるかな、可(か)憐(れん)なお嬢様？」

			「ありがとう！」

			「どういたしまして。もし、興味があればボクたちのお祭りに来てね」

			　子供の笑顔はまるで花が満開に咲き誇るようなものだ、とオリーヴは手を振って少女に別れを告げながら思った。街には同じように風船を持っている人々がいる。

			　子供だけではなく、大の大人まで。街の住民に風船を配っているのは少年だけではない。猫耳を模したフードを被った女性や、猫耳のカチューシャを装着した男性など、さらには本物の耳と尻尾(しつぽ)を生やした猫の獣(じゆう)人(じん)もいる。

			　全員が猫を思わせる出で立ちをした集団。普段なら奇異な目で見られるであろう彼らも、今夜は別だ。

			　集団の正体は『猫の舞踏会』という猫をこよなく愛し、保護も行っている団体である。役所に設置されている妖精・精霊保護研究課の猫バージョンといったところか。

			　そして、今夜開かれる猫の展覧、販売会の主催団体でもあった。

			「ふーせんちょうだい！」

			「わたしもー！」

			　小さな子供たちがたくさんの風船を持つオリーヴへと群がる。大人の男性は猫耳フードの女性や猫の獣(じゆう)人(じん)の女性に惹かれるようだが、やはり子供には、同じ子供が一番接しやすい。

			　これでは風船もすぐに配り終えてしまうな、と嬉しさを滲(にじ)ませつつ、オリーヴは一人一人に優しい言葉とともに風船を渡す。

			「ギャアアアアアア」

			　と、女性たちの雄々しい絶叫が聞こえたので見れば、白い全身タイツ姿の小太りの中年が四つん這いになって彼女らを追いかけていた。

			　頭と尻にはちゃんと猫のシンボルが付いている。だが、その走り方はどちらかと言えば猫ではなく、頭文字にゴが付く黒光りするあの虫に近く、女性たちを恐怖のどん底に叩き落としていた。

			　端から見ている子供には面白いと好評だが、当の本人たちはそれどころではない。どこまでも迫ってくる白い悪魔に嫌悪の声を上げるばかりだ。

			「イヤアアアアア来んな、キモい!!」

			「ウぜエエエエエエ!!」

			「こっちきたら殴るからな！　いいか、絶対だからな!!」

			　麗しい容姿とは裏腹に、過激な発言で威(い)嚇(かく)を繰り返す女性陣に心をズタボロにされたかと思いきや、中年は満ち足りたように穏やかに微笑んでいた。

			　異性による言葉のナイフに突き刺される快感を見出している。

			　変態による狂乱が終わる気配はなく、猫の舞踏会の面々が止めようとする動きもない。理由は明白で、中年はこのイベントに乱入した愉快犯などではなく、れっきとした猫の舞踏会のメンバーだからだ。しかも、単なる女性への嫌がらせとしか思えないあの疾(しつ)走(そう)にも、きちんとした意味があった。

			（でも、あれはちょっと）

			　面白がっている子供もいるが、小太りの変態を女性が力強く罵(ののし)るという一歩間違えたら年齢制限のかかる光景に絶句する子供もいた。現に一人、オリーヴの後ろに隠れて固まっていた。

			　おそらく追いかける『側』の見た目と性(せい)癖(へき)がよろしくない。頃合いを見計らってあの猫を止めなければ、何も知らない者が見たら誤解は避けられないだろう。

			　ハラハラしながら地獄絵図を見守っていると、後ろにいた子供が明るい声を発して離れていった。親でも来たのかな、と視線で追ってみると子供は二人組の少年と少女へ走っていった。

			　少年は十代後半の漆(しつ)黒(こく)の髪と瞳(ひとみ)を持った異世界人のようで、どこかぼんやりとした表情を浮かべている。青い髪の少女のほうは少年に比べると背丈もだいぶ小さく、駆け寄っていく子供とそう変わらない。

			　ぎこちない笑みを浮かべつつ、少年の手を握り締める幼くも愛らしい姿にオリーヴはわずかに目を見開く。彼らに強い既(き)視(し)感(かん)を覚えたのである。

			　どこで見た？　記憶の糸を手繰り寄せていると、子供が半泣きで少年の足にしがみついた。

			「ソウジお兄ちゃん！　あそこにいる変な人やっつけて！」

			　変態退治の要請だった。思い出すよりも先にやることがあると、オリーヴは駆け出した。

			　少年は興奮と運動のせいで荒い呼吸を繰り返す白い中年を一(いち)瞥(べつ)して、涙ぐむ子供に告げた。

			「可愛い猫さんじゃないですか」

			　視力に異常があるとしか思えない狂気めいた言葉に、雷に撃たれたような衝撃を受けたオリーヴは勢いよく転倒した。見事な転びっぷりに仲間が心配して悲鳴を上げる。

			　オリーヴが持っていた風船が一斉に夜空へと放たれようとする。しかし、それらは寸前のところで青い光を帯びた結界の中に閉じ込められ、その場に留まった。

			　ウルドの住民だけではなく、猫の舞踏会のメンバーも感嘆の声を上げる。オリーヴは強打した鼻を擦りながら起き上がると、青髪の少女が美しく輝く剣を手にしていることに気付いた。

			　あらゆる邪気を祓(はら)うかのような神聖さを漂わせる光を纏(まと)った刃。小さな体には不釣り合いなその剣を軽々と持ち上げ、少女は安(あん)堵(ど)のため息をついた。

			「ふう、ギリギリセーフってところだな」

			「さすが、アイオライトさん」

			「て、照れるから褒(ほ)めんなって！」

			　少年に感情の欠いた声で褒(ほ)められ、気恥ずかしそうに頬をほんのりと色付かせる少女。オリーヴは少年から発せられたその少女の名前に聞き覚えがあった。まさか、とはやる心を抑えつつ、口を開く。

			「アイオライト様、あなたはもしや聖剣の……」

			「へっ？　お前……どうしてアタシのこと知ってんだ？」

			「ボクはこういう者でね」

			　アイオライトは突然子供にそんなことを聞かれて戸惑った。アイオライトが勇者とともに数々の死闘を潜り抜けてきた聖剣を務めていた劔(つるぎ)族(ぞく)と知る者はそう多くない。

			　困(こん)惑(わく)を隠せないまま頷いてみれば、オリーヴは恭(うやうや)しく頭を下げた。瞬間、その体が発光した。光は数秒ほどで消えたが、そこにいたはずのタキシードを着た姿も消えていた。

			　代わりにそこにいたのは夜空のように深い漆(しつ)黒(こく)のタキシードを纏(まと)い、同色のシルクハットを脇に抱えた、二本足で立つ灰色の猫だった。
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			「初めまして、聖剣殿。ボクはケット・シーのオリーヴと申します。あなたにお会いできる日が来るとは思いもしなかった」

			「あ、ありがと……」

			　ずいぶん長生きしてきたが、ケット・シーを目にするのは今夜が初めてだ。こっちもお会いできる日が来るとは思っていなかった。なんて考えながら、アイオライトはくすぐったい気持ちになった。

			　以前は聖剣として褒(ほ)め称えられると、勇者であったアイカへの罪悪感によって複雑な心境になったし枷(かせ)として心に重くのしかかった。

			　しかし、以前と比べるとそれらを強く感じることがなくなった。ミーミル村での一件がすぎた頃からだろうか。

			　自分を戦う道具としてしか考えていないようなユグドラシル城の人間たちにうわべだけの褒(ほ)め言葉をもらったら腹が立つのは今でも同じだが。

			　オリーヴからは彼らのような邪(よこしま)な感情は感じられない。本心からアイオライトを讃(たた)えている。

			「しかし、聖剣殿が猫好きとは聞いていなかった。これほど可愛らしい姿をしていることも」

			「アタシもケット・シーが人間に化けてるとは思わなかったよ……」

			「元の姿でいると奇異の目に晒(さら)されやすい。人間の格好でいるほうが都合がいいことも多いので」

			　と、こんなふうにオリーヴは微笑を浮かべて自分を凝視する総(そう)司(じ)を見上げた。表情に変化は見られないものの、珍しがっているのは分かった。

			「ボクにしてみれば、その若さで異世界からやって来た人間のほうが何倍も珍しいと思うのだが、どうだろう」

			「僕的には喋(しやべ)るし二本足で立っている猫のほうが珍しいと思うんですけど……というより、どうして僕がウトガルドから来たって知ってるんですか？」

			「四千年ほど生きていれば分かることも君たちより幾分多くなるものなんだよ」

			「おお……」

			　素直に感心する総(そう)司(じ)にくすくすと笑い、オリーヴはアイオライトに向き直った。

			「彼はあなたの部下で？」

			「うーん、遠からず近からずって言ったところかな……」

			「失敬、言いづらい関係だったかな」

			「ば、馬鹿！」

			　オリーヴのからかいにアイオライトが怒号混じりの反論を行う。

			　二人のやりとりを見ていた総(そう)司(じ)が「僕たち、役所で働いてるんです」と口を挟むと、オリーヴは役所のある方向を見た。

			「聖剣殿と異世界人が働く役所か。奇妙で面白い場所だ」

			「ありがとうございます」

			「おい、ソウジ。どうしてそこで礼を言うんだよ」

			「一応は褒(ほ)め言葉のつもりだったので構わないよ。……ところで、ソウジ君」

			　オリーヴのオッドアイが総(そう)司(じ)をじっと見上げる。先ほどとは逆転した立場に、総(そう)司(じ)がオリーヴの頭を優しい手つきで撫でながら尋ねた。

			「僕に何か……」

			「いやね、大したことではないんだ。本当に些(さ)細(さい)なことだ」

			「はい？」

			「君とボクは以前どこかで会わなかったかい？」

			　聖剣と異世界人という不思議で因縁深いものを感じさせる二人組を目にした途端、湧きあがった既(き)視(し)感(かん)。それは総(そう)司(じ)に対してのものだった。

			　オリーヴの問いかけに総(そう)司(じ)はしばらく思案してみせたが、やがて諦(あきら)めたのか首を横に振って答えた。

			「……人違いじゃないでしょうか」

			「そうか、すまないね。変なことを聞いてしまった。君とこうして話すのも初めてのはずなのに」

			　忘れてくれ、とオリーヴは総(そう)司(じ)の撫でる手を止めずに言った。手を繋ぎ合う少年少女の光景など千年単位で生きていれば、数え切れないくらい見ているはずだ。今さらどうこう言うようなことでもないはずなのに。

			　ついにボケが始まったか。オリーヴは自らのこめかみを掻いた。

			「おい……取り込み中悪いんだけど、あれ野放しにしといていいのかよ？」

			　ドＭと女性たちの鬼ごっこを傍(ぼう)観(かん)していたアイオライトが沈黙を破った。何なら結界で閉じ込めて身動きを封じてもいい。そう提案する聖剣に猫の妖精は意外な言葉を漏らす。

			「もう少しだけ彼の好きなようにやらせてあげて欲しい。あれが彼の仕事のようなものなのさ」

			「仕事ってあれが？」

			「彼は幸(さち)猫(ねこ)と呼ばれる妖精の一種でね」

			　あんな気持ち悪い妖精がいてたまるか、とアイオライトは言いかけて留まった。オリーヴもアイオライトが言わんとしたことを悟ったが、あえて言及せず幸猫について説明を行う。

			「幸猫は婚期を呼び起こす妖精でね。ああして一時間追いかけられて逃げ切った人間は近いうちに結婚できると言われているんだよ」

			「だから女性の皆さんは鬼気迫る表情で走っているんですね。綺麗な人たちばかりなのに……」

			　いや、彼女たちが全力疾(しつ)走(そう)している理由は他にもある。あの白い中年に捕まったら何をされるか分からないからだ。そんなアイオライトとオリーヴの心の声は、幸猫が可愛い猫と錯覚している総(そう)司(じ)に届くはずもない。

			　猫の舞踏会も当初は別の幸猫に追いかける役をしてもらうつもりでいた。十歳になるあの中年の娘である。それが本日になって、ちょっとしたアクシデントに見舞われたのだ。

			「娘さんが急に風邪を引いてしまってね。鬼ごっこは中止しようという流れになったのだが、父親がそれなら自分がやると言い出して……その結果があれだよ」

			　甲(かん)高(だか)い悲鳴をＢＧＭにしてオリーヴは肩を竦(すく)めた。子持ちで女性に罵(ののし)られておいて、あの表情はいかがなものか。父の活躍を期待していた娘には、何としてでも見せてはいけない大活躍っぷりだった。

			　そもそも、うら若き乙女たちに婚期をもたらすのが、この鬼ごっこの目的。しかし、見ている男衆は笑っているかドン引きかの二択。これで本当に結婚話は舞い込んでくるのかと疑問を投じたくもなる。

			　結局、これ以上の続行は無理であると判断した猫の舞踏会のメンバーにより、幸猫は捕(ほ)獲(かく)された。まだ走れると中年が抗議するも、こっちが捕まってしまうと仲間は彼の主張を聞き入れようとしない。そして、幸猫が娘の名前を叫びながら連行されていく。広場に平和が訪れた。

			「猫にもいろんな奴がいるんだな……」

			　濁(にご)った目をしたアイオライトがぽつりと独り言を零(こぼ)した。それを掬(すく)い取り、オリーヴはやれやれと肩を竦(すく)める。

			　そんな中、総(そう)司(じ)が一言。

			「僕は逆に追いかけてみたかったです」

			「やめとけ」

			　アイオライトがすぐさまツッコミを入れた。

			　この頃になると、広場にも多くの人々が集まるようになっていた。オリーヴは再び光を纏(まと)うと人間の少年に化けた。

			「さあ、お二人様。こちらへどうぞ」

			　オリーヴが二人を先導して歩き出す。向かった先は小さめのテントだったが、一歩足を踏み入れると、そこは広大な野原に繋がっていた。空は青と白で彩られ、暖かな風が吹くと草や木の葉がさらさらと音を立てて靡(なび)く。

			　目を丸くして、不思議な空間に見入っているのは総(そう)司(じ)とアイオライトだけではない。後から訪れた客も驚(きよう)愕(がく)の声を発し、出入口を行ったり来たりしていた。

			　彼らの様子を上機嫌で眺めていたオリーヴは、空間の秘密を語った。

			「ここは猫の舞踏会が魔法で造り出した空間さ。空の色、風の暖かさ、土の質感、植物の匂い……すべて忠実に再現している」

			「どうしてそんな大がかりなしかけを作ったんですか？」

			「自然が猫にとって一番快適に過ごせる場所だからだよ」

			　オリーヴが指差す先には、真っ白な仔猫二匹が追いかけっこをしていた。赤い花を咲かせた木の枝では耳が大きめの猫が欠伸(あくび)をしながら背伸びし、頭上を舞う蝶を捕らえようとジャンプをする猫もいた。

			　中には、白い翼が生えた猫や、尻尾(しつぽ)の先が二本に分かれている猫も。どこを見ても視界に入り込んで来る猫たちに、客たちから喜びの声が上がる。

			　アイオライトも見たことのない猫の多さに口を開けたまま固まっていた。

			「聖剣殿、気に入っていただけたかな」

			「うん、あいつがな」

			　アイオライトの視線の先には、猫へ向かって駆けていく総(そう)司(じ)がいた。彼のターゲットとなったのは蝶をハンティングしようとしていた猫だ。突然自分へと突進してきた人間に一瞬動きを止めるも、特に逃げる様子はない。

			　それどころか、総(そう)司(じ)へと少しずつ近付いて行く。ちりん、ちりんと首輪の鈴が歩くたびに涼やかな音を響かせる。

			　一匹だけではない。仔猫二匹も興味を持ったかのように少年へと視線を注ぎ込み、木の枝にいた猫も地上に着地して様子を窺(うかが)っている。

			　そう、周辺にいたすべての猫が総(そう)司(じ)に何らかの反応を見せていた。異様な状況にアイオライトは顔をしかめる。

			「……あいつ、猫にまでモテんの？」

			「アイオライトさん、助けてください。猫に近付いてこられるのは嬉しいんですけど、この数となると少し怖いです」

			　猫による包囲網の中心にいる総(そう)司(じ)が助けを求めた。オリーヴも顎(あご)に指を添えて、その原因を考えていたが、あることに気付くと総(そう)司(じ)の下へ向かった。

			　輪を作って総(そう)司(じ)を取り囲んでいた猫も、自分たちの世話係を邪険にするつもりはないようで、さっと道を開けた。

			「ソウジ君、何か持ってないかな？」

			「心当たりが多すぎてお答えすることができません」

			　鞄(かばん)をぱんぱんと叩きながら総(そう)司(じ)がきっぱりと言い放つ。今日もあの鞄(かばん)にはいろんな物が入っているんだろうなあ、とアイオライトは密かに思った。

			　だが、オリーヴの予想は当たっていたようで、茶斑の模様が入った白い猫が鞄(かばん)に鼻を近付けて匂いを嗅(か)いでいる。

			　その様子を見た総(そう)司(じ)が鞄(かばん)のチャックを開けるやいなや、茶斑の猫は鞄(かばん)へと顔を突っ込もうとして。

			「ニャッ」

			　そのまま鞄(かばん)の中へ滑り落ちてしまった。

			「あ、大変だ……」

			　緊迫感のない言葉を口にしながらすぐに総(そう)司(じ)も鞄(かばん)の中へ手を入れる。しかし、茶斑の猫が取り出される気配はまったくなく、オリーヴとアイオライトを不安へと陥(おとしい)れた。

			「ソウジ君、外に出るのを嫌がっているようなら、ボクが取り出してあげようか？」

			「嫌がるも何も、今あの猫さんがどこにいるかもちょっと分からなくて……あ、これは熊の毛皮だから違う……」

			「おい待てよ。そんな狭い空間の中で見付からないって何だ」

			「ええと、これは……」

			　手応えを感じたのか、総(そう)司(じ)が手の動きを止め、ゆっくりと引き抜く。

			　だが、総(そう)司(じ)の手に握られていたのは、『呪』という文字がびっしりと書かれた布に包まれた丸い球体だった。

			　ウトガルドの文字が読めないにしても、何らかの危険を臭わせるアイテムの出現に、アイオライトとオリーヴの時が止まる。

			　総(そう)司(じ)は果敢にも布の一部を捲(めく)り、中身を確認すると、無言で鞄(かばん)の中に戻した。

			「何で戻しちゃうんだよ!?」

			　叫ぶアイオライト。

			「まだ猫が中に入ってんのに、そんなヤバそうなブツ突っ込んだらヤバいだろ！」

			「おそらく動物や純粋な人には害を及ぼすことはないはずなので、大丈夫です」

			「待て待て！　せめて正体を教えてくれよ！」

			「まあまあ。……あ、見付かりました」

			　総(そう)司(じ)が再び手を引き抜くと、薄茶色の何かを咥(くわ)えた茶斑の猫が出て来た。

			「お、おお……生きてて良かった……」

			「でも、この猫さんが咥(くわ)えてるのって……」

			　薄茶色の何か。それは小さな仔猫だった。総(そう)司(じ)の掌(てのひら)に収まってしまうほどの小ささで、生まれてからさほど日数も経っていないようだった。

			　か細い声で鳴く姿は猫にそこまで強い思い入れのないアイオライトの胸もキュンとさせる破壊力があるが、どうもおかしい。

			　この薄茶色の仔猫がどうして鞄(かばん)の中に入っていたか。浮上した疑問に三人は言葉を失った。

			「ソウジ、お前って猫をこん中に入れて飼育してんの？」

			「猫は飼ってません」

			　何だか言い方がおかしかったが、あえてスルーする。すると、オリーヴが仔猫の目を見て怪(け)訝(げん)な顔つきになった。

			「この猫は『ラインの黄金猫』だ……」

			　オリーヴのその声はどこか陰を含んでいた。

		

	
		
			少年と黄金猫

			　

			　ラインの黄金猫。それはアスガルドに生息する猫の中でも、非常に稀少とされる種だ。薄茶の毛並みに金色の瞳(ひとみ)を持つが、同じような外見の猫は他にもいる。黄金猫がなぜ、貴重な存在になったかと言えば、それは彼らの体質が大きく由来していた。

			　黄金猫は死ぬと、その死体が変質して名前通り黄金と化す。

			　さらにその黄金は金鉱で発掘されるものよりもずっと質が高く、かつて市場では高額で黄金猫の亡(なき)骸(がら)が売買されていた。

			　そう、すべての原因は人間の行いによるものだった。もともと、黄金猫は妖精国フレイヤに多く生息していたが、次々と乱獲されていき、数が激減してしまったのである。

			　雄であれば捕(ほ)獲(かく)後に毒を飲ませ、雌であれば狭い檻(おり)の中で産めなくなるまで子を産ませ続ける。そして子猫たちは、雄は成体になるまで成長した後、毒殺され、雌は母親と同じ道を歩まされることとなる。

			　事態を重くみたフレイヤは乱獲者を捕らえた。中には国ぐるみで黄金猫の狩りを行っていたケースもあった。

			　その国はつい数年前までは貧困に陥(おちい)っていた傾国だったが、次々と質の良い黄金が採れる金脈を掘り当てて巨万の富を得ていた。

			　……調べてみればタネは簡単なものだった。黄金猫の死体を金鉱で採れた金だと偽っていたのだ。その情報がアスガルド中に流されれば、フレイヤを中心とした各国は件の国を徹底的に批(ひ)難(なん)した。

			　もっとも、フレイヤ以外の国は黄金猫の扱いに関してはさほど感心はなかった。件の国は黄金の産出によって国力を強めていき、周りの国に相手側が明らかに不利となる条約を無理矢理結びつけていたのだ。

			　それにより、前々から敵対心を抱いていた国々にとって、黄金猫の虐(ぎやく)殺(さつ)は窮(きゆう)地(ち)に追い込むための朗報にすぎなかった。

			　さらに国民からも怒りの声は上がった。豊かになったと言っても、それは城の人間や貴族ばかりで平民には、おこぼれすら行き届いていなかったのである。

			　上の人間ばかりが肥え太り、国民の間では餓(が)死(し)や疫(えき)病(びよう)が蔓(まん)延(えん)する現状に加え、黄金の正体も暴かれた国に希望はなかった。

			　結局、他国からの支援を受けた平民、兵士によるクーデターが発生し、当時の王族は滅ぼされた。空席となった王の座には、クーデターを指揮していた者が座ることとなった。

			　しかし、頭がすげ替わったとしても国政は良好にはならず、数十年後には国そのものが滅びた。一国の滅亡のきっかけとなった黄金猫は、滅びの猫と異称を付けられた。

			　猫はただ人間の欲望のために仲間を次々と喪(うしな)った被害者である。ゆえに、まるで故意に災いをもたらしたかのような呼び名を嫌悪する人々も多く、今となってはその二つ名を使う者はほとんどいないが。

			「……という歴史がある猫でね」

			　黄金猫の知識がまったくなかった総(そう)司(じ)に一通り説明したあと、オリーヴは黄金猫を両手で優しく抱え持った。他の猫たちも仔猫が気になるようで、視線をオリーヴの掌(てのひら)へと注ぐ。

			　口をへの字にして、みゃうみゃう鳴く仔猫を見ているのはアイオライトだ。その様子に総(そう)司(じ)が声をかける。

			「アイオライトさんも触ってみたいんですか？」

			「そうだけど、そうじゃなくて……何でこいつがここにいるんだろうなって……」

			「猫はどこにでもいるものですよ」

			「ソウジ君、このラインの黄金猫は乱獲によって個体数が激減したあとは、フレイヤとフレイヤの姉妹国であるフレイの保護対象下にある」

			　よって、アスガルドでは黄金猫を捕(ほ)獲(かく)、飼育することは禁じられている。つい最近まで鎖(さ)国(こく)状態にあったフレイヤも、この件に関しては各国に強く周知していた。黄金猫に手を出せば国が滅びる。

			　忌まわしき過去から生まれた迷信も現実になりかねないと各国も従った。魔法に長けたハイエルフばかりが集うフレイヤの怒りに触れれば、自然の守り手である精霊をすべて奪われ、国中が不毛の大地となる恐れがあったのだ。

			　妖精国に守られた黄金猫、それもこんな小さな仔猫がこんな場所にいるなんて考えにくい。疑惑の目が総(そう)司(じ)に注がれる。

			「ソウジ君、疑いたくはないんだがね。この黄金猫をいったいどこで……」

			「僕にも分かりません。いつから鞄(かばん)の中に潜り込んでいたんでしょうか」

			「お、おい、ソウジを疑ってんのかよ！　こいつは……」

			　ミイ、と可愛らしいながらも叫ぶように黄金猫がオリーヴに向かって何度も鳴く。それは総(そう)司(じ)を庇(かば)っているようにも聞こえる。

			　オリーヴは総(そう)司(じ)を一(いち)瞥(べつ)してから、猫の姿に戻った。ケット・シーは猫の妖精だ。元の姿に戻れば、猫の言語も理解できる。

			　仔猫はにゃあにゃあ鳴き続け、オリーヴは何度も頷いた。その顔はみるみるうちに険しくなっていく。

			「……ソウジ君、疑ってすまなかった。君は本当に関係ないようだ」

			「だから言っただろ！」

			「まあまあ、アイオライトさん。僕、何もされてませんから」

			　自分のことのように激(げつ)昂(こう)する少女を総(そう)司(じ)がやんわりとした口調で宥(なだ)める。そんな二人にオリーヴはもう一度謝った。表情を曇らせたまま。

			「オリーヴさん？」

			「……君の疑いは晴れた。だが、少し厄(やつ)介(かい)な出来事が起こっているようでね」

			　人間の姿になってから、オリーヴは仔猫の小さな頭を撫でた。

			「黄金猫の子はね、独り立ちするまでは母親と父親と行動をともにする。母親は子育てを、父親は外敵から家族を守る役割を持つ。……どうやら、この子の母親や兄弟は人間に捕まったらしい。父親が別の敵と戦っている最中にね」

			「捕まったって……どんな人かは分からないんですか？」

			「この子はまだ幼い。人間の顔もよく覚えていないし、捕まってからは何かに乗せられたことぐらいしか分からないそうだ。それで降ろされる時に母親が一匹だけでも……と逃がしてくれたらしい」

			　自分たちを捜しているであろう父親を見付け出そうと、姿を捜すも見慣れたフレイヤの森とは違う土地。周りにはエルフとは違う出で立ちの人間ばかり。

			　地面をよちよちと歩く猫に気付く者などおらず、何度も踏まれそうになった。そのうち、歩き疲れた猫が辿り着いたのは広場のベンチ。その下に隠れて体力を回復させることにした。

			　そこには黒髪の少年が座っていたが、静かな雰囲気を漂わせていて害を加える人間ではないと感じた。

			　しかし、一安心もしていられなかった。仔猫は自分たちを捕らえた人間の姿を覚えていない。だが、匂いは鮮明に記憶に残っていたのだ。

			　その匂いが突然現れたことに仔猫はひどく怯(おび)えた。今度捕まってしまえば、どうすることもできない。必死に仔猫を逃がしてくれた母親を見れば、とてもひどい目に遭うのだと分かった。

			　迫り来る恐怖に仔猫はただ震え、奴らに見付かるのを待つしかなかった――はずだった。

			「ソウジお兄ちゃーん！」

			　聞こえてきた子供の声。直後、ベンチに軽い衝撃が走り、人間が隣に置いていた袋のような物が地面に落ちた。その中からは本物そっくりのぬいぐるみや本が飛び出した。混乱する仔猫をよそに、次は子供を叱り付ける大人の声が。おそらく子供の親だろう。

			「こら！　駄目じゃないの！」

			「ご、ごめんなさい！」

			「いえ、気にしないでください。僕も鞄(かばん)を開けっ放しにしてたのが悪いんですから」

			「うちの子が本当にすみません……」

			「ごめんね、お兄ちゃん！　今拾うから」

			　そう言って子供は地面に散らばった物を慌てて鞄(かばん)に詰め込んでいった。その子供の手は仔猫にも及ぶ。

			「！」

			　ぬいぐるみと勘違いしたのか、子供は仔猫まで鞄(かばん)へと入れてしまった。猫も不安と驚きで硬直して、まったく抵抗できなかったのだ。

			　兎(と)にも角(かく)にも、黄金猫は最大の危機から逃れたものの、脱出困難な場所へ追いやられてしまった。

			　初めは恐怖で震えるばかりだったが、そのうち不思議と心地よさを感じて、いつの間にか寝に入ってしまったのだ。

			　そして、気が付けばまた外の世界に引っ張り出されていた。……という説明を仔猫からどうにか聞き出したオリーヴは心を痛めた。黄金猫狩りが今でも行われているということなのか。

			　この猫の母親と兄弟が今、生きているのかすらオリーヴには分からない。雌であれば、子を孕(はら)ませるために生かすが、足がつかないようにすぐに殺してしまう可能性もある。

			　昔とは違い、密猟が見付かれば厳罰を喰らう今の時代なら、そちらのほうが都合がよいだろう。

			「みゃう……」

			　オリーヴの手の中で仔猫が家族を思って小さく鳴く。アイオライトも何と言っていいか分からず、口を噤(つぐ)む。

			　そんな中、総(そう)司(じ)はもそもそと鞄(かばん)から小さな缶詰を取り出していた。息が詰まりそうな雰囲気など彼には関係ないのだ。

			「そういえば、昼間に日向ぼっこしてる時にそんなことがありました。もっと早く気付いてあげればよかったんですけど」

			「ソウジ、その缶詰なんだ？」

			「モンプチです。僕の友達の斎(さい)藤(とう)君から美(お)味(い)しいから食べてみろってもらったんです」

			「え……」

			　アイオライトは無表情になって缶詰を見た。ラベルにはずいぶん精巧に描かれた猫の絵がある。もしかしなくても、これは猫専用の餌なのでは――。

			　そんな予感に心が揺れる。

			「あのさ……そのサイトー君って、人間だよな？」

			「彼自身も美(お)味(い)しそうにモンプチを食べてましたけど、僕の記憶が正しいなら同じ人間のはずですよ」

			　アイオライトが総(そう)司(じ)の交友関係に大きな不安を抱いた瞬間だったし、オリーヴが総(そう)司(じ)のぶれない精神力に口をあんぐりと開けたまま動かずにいる。

			　缶詰を近くの飲食店から借りた小皿に移して食べやすくする。

			　その様子を見ていた仔猫は何度も総(そう)司(じ)を見上げる。食べていいのか確認するように。

			「どうぞ、食べてください」

			　そう言われて恐る恐る餌を口に入れてみる。そのあと、仔猫はがっつくように食べ始めた。

			　空腹のせいなのか、餌が美(お)味(い)しいからなのか、あるいはどちらも含んでいるのか。それは今の人間の姿のオリーヴには分からなかった。

			「すまんね、ソウジ君。こんなことに巻き込んでしまって」

			「いえ、猫は大好きですから」

			　猫の舞踏会のテントからやや離れた人気のない場所。そこのベンチに座って総(そう)司(じ)とオリーヴはいた。総(そう)司(じ)の足元ではラインの黄金猫の子供が一生懸命餌を食べ進めている。

			　仔猫は総(そう)司(じ)に小さな頭や背中を撫でられても怖がる気配がない。ずっと総(そう)司(じ)の鞄(かばん)の中にいて、彼の匂いに無意識のうちに慣れてしまったからなのかもしれない。

			「でも、いいんですか？　この子をうちの役所でお預かりすることになって……」

			「うん。さすがにラインの黄金猫となると僕たちが面倒を見るわけにはいかないのでね」

			　アイオライトは役所に一度戻って行った。魔物生態調査課にこの件を伝えに行くためだ。

			　魔物生態調査課は絶滅が危(き)惧(ぐ)されている動物の保護も行っている。まずはそこに黄金猫を預け、最終的にフレイヤに送り届けることになったのである。

			　猫の舞踏会は、どの国にも属していない自由な団体。だが、だからこそ飼育が禁じられている黄金猫を保護という名目でも預かることはできない。

			「本当は今すぐにでも役所に連れて行くべきだと思ったのだけれど……」

			　オリーヴは餌を食べ終えて毛づくろいを行う仔猫を、優しげな色をした瞳(ひとみ)で見詰めた。

			　報告だけしに行って欲しいとアイオライトに伝えたのにはわけがある。仔猫の父親のことだ。

			「もしかしたら、この猫の父親がウルドに辿り着いているかもしれない。他の家族と離ればなれになってしまったんだ。せめて父親には会わせてあげたいとボクは思っているんだ」

			「僕もそう思います。独りぼっちは寂しいですからね」

			　アイオライトが戻ってきたら仔猫を役所に引き渡さなければならない。あと一時間もないのは分かっているが、それまでに父親が仔猫を見付け出せないかと、密かに希望を抱いているのだ。

			　ひょっとしたら母猫たちを捕まえた密猟者がいるかもしれない。そう言って反対したアイオライトの言葉は正論だと分かっていた。それでもオリーヴは一(いち)縷(る)の望みを捨てられなかった。

			　そこで見張り役を申し出たのが総(そう)司(じ)だ。自分とオリーヴが黄金猫を連れ去られてしまわないよう監視する。

			　そんな名目で残ってくれた少年に、オリーヴは深い感謝を覚えた。アイオライトも総(そう)司(じ)の提案にしばし悩むも、「目を離したら駄目だからな！」と行って役所へ向かっていった。

			「ソウジ君は聖剣殿にとって特別な存在なのかな？」

			「そういうわけでもないと思いますけど」

			「ああ、君がそういうふうだからかな」

			「………………」

			「ソウジ君？」

			「やっぱり猫の餌は人間が食べてもあまり美(お)味(い)しくないと思います」

			　うーん、話がイマイチ噛みあわない。

			　足によじ登ろうとする仔猫を抱き上げる総(そう)司(じ)に、オリーヴは思わず苦笑した。

			「みゃー」

			　総(そう)司(じ)の膝に乗せられた黄金猫が甘えるように鳴く。まだ仔猫にとって、この世界はあまりにも広大で危険だ。仔猫を守るための母親は誰かに連れ去られ、父親も行方不明。

			　総(そう)司(じ)がたまたま側にいなかったら、仔猫も今頃は誰かに捕まっていただろう。空腹が満たされ、膝の上で腹を見せるように仰向けに寝転ぶ仔猫を見るオリーヴの瞳(ひとみ)に昏(くら)い光が宿る。

			　人間はいつでも自分勝手だ。人一人の命と猫一匹の命を天(てん)秤(びん)にかけたところで、どんな時であっても傾くのは前者。

			（ボクには理解できないな。この世の摂理なんて）

			　人間か猫か。命が命であるのに変わりはないのに、何に生まれたかによって重さが変わるのは間違っている。

			　いっそのこと、壊れてしまえばいい。不公平な天(てん)秤(びん)なんて。

			「オリーヴ君」

			「あ……ああ、すまないね。少し考え事をしていた」

			「なるほど」

			　総(そう)司(じ)は一つ頷いてオリーヴの眉(み)間(けん)に寄った皺(しわ)を人差し指で押し広げるように撫でた。

			「そういう顔してると子供らしく見えないから、しないほうがいいですよ。アイオライトさんも時々そうしてますけど」

			「彼女もボクも長生きなのでね。特にボクは君が想像できないくらい途方もないほどの時間の針を刻んでいる。ただの猫でいたのは三、四年ぐらいだったというのに」

			「？　もともとオリーヴ君は妖精だったんじゃないんですか？」

			「ケット・シーは死んだ猫がまれに妖精化して生まれるものなんだよ。ボクにもただの飼い猫だった時代があった」

			　病気で早く死んでしまったが、飼い主はオリーヴを愛してくれたし、亡(なき)骸(がら)を抱き締めて涙も流してくれた。

			　そうやって猫だけではなく、ペットを大切に見てくれる人間もいる。

			　だが、その反対もいるのは確かだ。そんな連中をオリーヴもたくさん見てきた。

			「……ソウジ君、もしもの話だ。もし、この仔猫から家族を奪った人間が見付かった時は、ボクから目を離さないでもらいたい」

			「それはどうしてですか？」

			「ボクがそいつらを残酷な方法で殺してしまうかもしれないからだ」

			　総(そう)司(じ)がきょとんとした顔でオリーヴを見る。人殺しをする、と言っている者に対して見せる表情ではない。

			　驚くか、嫌な顔を見せるかのどちらかと思っていた。眠ってしまった仔猫を撫でながら、不思議そうに視線を向けてくる少年にオリーヴの中で静かに燻(くすぶ)っていた炎が消えていく。毒気を抜かれた、と言っていいかもしれない。

			「……何でもない。冗談さ。忘れてくれ」

			「はあ」

			「さて、そろそろ聖剣殿がこちらに来る頃かな……」

			　オリーヴが苦笑気味に呟(つぶや)いた時だった。二人の頭上から黒い布が降ってきた。

			　避ける暇もない。オリーヴはそれに包まれた瞬間、強烈な睡魔に襲われ瞼(まぶた)を閉じてしまった。

			　少なくとも三人分。意識を失う瞬間、こちらにやって来る足音を聞いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　遡(さかのぼ)ること、数十分ほど前。アイオライトは愛らしい見た目からは想像のつかないようなしかめっ面で役所から出てきた。

			（あんのサキュバス！　こんな時に何してんだよ……！）

			　魔物生態調査課の課長はリリスである。彼女がいれば話もすんなり進んだろうに、よりにもよって課に残っていたのは、まだ働き始めてから二週間ほどの新人。

			　確かリリスも今日はいたはずなのに、と首を傾げたアイオライトに、新人からの「リリス課長は所長とデートっす」と非情な言葉。しかも、新人も「黄金猫ってなんすか？」と話にならないので、撤退を余儀なくされた。

			　とりあえず黄金猫だけでも回収しに行こう。そう決めたアイオライトだったが、こちらに向かって一人の人物が現れた。

			「……？」

			　それは浅(あさ)葱(ぎ)色の羽織を身に着けた男だった。下は黒い袴(はかま)を、羽織の中には袢(はん)纏(てん)を着込んでいるようだった。その腕には藤色の巾着袋が大事そうに抱えられている。

			　オボロが生まれ育った地域でよく着られている衣服と似てはいるが、どこか違う。

			　さらに顔面は白い包帯が巻き付けられていてよく分からない。男だと判断したのも、肩幅が男性らしかったからだ。

			　この夜、一番関わりたくない変質者の出現にアイオライトは顔をしかめた。

			　そんな彼女の思いとは裏腹に、男はアイオライトに近付いてきた。

			「ふむ、こんな時間に幼女が外出してはいけないではないか。怪しい人物に声をかけられたらどうするのだ」

			　彼が懸念していることがたった今起きている。声がまだ若いところを考えると少年か。

			「アタシは役所の……」

			「いや、しかし、貴様を保護する前に一つ聞かなければならないことがある」

			「話聞けよ！」

			「今夜はこのウルドで蛸(たこ)の舞踏会という団体による猫の展覧が行われると聞いていたが」

			「蛸(たこ)って何だ!?　どうしてそこ間違えた!?」

			「この猫を保護して欲しいと思ってな」

			　人の話を一ミリも聞く気がない少年は巾着を広げた。そこにあった、いや、いたものにアイオライトは驚(きよう)愕(がく)した。

			「にゃー……」

			　そこにいたのは、右脚を血で滲ませた黄金猫だった。

			「そ、そいつどこで見付けた!?」

			　よく見れば雄である。まさか、とアイオライトが少年に詰め寄る。

			　あまりの勢いに先ほどまで自由人だった少年も、これにはさすがに怯(ひる)んでみせた。やや小さくなった声で答える。

			「俺がこの町に来た時に血の匂いがしたのでな。争い事かと思い、匂いの元を捜索していたら路地裏で蹲(うずくま)っていたところを見付けただけだ。動物虐(ぎやく)待(たい)など断じてしておらん」

			　あらぬ疑いもかけられていると思ったのか、身の潔(けつ)白(ぱく)も訴える。包帯の下には困り顔が隠れていることだろう。

			　しかし、アイオライトにとってはどうでもいいことだ。問題はこの黄金猫が、あの小さな仔猫の父親であるかである。

			「お前、もしかして子供を探しにここまで来たのか？」

			「にゃ……」

			「どうやら、そのようだ」

			　頷いた少年にアイオライトは目を見開く。

			「お、お前言葉が分かんのか!?」

			「勘だ。この猫は何かを求めるような顔をしていた」

			　期待に目を輝かせるアイオライトを絶望の淵に叩き落とす発言。この適当ぶりは、総(そう)司(じ)が時折見せるそれである。

			　アイオライトはため息をついて少年へ両手を差し出した。

			「まあ、いいや。とりあえず猫よこしてくれ。アタシが仔猫に会わせてくるからさ」

			「いいや、俺も行こう」

			「[image: p078_a.png]っ!?」

			　妙なことを言い出した少年に、アイオライトも奇声を上げた。猫も引き渡そうとしてくれない。

			「幼女が夜に一人でほっつき歩くなどあってはならん。こちらの世界には見回りのパトカーもない。大変危険だ」

			「幼女じゃねえよ！　つか、その包帯何!?　大怪(け)我(が)しといて外出歩くお前が一番危険だろ!!」

			「これは変装だ。怪(け)我(が)などしておらん」

			　変装ではなく、仮装というべきではないだろうか。こんな奇抜な格好した輩(やから)もそうそういるまい。

			　どうあっても同行する気満々の様子に、アイオライトは遠い目をした。

			「安心しろ。俺も剣の腕には自信がある。幼女の一人や三人守ることなど容易い」

			　なぜ、二人を飛ばした。

			　何かしらツッコミ要素を練り込んで来る少年に、アイオライトは指摘するのも面倒臭くなって無言になる。

			　と、ここで彼の言葉の中で一つだけ引っかかりを感じた。

			「お前……さっき、こっちの世界って言わなかったか？」

			「言ったな。俺は普段はウトガルドと呼ばれる異世界で暮らしている。こちらに戻ってくるのは夏休みや冬休みぐらいなのだが……今回は急用でな。こうしてここにいるわけだ」

			「急用ならそっち優先しろよ……」

			「急くな。急用と言っても俺にはどうすることもできん内容だ。話を聞きに来ただけに等しい。そんなものより、幼女の護衛だ」

			　このままでは少年の中での自分への呼び名が「幼女」に定着しそうな恐れがあった。

			　もう同行を拒否するのを諦(あきら)めて、アイオライトは憮(ぶ)然(ぜん)とした表情で名乗った。

			「だったらせめて、幼女呼ばわりはやめろよ。アタシにはアイオライトっていうれっきとした名前があんだからな」

			「アイオライト……？　ん？　貴様、まさか聖剣の劔(つるぎ)族(ぞく)か？」

			「何でアタシのことを知って……まさかアイカを知ってるのか!?」

			　ウトガルドで暮らしていて、アイオライトのことを知っている。あの少女との繋がりがあるのでは、とアイオライトは尋ねる。少年は首を横に振った。

			「その名前を知ってはいるが、おそらく同名の他人だ。俺が貴様を知っているのは、親から聞いたからだ」

			「そ、そっか……」

			「貴様が劔(つるぎ)族(ぞく)であるなら、俺も一つ聞きたいことがある。……この刀を知っているか？」

			　少年が腰に差していた一本の刀の柄をこつん、と叩きながら質問を投げかけた。

			　傷や汚れのついていない、しっかりと手入れが行き渡っているのが分かる。刃も刃こぼれ一つない美しさを保ったままであると想像がつく。

			　だが、アイオライトがその刀に対して思ったことはそこまでだ。見たこともなければ、特に魔力も感じない。

			　不思議そうな眼差しを向けるアイオライトに、少年も察したのか「すまん」と謝罪の言葉を零(こぼ)す。

			「これは劔(つるぎ)族(ぞく)の刀のようなのだが……そうか、貴様も知らぬか」

			「劔(つるぎ)族(ぞく)って……でも、魔力も感じないし、普通の刀にしか見えないぞ？」

			「大昔の頃には肉体や自我が存在していたようだが、いつの間にか劔(つるぎ)族(ぞく)の魂と本体が分離してしまって、ここにあるのは本体だけになってしまったらしい。そのせいか、備わっていた能力も失われてしまった。詳細は分からんが、人を殺す道具としては考えられないような力があったとされるが……名は存在している。『菊一文字』と言う」

			「悪い……アタシもすべての劔(つるぎ)族(ぞく)を知っているわけじゃないんだ。けど、あれならミーミル村で預かるぜ？」

			　魂の存在しない劔(つるぎ)族(ぞく)の剣を大事に扱っているということで、アイオライトの少年に対する態度が軟化する。

			　少年は柄を労(いたわ)るように撫でながら言った。

			「それには及ばん。そもそもこれは元はウトガルドに住む友人への贈り物だったのだ」

			「劔(つるぎ)族(ぞく)の刀を……ウトガルドの人間に!?」

			「しかし、当時はまだ二人とも六歳という若さだったためか、向こうの父親に全力で止められてしまった。なので、奴が二十歳(はたち)になったら渡すつもりだ」

			　ウトガルドには銃刀法というものがあるので、サラッとそんなものをプレゼントしてはいけない。

			「よし、話はここまでだ。早くハジメの子供に会いに行くぞ」

			「ハジメってその猫のことか!?　勝手に名付け親になってどういうつもりだ!?」

			「気にするな、気にするな。さて、道中で薬屋に寄って傷薬でも買ってやるか」

			「はあ……」

			　せっかく総(そう)司(じ)とデートを楽しめるはずの夜だったというのに、どうしてこうなった。アイオライトは項(うな)垂(だ)れながらも、先を歩く包帯ぐるぐる巻きの少年の後を付いていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　寒い。冷たい。どこまでも闇が続いている。

			　歩いても歩いても光が見えない。

			　自分は死んでしまったのだろうか。自分を愛してくれた飼い主に会いたいのに、その声さえも聞こえない。

			「オリーヴ……」

			　その時、自分を呼ぶ声が聞こえた。

			（ここだよ、ボクはここにいる）

			　喉が張り裂けそうになるくらい叫んで声が聞こえた方向に向かって走り出す。

			「オリーヴ君」

			　視界が急に明るくなる。と言っても、薄暗い空間だった。そこで、黒髪に黒い瞳(ひとみ)を持った少年がこちらを見下ろしている。彼の頭の上には黄金猫の子供が乗っており、不安そうにオリーヴを見下ろしていた。

			「大丈夫ですか？　うなされているみたいでしたけど」

			　総(そう)司(じ)がオリーヴの頭を撫でる。言われてから、背中が汗で濡れていることに気付いた。いつの間にか猫の姿に戻ってもいた。

			「すまないね。大したことはないんだ。気にしないでおくれ」

			「そうですか……」

			「それよりも……」

			　オリーヴは周囲を見回した。

			　蝋(ろう)燭(そく)の小さくて頼りない灯火だけが頼りの空間。地下室特有の冷気と埃(ほこり)臭さが混じり合った空気。極めつけは自分たちを閉じ込めている黒い鉄格子だ。

			「すごいですね。僕、誘(ゆう)拐(かい)されるの初めてですよ」

			　わずかに興奮気味な口調で話しかけてくる少年の言葉を聞いて、オリーヴは確信する。自分と総(そう)司(じ)、それと仔猫は何者かに捕まってしまったのだと。

		

	
		
			[image: p084.jpg]
		

	
		
			　仔猫の母親と兄弟をさらった連中と同一者か。分からないのは、どうしてオリーヴと総(そう)司(じ)まで連れてきたかだ。

			　考えていると、遠くから足音が聞こえてきた。オリーヴの心情とは裏腹に、弾むような音を立てて牢の前に現れたのは、金髪をツインテールにした十歳ほどの少女だった。

			　つぶらな青色の瞳(ひとみ)が二人と一匹を見詰め、ふっくらとした唇が弧を描く。

			「すごいすごい……！　ケット・シーとウトガルド人までいる……！」

			「ウトガルド人っていうのは僕のことでしょうか」

			「心配しないでね、ちゃんと私が大事に飼ってあげるから！」

			「飼っ……ちょっと待ってくれ」

			　聞き捨てならない言葉が飛び出した。オリーヴはやや剣(けん)呑(のん)な声で少女に問いかけた。

			　非常に嫌な予感がする、と思いつつ。

			「ボクたちを捕まえたのは君かな？」

			「ううん。屋敷の人たちだよ。あのね、私がケット・シーとウトガルド人と仔猫ちゃんが欲しいって言ったら捕まえてくれたの。今日から皆、私の家族だよ！」

			「オリーヴ君はともかく僕は人間なんですけど、思いきりペット扱いされてませんか？」

			「ペットよ。私の可愛い娘……グレイシアがペットにしたいって言ったものは、たとえ人間だろうと飼われないといけないの。そうじゃなきゃ、グレイシアが可哀想(かわいそう)でしょう？」

			　もう一つの足音。その持ち主はグレイシアと呼ばれた少女とどことなく似ている女性だった。こちらは長い金髪を巻き髪にしているが。

			　グレイシアの母親は口紅で真っ赤に染まった唇を愉しそうに歪(ゆが)ませ、牢の中にいる総(そう)司(じ)たちを見た。

			　その眼差しにオリーヴはひどく不快な気分になった。長く生きている中で何度も見てきたから分かる。これは自分たちに害を及ぼそうとする者の目だ。

			　オリーヴが睨み返すと、母親の顔が嫌悪で歪(ゆが)む。が、すぐに笑みを貼り付けて取り繕(つくろ)う。

			「自己紹介が遅れてしまったわね。私はシャルロッテ・ハーチェス。この屋敷の主で、あなたたちの主よ」

			「お母さん！　この子たちのご主人様は私なの！」

			「あらあら、そうだったわね。ごめんなさい」

			　頬を膨らませて抗議するグレイシアに、苦笑して謝るシャルロッテ。端から見れば微笑ましい光景だが、内容は狂っている。

			　オリーヴは息を深く吐いてから、親子の会話を黙って見ている総(そう)司(じ)へ視線を向ける。ケット・シーであるオリーヴを捕まえようとした者はいくらでもいた。

			　だが、ウトガルドからやって来た、それだけの人間を捕まえて『飼おう』とする話なんて聞いたことがない。

			「どうしてボクだけじゃなくてソウジ君まで？」

			「実はウルドの役所で働いてるって話をグレイシアが聞いて、欲しい欲しいってずっと前から言ってたの」

			「うん！　だって、ウトガルド人なんてあんまりいないもん。飼って皆に自慢するの。私のお家はウトガルド人も飼えるくらいすごいお家だって」

			「ふざけないでもらいたい。そんなくだらない理由でソウジ君を捕まえたのなら、今すぐ解放するんだ」

			　幼稚にもほどがある理由だ。オリーヴがわざと殺意を込めて言えば、グレイシアは息を飲んで母親の後ろに隠れた。

			　怯(おび)えた表情を見せる娘の頭を優しく撫でたあと、シャルロッテは左手に持っていた鞭(むち)で床を強く叩いた。

			「そんな声をしてもだぁめ。グレイシアは将来このハーチェス家を継ぐことになる尊い存在よ」

			　聞いたことがある、とオリーヴは思った。ハーチェス家はウルドでは知らぬ者はいないとされる家系だ。古くからユグドラシル城と結び付いており、多くの者が政治に携わる役職についてきた。

			　欲に惑わされず、己の信念を貫(つらぬ)く強堅な精神を持った一族。そう呼ばれていた。

			　しかし、今オリーヴの目の前にいる者たちからは、その気高さは微(み)塵(じん)も感じられない。目先の欲しか見えていない、獣(けもの)同然の存在だ。

			「あなたたちは、これから娘が飽きるまでずっとハーチェス家に飼われることになるの。だからよーく覚えておきなさい。ハーチェス家の者が白と言えば、どんなに穢(けが)らわしい黒でも雪のように美しい白になる。それがこのノルンの国を支えてきた一族に与えられた特権よ。それはどんな者にも覆(くつがえ)すことはできない。……グレイシアにはね、まだ子供のうちにその構造を教えておく必要があるの。将来、偉大なるハーチェス家の主として平民を導き隷(れい)属(ぞく)させるために」

			「……いつから偉大なるハーチェス家は愚(おろ)かなるハーチェス家になったのだろう。嘆かわしいな」

			　オリーヴの言葉は煽(あお)るためではなく、本心から出たものだった。富と権力を持つだけで人はここまで変わってしまう生き物なのかと。

			　しかし、シャルロッテにとっては、その諦(てい)観(かん)じみた呟(つぶや)きは侮(ぶ)蔑(べつ)以外の何物でもなかった。グレイシアも母親が悪く言われているのは分かったようで、目を吊り上げる。

			「お母さんを虐(いじ)めないで！」

			「私は平気よ、グレイシア。あなたは優しい子ね……この猫は少し生意気なようだから、あなたに預ける前に少し躾(しつけ)をしておこうかしら」

			　そう言って、シャルロッテは鞭(むち)を構え、オリーヴに向かって何の躊(ちゆう)躇(ちよ)もなく振るった。

			　それは鉄格子の隙間に入り込み、オリーヴへとまっすぐ襲いかかる。直後の痛みと衝撃を予想して、オリーヴは無意識に目を強く瞑(つぶ)った。

			　バシン、と叩かれる音。しかし、痛みも衝撃もやって来なかった。不思議に思い、ゆっくりと瞼(まぶた)を開いてオリーヴは驚いた。

			　総(そう)司(じ)がオリーヴの前に躍り出て、鞭(むち)の打撃を受けていた。庇(かば)うように顔面を覆(おお)っていた右手に当たったらしい。仔猫も鞭(むち)を受けないようにするためか、床に降ろされていた。

			「ソウジ君！　どうしてボクを庇(かば)ったんだ!?」

			「動物虐(ぎやく)待(たい)ですから……」

			　右手は赤くなっていた。かなり痛いはずなのに、総(そう)司(じ)は表情一つ変えない。

			　それがシャルロッテの癪(しやく)に触った。もう一度、鞭(むち)を振るおうとしたところで、屋敷の使用人が小走りでやって来た。

			「シャルロッテ様、そろそろお食事の時間です。上に戻りましょう」

			「あら、もうそんな時間だったのね。……あなたたち、今回はこのくらいにしておいてあげるわ」

			「待て！　せめてソウジ君だけでも……」

			「バイバーイ！　あとで誰かがご飯持ってくると思うから待っててね」

			　シャルロッテたちが牢から離れていく。オリーヴの話を聞こうとする者はいなかった。

			　唯一、使用人だけが哀れむような視線を向けたが、それだけだ。主に囚(とら)われの者たちを解放するようにと進言することはなかった。

			　言葉を失うケット・シーに、シャルロッテが振り返り、愉悦に満ちた笑みを浮かべる。

			「あなた……鞭(むち)に叩かれそうになった時、とてもいい顔をしていたわよ」

			「…………！」

			　あまりの屈(くつ)辱(じよく)にオリーヴの頭に血が昇る。すると、グレイシアがなぜか引き返してきた。

			「仔猫ちゃんは持って行かないと小さいから牢から逃げ出しちゃうかな？　ほらー、おいで。美(お)味(い)しい餌あげるよ」

			　そう言って、グレイシアが牢の隙間に手を入れて、仔猫にこっちに来るように声をかける。だが、仔猫は総(そう)司(じ)の後ろに隠れて出てこようともしない。

			　自分にまったく懐く様子がない仔猫を冷えた眼差しで見下ろし、グレイシアは愛らしい顔を苛(いら)立(だ)ちで歪(ゆが)ませ、舌打ちした。

			「何なの？　黄金猫って皆人間が好きじゃないの？　猫のくせに……」

			　ふん、と鼻を鳴らして立ち去っていく。三人分の足音が消えて、地下牢に静(せい)寂(じやく)が戻る。

			　オリーヴはハッとして総(そう)司(じ)の右手を見た。

			「ソウジ君、手が……」

			「すごいですね。ああいう人に鞭(むち)で叩かれるなんて、そういう店に行かないとできない体験だと思ってたのに。今夜はいろいろなことを一度に体験できる日みたいです」

			「…………………」

			　とことんマイペースである。もしかしたら、オリーヴを気遣っているだけかもしれないが。

			　総(そう)司(じ)の足元で震えていた仔猫は、総(そう)司(じ)がしゃがみ込んで抱き上げようとすると、赤くなったままの右手をぺろぺろと舐め始めた。

			「すまない、ソウジ君。本当は今すぐにでも君の傷を癒(いや)してあげたいんだが……」

			　オリーヴは申し訳なさそうな表情で鉄格子を見た。

			　どういうわけか、魔法を使おうとすると魔力があの黒い柱の群れに吸い取られてしまうのだ。

			　魔力を吸収する道具を製造するには、コストと時間がかかる。ゆえに高値で売買されている。この魔力封じの牢を作るためにも相当な金が使われているはずだ。

			「こんなものを拵(こしら)えられるほどには資産があるということか……」

			「オリーヴ君が気にすることはありませんよ。誰か助けが来るまで、もう少しだけ待ってみましょうか」

			「まあ……それしかないか。聖剣殿も今頃はボクたちを捜してくれているかもしれない」

			「それにしても……僕の鞄(かばん)はいったいどこに……」

			　拉(ら)致(ち)される時にどこかに捨てられたのか。総(そう)司(じ)がいつも持っている鞄(かばん)はどこにもなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　待ち合わせ場所にいるはずの総(そう)司(じ)とオリーヴの姿が見当たらない。アイオライトは周囲を見回しながら叫んだ。

			「ソウジー！　どこ行ったんだ、ソウジー！」

			「ソウジ……？　連れの名前か？」

			　いまだ包帯で顔を隠したままの少年が首を傾げた。

			「そうだぜ。あと、もう一人ケット・シーもいたんだけど……どこ行っちまったかなあ……ん？」

			　ベンチの下に何かが落ちている。

			　それは総(そう)司(じ)の鞄(かばん)だった。

			「ソウジ……？」

			　いつも肌身から離さず持ち続けているこれがここにあって、持ち主がいない。

			　胸騒ぎがする。アイオライトが鞄(かばん)を抱き締めながら、もう一度周囲を見回した時だった。少年が叫び声を上げた。

			「アー！　こら待て！」

			　少年の腕の中にいた黄金猫が突然少年から離れ、走り出したのだ。せっかく脚に巻いたばかりの包帯も、じわ……と赤く染まっていく。

			　しかし、痛みもあるはずの黄金猫は走るのを止めず、アイオライトと包帯少年は全力疾(しつ)走(そう)を余儀なくされるのだった。

			「う……にゃ！」

			「ハ……ハジメ!!」

			　走り続けていたハジメこと雄の黄金猫がついに力尽きた。立ち上がる気力も残っていないのか、その場に倒れた黄金猫に少年が駆け寄る。脚に巻かれた包帯を血まみれにしてまで駆けていた猫をそっと抱き上げ、よく頑張ったなと褒(ほ)め称える。

			　少年は猫以上に息を切らしていた。顔を隠す包帯が少し解けかかっている。

			　遅れてアイオライトもふらついた足取りでやって来る。かつては勇者とともに数多の激戦を潜り抜けて来た聖剣だが、それは二十年前の話だ。猫の全速力に何とかついていき、見失わなかっただけでも大したものである。

			「わ、脇腹いてぇ……！」

			「ふん……情けないぞ、聖剣アイオライトよ……俺はまだまだよゆ……がはっ、ごほっ」

			「思い切り呼吸乱れまくってんじゃねーか!!」

			「ひ、ひぃぃぃ……こんなに疲れたのは町内マラソン以来だ……コホー……コホー……」

			　尊大な態度を保ち続けているのも限界がきたようだ。その場に蹲(うずくま)りつつも、猫をしっかりと離さないところは褒(ほ)めるべきだろう。

			　互いに罵(ののし)ったあと、アイオライトと少年はしばらく動けずにずっと息切れ状態が続いた。二人とも瀕(ひん)死(し)だった。

			「しかし、ハジメはどうしてここまで走ったのだ？　貴様も辛(つら)いだろうに……」

			「あっ！」

			　少年の腕から逃げ出し、なおも黄金猫が動こうとする。だが、もう走れはしないようで、よろよろと歩くだけだ。

			　アイオライトが慌てて抱きかかえようとすると、黄金猫は牙(きば)を剥き出しにして威(い)嚇(かく)の動作を取った。だが、それは彼女に敵意を向けているのではなく、「いいから黙って見ていろ」と伝えようとしているようだった。

			　黄金猫は目的地へと一歩一歩踏み出していき、やがて今度こそ完全に動けなくなって倒れてしまった。

			「どうしてこんな無茶したんだよ、お前！　ア、アタシたちも死にそうだってのに……」

			「ふむ、この屋敷は……」

			　アイオライトが黄金猫を抱きかかえる横で、少年は眼前に聳(そび)え立つ建築物を仰ぎ見た。

			　他の家とは明らかに一線を画した豪華な造りの屋敷だ。黄金猫はこの屋敷を目指していたようだった。いや、ここに自分たちを導いていた。

			　アイオライトもここがユグドラシル城で大臣を務めるフラット・ハーチェスの自宅だと知っていた。

			「ふーっ……」

			　黄金猫が屋敷に向かって低く唸る。怪(け)我(が)に構わずここまで走り、殺気だった視線を向ける理由は限られている。

			（まさか……でもハーチェス家の人間がそんなことするのか？）

			　古(いにしえ)の時代からノルンを支えてきた誇り高き名家だ。そんな名家が黄金猫を捕まえようとするだろうか。

			　訝(いぶか)しむアイオライトだったが、そんな彼女を屋敷の正門に横に立っていた見張りの兵二人が驚いた表情で見ていた。

			　正確にはアイオライトではなく、少女に抱かれた黄金猫をだったが。

			「お、おい。あれ黄金猫じゃないのか？」

			「そうだな……体もずいぶん大きいし、あいつらの親か？」

			「嘘だろ。フレイヤの森からわざわざ追いかけてきたっていうのか……よ……」

			　小声で会話をしていた兵士二人は突然、顔を強(こわ)張(ば)らせた。蒼い髪の幼女が憤(ふん)慨(がい)した様子でこちらに向かってきたからだ。今さら口を塞(ふさ)いだところでもう遅い。

			「聞いたぜ……今、あいつらの親って言っていなかったかあ？」

			「……知らないな、聞き間違いじゃないのか？」

			「しらばっくれんな！　お前ら絶対にフレイヤで捕まった黄金猫について何か知ってるだろ!?」

			　アイオライトが藤色の瞳(ひとみ)で兵士たちをきつく睨み付けながら叫ぶ。

			　だが、初めのうちは狼(ろう)狽(ばい)していた兵士たちも、落ち着きと冷静さを取り戻し、小さな少女へ呆れを込めて鼻を鳴らした。

			「今日は猫の舞踏会の催し物があるだろ。黄金猫が見たいならそっちに行けばいいじゃないか。会えるかもしれないぞ」

			「そうだな。俺たちはその話をしていただけだ。ハーチェス家とは何の関係もないよ。親のところにおかえり、お嬢ちゃん」

			　アイオライトが劔(つるぎ)族(ぞく)で、自分たちよりも何倍も長く生きていることを知らないとしても、失礼な物言いだった。

			　いっそ、菫青剣(きんせいのつるぎ)を出現させてしまおうか。そんなことを目論(もくろ)むアイオライトの後ろで、少年は彼女が拾った鞄(かばん)を勝手に開けて物色していた。

			　法(ほ)螺(ら)貝(がい)に、木(もく)魚(ぎよ)、使いかけのスクリーントーン。はては食パンの袋を纏(まと)めるための白いプラスチックの留め具まで。協調性がまるでない中身ばかりだ。

			　だが、一冊の薄い本を取り出したところで、少年の手の動きが止まった。

			　それはウトガルドで人気沸(ふつ)騰(とう)中のアニメ、魔法熟女ジョセフィーヌの同人誌だった。ちなみに全年齢指定の健全オールギャグ本だ。

			「これは俺の好きな作家のスマート本ではないか。コミケでしか販売されず、コミケに行けなかった俺に表紙とサンプル画像のみを無(む)慈(じ)悲(ひ)に見せ付け涙を流させた幻の熟ジョ本……」

			　オタク丸出しの発言をしつつ、血走った目で本を見詰める少年。そこの横を二人組の女性が通りかかり、「あいつ超ヤバい」と聞こえるように言って去っていく。

			　兵士と口論をしているアイオライトも、ちらちらと少年の様子を見ながら同じことを思った。

			　総(そう)司(じ)もアニメや漫画という娯楽をこよなく愛しているが、あそこまで湿ってはいなかった。

			　とどのつまり、気持ち悪い。

			「ほら、とっとと立ち去れ。いい加減にしないと城に連れていくぞ」

			　兵士の一人がアイオライトの脇を掴んで持ち上げた。

			「離せ！　どいつもこいつも幼女扱いしやがって！」

			「だって見た目がそうだろ。背伸びしたがる気持ちは分かるが、ハーチェス家に喧(けん)嘩(か)を売るのは得策じゃないぞ」

			「喧(けん)嘩(か)など売っておらん。俺たちはどこかで囚(とら)われの身になっている黄金猫を捜しに来ただけだ」

			　今まで見ず知らずの人間の鞄(かばん)を漁(あさ)っていた少年が三人の下にやって来た。その手にはやや厚みはあるものの、それでも薄い分類に入る本がある。

			　合同同人誌でも再録本（今まで出してきた同人誌を一冊に纏(まと)めた本）でもない。それはウトガルドに住む十代の若者なら誰もが知っている本……教科書というものだった。

			　妙な服装に顔を包帯で隠した不審人物が話に加わってきた。兵士二人は露骨に嫌そうな顔をする。

			「黄金猫という貴重な猫の親子がフレイヤで生け捕りにされた。そこの幼女の腕の中にいるのは、家族を取り戻そうと奔(ほん)走(そう)する父親だ」

			「知るか、そんなこと！」

			「そうか……ならば、もう一つ聞きたいことがある。人捜しだ。俺の友がこの屋敷にいないかを確認したいのだが、いいだろうか」

			「ハーチェス家にお前のような怪しい奴の友人が？　そんなわけあるか」

			　兵士は鼻で笑った。

			「すまん。ただ友が普段纏(まと)っている香(こう)の香りが貴様に移っているからな。もしや……と思っただけだ」

			　少年の言葉に兵士の一人が自分の臭いを嗅(か)ぎ始めた。

			　それをもう一人が止める。

			「何してるんだよ、馬鹿。俺たちが捕まえたのはケット・シーのほう……」

			「言い忘れていたが、友はケット・シーとともにいたようでな。何者かに拉(ら)致(ち)された可能性が高い。ああ、ちなみに香の話は嘘だ。……貴様ら、やはり何か知っているな？」

			「くそっ、カマをかけやがったな!?」

			「口が羽毛布団のように軽い貴様らが悪い。ハーチェス家にはろくでもない噂がまことしやかに流れていたが、どうだろう。俺とそこの幼女を屋敷に入れてはくれんか？」

			「はっ……国の大臣様の家にお前らみたいなみすぼらしい平民を？　これ以上、やかましくするようならハーチェス家に危険を及ぼす者として斬り捨てるぞ」

			　兵士が腰に差した鞘(さや)から剣を引き抜くべく、柄に触れようとする。

			　しかし、少年が抜(ばつ)刀(とう)するのが先だった。その白銀の切っ先が向かう先は剣を抜こうとした兵士の喉元だ。

			「な、何をっ」

			　兵士には少年が刀を抜いた瞬間が、いつなのかすら分からなかった。声を震わせる同僚にもう一人が剣を抜いて、少年を斬ろうとする。

			　少年はそれに構わず、顔の包帯を片手で器用にほどいていった。

			「みすぼらしい平民では駄目か。ならば、これならどうだ？」

			　白い包帯の隙間から見える瞳(ひとみ)と髪の色は漆(しつ)黒(こく)。

			　次第に明らかになっていく顔に、兵士たちの表情が引き攣(つ)っていく。格下への余裕は消え失せ、みるみるうちに蒼(そう)白(はく)になっていった。

			　アイオライトも驚(きよう)愕(がく)でただただ双(そう)眸(ぼう)を見開くことしかできない。

			「だから言っただろう、幼女よ。俺は変装のために包帯をしていたと」

			　包帯がすべて解けて現れたのは端整な顔立ちだった。

			　一方、兵士たちと言えば足を大きく震わせている。

			「な、ど、どうして」

			「言っておくが本物だ。疑うならば、今すぐにでも変化の術を解くための魔術師を引っ張ってこい。疑うことは悪ではない」

			「う、疑うなんて、そんな」

			「では、通してくれるな？」

			「はっ、はいっ」

			　可哀想(かわいそう)なくらいに狼(ろう)狽(ばい)する兵士たちに、少年は浅(あさ)葱(ぎ)の羽織をはためかせながら、「お勤めご苦労」とわざとらしく労(いたわ)りの言葉をかけて門を通っていった。アイオライトも混乱を隠し切れない様子で、彼のあとを追った。

		

	
		
			少年と友人

			　

			「うーん、こっちにも何もないみたいですね」

			　結局、しれっと牢を破壊し脱獄をはたした総(そう)司(じ)とオリーヴ。地下にはいくつかの部屋があったが、どれも使われていない空き部屋だった。埃(ほこり)臭さで総(そう)司(じ)が軽く咳き込む。

			「大丈夫かい、ソウジ君？」

			「この体育館の倉庫的な雰囲気……昔、斎(さい)藤(とう)君が女の子に振られたショックで倉庫に立てこもったことを思い出します。あの時、彼は切腹すると言って新聞紙で作った刀を持って担任の先生を困らせて……」

			「誰だ、サイトウ君」

			　残る部屋はあと二つ。獣(けもの)の匂いの正体はいまだに掴めていない。

			「何だ、この部屋は……」

			「お金持ちの部屋みたいです」

			　次に入った部屋でオリーヴは眉をひそめ、総(そう)司(じ)は小さく拍手した。

			　匂いはその部屋からはしなかったものの、代わりに別の物が置かれていた。

			　壁には絵画が飾られ、棚には壺や小さな像がしまわれている。オリーヴには芸術品を見る目はないものの、それらがすべて高額の品であると感じられた。定期的に手入れがされているようで、汚れや埃(ほこり)は付いていない。

			　だが、どうしてこんな場所にあるのだろう。どれもこんな地下室に閉じ込めておくにはもったいない品々だ。シャルロッテのあの性格なら、己の権力を誇(こ)示(じ)するかのように人目につく場所に飾るものではないのか。

			「この絵、綺麗ですね」

			　悩むオリーヴをよそに総(そう)司(じ)は美術品鑑賞を満(まん)喫(きつ)しているようだった。特に一番奥に飾られてある絵画が気に入ったのか、それをじっと眺めている。

			　二人の男女と一匹の兎が描かれたシンプルな作品だった。銀髪に白装束、瑠(る)璃(り)色の瞳(ひとみ)を持った青年と、常盤(ときわ)色の髪に淡い桃色の瞳(ひとみ)の少女はどちらも美しく、少女のほうは栗色の兎を抱いていた。

			　オリーヴもその絵を見ると感嘆するように息をつき、絵の隅に書かれた作者のサインを確認した。

			「この絵を書いたのは高名な魔術師でありながら、素晴らしい作品ばかりを生み出してきた画家だ。千年前の絵をこんなところで見られるなんて……」

			「えっ、これそんなに昔の絵なんですか？」

			　総(そう)司(じ)の反応にオリーヴは苦笑した。

			「彼は紙や塗料に防腐の魔法を練り込んで描いていたんだ。あの兎は僕たち、妖精霊の故郷パラケルススの番人エリクシア様だよ」

			「エリクシア様……そういえば兎でしたね、あの人」

			「君はエリクシア様を知っているのかい？」

			「僕の友達を助けてくれました」

			「……じゃあ、あの青年も知っているのかな？」

			　オリーヴが銀髪の青年を指差す。

			「彼はウトガルドを守護するマフユという神でね。ボクも一度しか会ったことがないが、とても気さくな……」

			「オリーヴ君？」

			「……そうだ。マフユ様だ……」

			　思い出した。オリーヴが瞳(ひとみ)を大きく見開き、総(そう)司(じ)の姿を捉(とら)える。

			　異世界の神であるマフユと対面したのは長く生きてきた中でも、たった一度きり。二十年前のことで、その頃から猫の舞踏会に入団していたオリーヴが、とある街を訪れた時だった。そこで偶然マフユと出会った。

			　どうして魔王率いる魔族による戦争が起きている今、アスガルドにいるのか彼は教えてくれなかった。穏やかに、儚(はかな)げに笑うだけだった。

			　マフユの隣には黒髪の少年が立っていた。まだ五、六歳ほどの幼い少年。オリーヴが少年は誰なのかと聞くと、マフユはこう答えた。

			　友達です、と。

			「君はあの頃に比べたら成長してずいぶんと大きくなった……だが、匂いまでは変わっていない」

			「オリーヴ君？　何を言ってるんですか？」

			「ソウジ君、覚えていないのかい？　君は二十年前にこの世界に来ていたんだ」

			「ええとですね、二十年前はまだ生まれてませんよ。それにウトガルドに来るようになったのは、アルバイトをするためであって……」

			　その時、閉めていたはずの扉が静かに開いた。

			「あなたたち……どうしてこんなところに……！」

			　オリーヴと総(そう)司(じ)が部屋の入口へと視線を向ける。驚いた様子で中へ入って来たのは、食事だと呼びに来ていた使用人の男だった。

			　だが、オリーヴに焦りの色はなかった。もう魔力封じの牢の中ではない。

			「ソウジ君、ボクの後ろに隠れてて」

			「わあ、かっこいいですね、オリーヴ君」

			　今度は自分が総(そう)司(じ)を助ける番だ。オリーヴは仔猫を総(そう)司(じ)に託し、彼を守るように前に立った。

			「ボクも妖精なもので、魔法には自信がある。君以外には誰もいなさそうだ。もう一度ボクたちを捕まえる気ならやめたほうがいい」

			「……そのつもりはありませんよ」

			　殺気立ったケット・シーの姿に、使用人は一瞬怯(ひる)んだ様子を見せるも、ひどく落ち着いた態度だった。どこか諦(てい)観(かん)しきっているようにも思える。

			　油断させるための演技か。オリーヴはどうするべきか迷った。

			　すると、背後から総(そう)司(じ)に肩を叩かれた。

			「この人の話を聞いてみませんか？」

			「ソウジ君……」

			「何か悪い人には見えませんし」

			　特に理由もなく、そう言われても。オリーヴは困り顔になったが、結局は肩を竦(すく)めたあとに使用人に向き直った。

			「分かった。君はボクの恩人だ。ボクは総(そう)司(じ)君の言うことを聞く義務がある」

			「義務ってそんな大げさな」

			「いいのさ。それで君は何しにここに来たのだろう？」

			「あなた方にこの部屋について説明しに参りました」

			　そこで使用人は一度言葉を止め、小さくため息をついて俯(うつむ)いた。次に顔を上げた時、彼の顔付きは変わっていた。

			　覚悟を決めたような、凛(りん)とした強い眼差しで総(そう)司(じ)とオリーヴを見る。

			「説明って……ただのハーチェスさん一家のコレクションじゃないんですか？」

			「いいえ。ただのコレクションであれば、上に飾ります。シャルロッテ様はそうやって他人に見せびらかしますから」

			「違うなら、何だ？　まさかとは思うが……ここにある物すべて盗品と言うつもりかい？」

			　オリーヴの言葉に使用人が首を振る。……縦に。

			　それが示す答えに総(そう)司(じ)が室内の品物を何度も見渡し、オリーヴは愕(がく)然(ぜん)としながら声を漏らした。

			「信じられない……」

			「残念ながら真実です。これらはすべてシャルロッテ様が良からぬ連中を雇い、他の貴族の家から奪い取った美術品です。あの方は自らが欲した物は何が何でも手に入れようとする人間ですので」

			「フラットは、フラット・ハーチェスはこのことを知っているのか？」

			「ええ」

			　シャルロッテの暴走に気付いたフラットだったが、止めるまでには至らなかった。このことが世間に露見されればハーチェス家は破滅する。

			　フラットが優先したのは正義や誇りではなく、自らの保身だった。結果的にそれがシャルロッテをさらなる物欲に走らせ、グレイシアに「欲しいと思った物はどんな手を使ってでも手に入れる」という歪(ゆが)んだ思想を植え付けた。

			　さすがに盗品を堂々と飾る度胸はなかったようだ。それも気付かれたら、と考えたフラットが地下に隠すように仕向けたのかもしれないが。

			「でも、どうして僕たちにそのお話を教えてくれたんですか？　シャルロッテさんって人にものすごく怒られますよ」

			「……何度も誰かに打ち明けようとは思っていました。わずかばかりに勇気が足りず口を開くことができなかったのです」

			　使用人はどこかすっきりしたように笑ってみせた。今まで主たちのおぞましい行為を黙認してきたのだ。自分にも罰が与えられるとは分かっている。

			　しかし、きらびやかな名家が裏では犯罪に手を染めていた。そんな事実を周囲から隠すという重圧に心は疲れてしまった。

			　どす黒い闇に光を照らす時がやって来た。それだけの話だ。

			「あなた方はもしや、その黄金猫の仲間を探しているのでは？」

			「ああ、この屋敷のどこかにこの仔猫の家族がいるかもしれない。それに……」

			「……あなたの言いたいことは分かっています。案内しましょう。猫の家族に会わせてあげます」

			　使用人に案内されたのは、まだ調べていない最後の部屋だった。使用人は鍵(かぎ)を使って扉を開いた。他の部屋と違って、なぜかこの部屋だけは施(せ)錠(じよう)がされていた。

			　中はただの空き部屋だったが、獣(けもの)の匂いが濃くなっていた。

			　……ここだ。

			　オリーヴはそう直感した。

			　使用人が何もしまわれていない本棚を横にずらすと、隠し扉が現れた。そこにも鍵(かぎ)を差し込む。

			「……？　厳重ですね」

			「この先はグレイシア様の飼われている『生物』たちがいますので」

			「何？　グレイシア嬢が飼っているというのは、まさか……」

			　扉が使用人によって開けられる。防音のためか、やけに分厚い扉だ。

			　直後、冷たい空気とともに薄闇の向こうから訪れたのは、身がすくむような獣(けもの)の咆(ほう)哮(こう)だった。

			　使用人に続くように隠し部屋に入っていく総(そう)司(じ)とオリーヴ。

			「……こういうことか」

			　オリーヴは呻(うめ)くように呟(つぶや)いた。

			　部屋には大小問わず、大量の檻(おり)が置かれていた。

			　そして、その中には魔物や妖精が閉じ込められ、どれも外に出ようと暴れ回っていた。

			　グレイシアのペットは餌も与えられていなかったのか、痩せ細っていた。

			　獰(どう)猛(もう)な魔物であり、魔族の大陸ラグナロクにしか生息していない三つ首の犬ケルベロス。

			　額にガーネットでできた紅い角を生やした鼠(ねずみ)のような妖精のカーバンクル。

			　珍しい生物ばかりが檻(おり)に押し込められ、悲鳴を上げていた。檻(おり)は総(そう)司(じ)たちが入れられていた牢と同じ魔力封じの作用があるようで、格子に体当たりしたり噛み付いて壊そうとしていた。

			　さらに悲惨なのは魔法がなくても檻(おり)を破壊できそうな力の強い生物だ。彼らは檻(おり)の底に設置された枷(かせ)に手足を拘(こう)束(そく)された上に甲の部分に杭を打たれ、身動き一つできない状態にされていた。

			　皆薄汚れており、衰弱しきって鳴き声すら上げられないものもいた。

			「う……っ！」

			　かつては人間に飼われていたオリーヴにとって、吐き気を催すほどの恐ろしい光景だった。足が震え、目眩(めまい)を起こして倒れそうになる体を総(そう)司(じ)が後ろから支える。

			「オリーヴ君、辛(つら)かったら外に出てていいんですよ？」

			「いや、平気だ。ありがとう……」

			　だが、声は恐怖と動揺で震えている。もしかしたら、自分もこんなふうにされていたのかもしれない。そう考えると、胸の奥がどんどん冷えていった。

			　使用人がその姿を見て、掠(かす)れた声で語り出す。

			「グレイシア様は気に入った生物をある程度愛(め)でたあとは、こうしてこの部屋に閉じ込めるようになりました。死んでしまったものもいます。哀れんで逃がしてやろうとすればなぜ逃がしたのかと激(げつ)昂(こう)されました」

			　次第にその血色の悪い唇は吊り上がっていき、自(じ)嘲(ちよう)気味な笑みを形成していった。

			「ははは……所(しよ)詮(せん)、グレイシア様にとっては単なるコレクションにすぎなかったのですよ。家族の一員だと言っておきながら、彼らの心を理解しようともしなかった……」

			　止むことのない咆(ほう)哮(こう)を受けながら、使用人は固く目を瞑(つぶ)った。それは共犯者の身でありながら、一方的に主を糾(きゆう)弾(だん)することへの罪の意識の重さに耐えるためだった。

			　オリーヴが彼に言うべき言葉を探していると、総(そう)司(じ)が小さめの檻(おり)を持ってきた。

			　その中には薄茶の毛並みの黄金猫が三匹詰め込まれていた。そのうち、二匹はまだ生まれてからさほど経っていないであろう小さな猫だった。

			　仔猫が檻(おり)の上に乗って何度も鳴いている。どうやら、彼らがさらわれた母親と兄弟のようだ。オリーヴの表情も明るさを取り戻す。

			　幸いなことに、三匹とも怪(け)我(が)はないようで元気な様子だった。

			「良かった……本当に良かった……！」

			「お二方、早くここから去りましょう。ソウジさんは役所の人間だと聞きます。でしたら、お早く魔物生態調査課にこのことを……」

			「これはどういうことなの!?」

			　使用人の言葉を遮(さえぎ)ったヒステリックな声。隠し部屋の入口にはシャルロッテが立っていた。怒りからか、顔は薄闇でも分かるほどに真っ赤に染まり、鞭(むち)を持つ手は小刻みに震えている。

			　臆(おく)せずに主を見詰める使用人にシャルロッテは睨み、憤(ふん)怒(ぬ)を纏(まと)った低い声で問いかけた。

			「お前には、そこにいるケット・シーとウトガルド人の餌やりだけを頼んだはずよ。そいつらを出して、この部屋に連れて来いだなんて一言も言っていないわ……」

			　いや、脱獄したのは総(そう)司(じ)が牢を壊したからだ。さすがに空気的に言えないなとオリーヴは沈黙した。

			　シャルロッテとしては牢を出たことよりも、この部屋の存在を知られたことのほうが痛手だと思えた。ここで使用人を庇(かば)っても大して意味はないような気がした。

			　もう彼は完全にハーチェス家に反(はん)旗(き)を翻(ひるがえ)した。未練などないはずだ。

			　その証拠に、使用人は一切の動揺も見せなかった。

			「シャルロッテ様、もうあなた方の馬鹿げた行為も、ここまでにするべきです。これ以上、一族の名に泥を塗るのは……」

			「黙りなさい！　お前こそ何のつもり!?　親が病気で金が必要だったお前を雇ったのは、この私よ!?」

			「あなたへの感謝は忘れていません。ですから、私はあなた方の生み出した闇を彼らに暴いてもらおうとここに連れてきました！」

			　狂ったように捲(まく)し立てるシャルロッテだが、使用人も負けじと叫ぶ。

			　相対する二人の叫びに一匹の魔物が鳴くのを止めて、急に静かになる。怒りや悔しみ、憎悪に染まった眼球がぎょろり、とシャルロッテのほうを向いた。

			　だが、それにシャルロッテが気付くことはなかった。オリーヴですら感知できなかった。他の生物から放たれる殺気や怒気に紛れてしまったからだ。

			　その静かすぎる殺気は隣の檻(おり)にいた透明な羽根を持つ鳥を怯(おび)えさせていた。

			「……もういいわ。お前のような恩知らずには何を言っても無駄のようね。来なさい」

			　シャルロッテが鞭(むち)で床を叩くと、彼女の後ろから数人の兵士が現れた。全員、剣を抜いていた。

			　何を彼らに命じようとしているか。それを察したオリーヴが忌(いま)々(いま)しげに舌を打つ。

			「不正を暴こうとする人間は誰であろうと殺す気か……」

			「殺すのは、そこの恩知らずだけよ。あなたたちは二度と逃げられないように手足を片方ずつ斬り落とすだけにしてあげる。私もフラットみたいな金だけの男には飽きたの。ケット・シーも人間の時の姿は可愛いみたいだし、グレイシアが見捨てても私が面倒を見るわ」

			「そうみたいだが、ソウジ君。君はどう思う？」

			「どう思うと言われましても、僕にはそういう趣味は……あっ」

			　総(そう)司(じ)のズボンのポケットから急に音が鳴り出す。それはいわゆる着メロであり、しかもコテコテの萌(も)え系アニソンだった。

			　しかし、そんな知識などウトガルド以外の世界に住む者にはない。オリーヴも、シャルロッテも聞いたことのない謎の音楽に身を強(こわ)張(ば)らせる。

			「お取り込み中すみません。友達からの電話ですので」

			　そう言って、総(そう)司(じ)はポケットから携帯を取り出して通話ボタンを押した。

			「もしもし……あ、斎(さい)藤(とう)君？　どうしたんですか、こんな夜に？」

			　あの黒くて小さな板は通信具の一種なのだろうか。オリーヴはそう思いながら、この緊急事態にもかかわらず、呑(のん)気(き)に会話を始めた総(そう)司(じ)に脱力していた。

			「えっとですね、今は悪い人の屋敷の地下にいます。牢を脱獄したり鞭(むち)で叩かれたり面白い体験をしてました」

			「わ……!?」

			　シャルロッテの顔が大きく歪(ゆが)む。その顔にオリーヴは吹き出しそうになったが、すぐに顔を引き締める。

			「ちょっと今、修(しゆ)羅(ら)場(ば)中なので帰るには時間がかかりそうです。いえ、ちゃんと帰れるようにしたいのは山々ですけど」

			「――貴様には緊張感というのがないのか、馬鹿者め」

			　その声は部屋の入口から聞こえてきた。総(そう)司(じ)が真っ先にそちらを見る。

			　新たに部屋に入ってきた人物によって、シャルロッテと兵士が呼吸を忘れるほどの驚(きよう)愕(がく)に陥(おちい)った。

			　浅(あさ)葱(ぎ)色の羽(は)織(おり)袴(ばかま)の少年の登場に驚いたのは、オリーヴも同じことだった。使用人は腰を抜かしてしまっていた。

			　そして、総(そう)司(じ)も彼と同じ黒色の瞳(ひとみ)を大きく見開いている。

			「あら、斎(さい)藤(とう)君。どうして君がこんなところに」

			「貴様を迎えに来た、藤(ふじ)原(わら)。貴様がいなければ、明日の英語の授業で先生に指名された時、誰が俺を救うというのだ」

			　総(そう)司(じ)と同じく携帯を耳に当てながら、尊大な態度で言い放つ少年。そんな彼も総(そう)司(じ)を困(こん)惑(わく)げに見詰めていた。
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			　だが、それ以上に周囲の混乱のほうが勝った。突如現れた少年と気軽に会話をしている総(そう)司(じ)に、視線が集中する。

			　シャルロッテの顔からは怒りが剥ぎ取られ、代わりに恐怖が貼り付けられていた。

			「ど、どういうことよ……何で、あの方がここに……」

			「シャルロッテ様！」

			　力なく、その場に座り込むシャルロッテに、彼女お抱えの兵士が呼びかける。

			　彼らの横を小さい影が通りすぎて総(そう)司(じ)たちへと向かっていく。

			「ソウジ！」

			「あ、アイオライトさん」

			「良かった……無事だったんだな……」

			　アイオライトのつぶらな瞳(ひとみ)に涙が浮かぶ。そして、少女の腕の中にいた黄金猫が、総(そう)司(じ)の持つ檻(おり)の中に家族がいると気付き、駆け出していく。

			　涙ぐむ少女の姿に、少年が総(そう)司(じ)に諌(いさ)めるように言う。

			「藤(ふじ)原(わら)、この幼女は貴様や俺の何倍も生きているが、見た目は幼女だ。手を出すと犯罪者になる。悪いことは言わんから手を引け」

			「誤解です」

			「しかし、この鞄(かばん)を漁(あさ)っていたら貴様の名が記された教科書が見付かったので、まさかとは思ったが……なぜ、貴様はこの世界にいるのだ」

			「それは僕も聞きたいです。もしかして、こっちの世界ではすごくＶＩＰなんですか？　皆、斎(さい)藤(とう)君を見てびっくりしてますよ」

			　少年から鞄(かばん)を受け取りながら総(そう)司(じ)が首を傾げて尋ねる。

			　気心を許した者同士のやり取りだ。そんな二人の会話に、アイオライトとオリーヴが顔を見合わせる。

			「な、なあ、ソウジ……お前、その男のこと知ってるんだよな？」

			「僕の友達の斎(さい)藤(とう)君です」

			「ふむ、俺が小さな頃、口裂け女に拐われそうになったところを助けてくれたのがきっかけだったか」

			「違います。君が空飛ぶ円盤に吸い込まれそうになった時ですよ。多分、もしかしたら」

			「そうだったか」

			「うーん」

			「まあ、いい。とりあえずこいつとは古くからの友達だ」

			　このグダグダなやり取り。確かに友達のようだ。

			「ソウジ……いいか、よく聞けよ」

			「はい？」

			「その男のアスガルドでの名前はクォーツ・トリディレイン。……ノルン国の王子だ」

			　アイオライトの言葉に、総(そう)司(じ)が友人へと視線を向ける。斎(さい)藤(とう)……いや、クォーツはほんの少しだけバツの悪そうな顔をした。

			　そんな彼に総(そう)司(じ)が口を開きかけた時だった。

			「うわああああああ!!」

			　金属が砕けるような音と、直後に響き渡る兵士の悲鳴。

			　その音は一際大きな檻(おり)が内側から破壊されたことによるものだった。

			　その場にいた誰もが、破壊された檻(おり)へと意識を集中させる。

			　魔力封じの鉄格子は無惨にもへし折られ、手足を拘(こう)束(そく)していた枷(かせ)も砕かれてしまっている。人間の悪意という名の檻(おり)の残(ざん)骸(がい)を踏みつけた生物、それは巨大な三つ首の犬だった。

			　食事を与えられず、幾分痩せてしまっているが、あらゆる負の感情が溶け込んだ瞳(ひとみ)は赤く鋭い眼光を放っている。枷(かせ)を填(は)められた上に杭まで打たれていた手足には大穴が開いたままで、夥(おびただ)しい量の血が流れていた。

			　その杭はと言えば、檻(おり)の底に血で染まった状態で刺さったままだ。どうやら、強引に杭から手足を引き抜いたようだった。

			「あ、あ……」

			　むせ返りそうになるほどの血の匂い。シャルロッテは全身を震わせながら、三つ首の犬――ケルベロスを見ていた。

			　この部屋に押し込めたのはずいぶん前のことだ。すでに衰弱死したものだと思っていたのに、まだ生きていた。

			　なぜ。そう考えるシャルロッテにケルベロスが六つの瞳(ひとみ)を向ける。瞬間、シャルロッテは息を詰まらせた。

			　どうして、この過酷な環境で今日まで三つ首の犬が生きていたのか、分かった。分かってしまった。

			　極度の飢(き)餓(が)に、杭による激痛に耐え抜くほどの生への執(しゆう)着(ちやく)をもたらしたもの。

			　それは復(ふく)讐(しゆう)。自由に生きていたはずの自分を捕らえ、用済みになった途端、暗い地下に閉じ込めた人間を喰い殺すための。

			「い……いやああああああ!!」

			　何とか立ち上がったシャルロッテが、側にいた兵士を突き飛ばして部屋から逃げ出す。それをケルベロスが黙って見逃すはずもなかった。

			　三つの首がそれぞれ雄(お)叫(たけ)びを上げる。巨体から発せられるそれは、空気を震わせ他の生物をも黙らせるほどのものだった。

			　全員が耳を塞(ふさ)ぐものの、苦(く)悶(もん)の表情を浮かべる。耳がどうにかなってしまいそうだ。

			「斎(さい)藤(とう)君、斎(さい)藤(とう)君」

			　ケルベロスの動向を窺(うかが)っていたらしい総(そう)司(じ)が片手を耳から離して、クォーツの肩を指でつつき、次にケルベロスを指差した。

			　どうして平気そうな顔をしている。友人への罵(ば)倒(とう)の言葉を口の中に溜め込みつつ、クォーツは指の先を追った。

			　三つある頭部のうち、一つが口に青い光を溜め込んでいた。その先にあるのは部屋の入口で、兵士たちが耳を塞(ふさ)いで蹲(うずくま)っている。

			　クォーツは目一杯叫んだ。

			「貴様ら扉から離れろ!!　これは命令だ!!」

			　だが、ケルベロスの咆(ほう)哮(こう)がクォーツの声を掻き消して彼らに届くことはない。それどころか、全員俯(うつむ)くか目を瞑(つぶ)っているせいで迫る危機にすら気付いていない。

			　どうする。と思考を巡らせていると、急にクォーツを浮遊感が襲った。

			　どうしてか、体を総(そう)司(じ)に持ち上げられていた。

			「気付かせればいいわけですよね」

			「やめろ藤(ふじ)原(わら)。貴様、正気か！　超怖いぞ!!」

			「行ってらっしゃい、斎(さい)藤(とう)君！」

			　総(そう)司(じ)は兵士たち目掛けてクォーツをぶん投げた。

			「藤(ふじ)原(わら)ァ――――――!!」

			　豪速球を思わせる速度でクォーツは兵士の群れへと突っ込んでいった。アイオライトとオリーヴが愕(がく)然(ぜん)としている。総(そう)司(じ)は先ほど、自らの友人が一国の王子だと聞いたはずだ。なのに、この仕打ち。

			「ク、クォーツ王子!?」

			　突然吹っ飛んできたクォーツに激突された兵士が俯(うつむ)けていた顔を上げる。そんな彼らにクォーツは強打した腰を擦りながら命じた。

			「いいからここから離れろ！　早くしろ、あの犬に殺されるぞ!!」

			「え、あ、は、はいっ!!」

			　ケルベロスの口から目映(まばゆ)い光弾が放たれたのは、クォーツたちが退避した直後だった。それはシャルロッテが去っていった入口を貫(つらぬ)いた。

			　轟(ごう)音(おん)とともに壁に大穴が開く。ケルベロスは唸り声を発したあと、部屋から飛び出していった。シャルロッテを追いかけるつもりなのだろう。

			　兵士も後を追うが、すでに足が震えて動けない者もいた。

			「藤(ふじ)原(わら)ァ!!　なんで俺を投げた!?」

			　クォーツは元気だった。

			「消去法ですよ。アイオライトさんやオリーヴ君を投げるわけにいかないじゃないですか。君だって同じ作戦を思い付いたら、僕を投げるしかないでしょ」

			「くそお、反論できん！　あ、いや、反論できるか！　友人を投げるような真似を普通するか!?　俺と貴様の友情は広告のチラシのように薄っぺらいものだったのか!?」

			「うっ、あの犬の鳴き声のせいで耳がよく……」

			「オレ、キサマノトモダチ!!」

			　アイオライトは戦(せん)慄(りつ)していた。ここまで他人を雑に扱う総(そう)司(じ)も初めて見るが、クォーツ・トリディレインが、こんなにも良く言えば人間味の溢れた、悪く言えば残念な男だとは思わなかった。

			　クォーツは国民からは『静(せい)寂(じやく)の貴公子』と呼ばれている。国民には建国記念日の時にしか姿を見せず、黒の軍服に身を包んだ彼が公に対して何かを発言したことは一度たりともない。その容姿から女性の人気が非常に高く、彼の肖像画も多く出回るほどだ。

			（無口な性格とかでも、世を憂(うれ)いているわけでもなかった……こいつ、きっと皆に「お前は人前では何も喋(しやべ)るな」って言われてたんだ……!!）

			　大正解。総(そう)司(じ)に躾(しつけ)のできない犬の如く喚くクォーツを彼のファンが見たらどんな印象を植え付けられるのか。それは火を見るより明らかだった。

			「何だ、怒っているのか!?　俺が王族であることを隠していたことを怒っているのか!?」

			「いえ、それについては怒る理由もないので。ただ、高校生にもなって都道府県の穴埋め問題もできないような人が王子だなんて、この国の行く末が少し心配になりました」

			「あれは滅茶苦茶難しいではないか!!　穴埋め問題というより、ほぼ白紙の日本地図に県名を地道に埋め込んでいく開拓式だろうが!!」

			「君、ゲームでの敵のＨＰは一桁代まで把(は)握(あく)してるじゃないですか。その抜群の記憶力を勉強に使わないでいつ使うんです？」

			「ギエエエエエエエエ!!　涼しい顔して全問正解する貴様に俺の絶望が理解できるか！　可哀想(かわいそう)だから一つだけ解いてあげますよと言っておきながら、真っ先に北海道を書き込むとは邪悪な男め!!」

			　歯(は)軋(ぎし)りしたくなるようなしょうもない男である。とても、王子の言葉とは思えないし、思いたくもない。

			　ドン引きしつつも、アイオライトは大きく穴の開いた入口を見た。

			「あのケルベロス、シャルロッテだけじゃなくてハーチェス家を皆殺しにするかもしれないぜ。止めにいかないとヤバい……！」

			「……止めるのですか？」

			　部屋から出ていこうとするアイオライトを止めたのは、使用人だった。ちらり、とクォーツを見てから苦々しい表情で口を開く。

			「この部屋を見れば、あの魔物がどんな目に遭っていたか分かるでしょう。あの魔物には、ハーチェス家の人間を殺す権利がある」

			「……アタシが行くのは馬鹿一家を助けるためじゃない。あの犬のためだ！」

			「俺も行くぞ、幼女」

			　クォーツが柄に手を当てながら言った。

			　アイオライトが顔を引き攣(つ)らせる。

			「いや、アンタは来んなよ！　何で戦う気満々なの!?」

			「そうですぞ、クォーツ王子。あなたにもしものことがあれば……」

			「俺はそう簡単には死なん。それに人間の罪を罰するのは人間の役目だ。犬ころにその重荷を着せてやるつもりはない！」

			　クォーツが駆け出した。アイオライトはため息をつくと、表情を引き締めて同じように部屋から出ていった。

			　総(そう)司(じ)は彼らを追わずに、黄金猫を捕らえている檻(おり)を壊し始めた。こんな細い体でどうやって、というほどの馬鹿力に使用人が戦(せん)慄(りつ)する。

			「あとで他の皆も出してあげないといけませんね。……オリーヴ君？」

			　オリーヴはケルベロスの檻(おり)の残(ざん)骸(がい)を何も言わずに見下ろしていた。

			　糞(ふん)尿(によう)、体毛と血液が混ざり合ったものが渇き、こびりついて、ひどい悪臭を放っている。杭には肉塊と鮮血がべっとりと付着し、ケルベロスがどれほど苦痛を味わわされていたのかを物語っていた。

			　他の生物は静まり返り、じっとオリーヴたちを見ている。縋(すが)るような瞳(ひとみ)だった。

			「……遅くなってごめんよ」

			　もっと早く見付けてあげられたら。

			　オリーヴは項(うな)垂(だ)れたあと、瞳(ひとみ)に昏(くら)い炎を宿して顔を上げた。

			「ソウジ君、そこの男とここにいる皆を助けてやってはくれないか？」

			「オリーヴ君はどうするんですか？」

			「ボクは……聖剣と王子とともにケルベロスを止めてくる」

			　総(そう)司(じ)のほうを見ないままオリーヴは答え、それから付け足すように言った。

			「皆、君のような人間だったら良かったのに……」

			　今(こ)宵(よい)のウルド中心部は猫の舞踏会による展覧会が行われ、皆笑顔で過ごす至福の時が流れていたはずだった。

			　なのに、これはどういうことなのか。孫とともに展覧会に行った帰りだった老人は、目の前の光景を信じられずにいた。

			　この街に住む者なら知らぬ者はいないとされる名家、ハーチェス家。突然、大きな衝撃音が聞こえたかと思えば、何とその家の壁に巨大な穴が開いていたのだ。

			　わけも分からずにざわつく通行人。近隣の住民も音に驚き、様子を窺(うかが)うために家から出てきた。

			　だが、本当の恐怖はここからだった。穴の中から黒い何かがゆっくりと出てくる。

			「あれは……」

			　老人は戦慄(おのの)きながらも、しっかりとその姿を捉(とら)えていた。

			　半壊した豪邸の中から現れたモノ。それは三つ首の犬の魔物だった。六つの血色の眼球は前方を鋭く見詰め、涎(よだれ)を垂れ流す口からは黒い毛並みとは正反対の純白の歯を覗かせている。

			　魔物の足元は鮮血に染まっていた。まさか、と最悪の光景が脳裏に浮かぶも、人間の血でないことはすぐに分かった。

			　魔物は手足の甲が何かで貫(つらぬ)かれたように風穴が開き、そこから出血が止まらない様子だった。歩くどころか、その巨体を支えるだけでも精一杯だろうに、歩むことを止めようとしない。

			　苦しそうに息を吐きながらも傷付いた足で進む姿に、怨(おん)念(ねん)めいた執念を感じさせた。

			「きゃあああああっ!!」

			　しばらく誰一人として、その場から動けずに三つ首の魔物に見入られていたが、ついに一人の女性が悲鳴を上げた。

			　恐怖と混乱は瞬時に周囲にいた人々に伝染した。

			「うわあああああっ！　逃げろっ!!」

			「何であんな魔物が家から出てくんだよぉっ!?」

			「ママ！　怖いよ、ママ!!」

			「いい？　絶対にお母さんから離れるんじゃないわよ!!」

			　恐怖に顔を引き攣(つ)らせ、叫びながら逃げ惑う人々のけたたましい悲鳴は魔物を刺激したようだ。夜の涼しげな空気を震わせる咆(ほう)哮(こう)が三つの口から発せられる。

			　殺される。老人にこれほどまでに死を予感させたのは、これが初めてのことだ。急いで孫と逃げようとする。

			「お、おじいちゃん……！」

			　なんということか。魔物は老人と孫を追いかけるようにして、同じ方向へと駆けてきた。

			　迫り来る牙(きば)と爪。自分は老い先短いが、ともに手を繋ぎ逃げる孫にはまだ多くの未来が待っている。こんなところで死なせるわけには。

			　そう思った時だ。二人を守るかのように後方に青みを帯びた半透明な壁が現れた。

			「！」

			　それは魔物の進行を食い止め、老人たちが逃げる時間を与える。壁は亀(き)裂(れつ)が入ってすぐに砕け散り、消滅していった。

			　いったい誰が？　考える間もなく、魔物の背後に何者かが迫った。

			　美しい浅(あさ)葱(ぎ)色の羽織。その少年は素早く魔物の正面に回り込み、刀を引き抜いて魔物へと振るった。

			「静まれ！　怒りを抑えろ!!」

			　刀は魔物を斬り付けることはなく、後退させるためのものだった。だが、それも反射的に一、二歩下がっただけで、血色の目は「邪魔をするな」というように少年を睨み付ける。

			　自分たちを救った少年は何者なのか。こちらへ振り向き、怪(け)我(が)はないかと尋ねる彼の顔を見て、老人はぎょっとする。

			「あ、あなたはクォーツ様……!?」

			　どうして、王子がここに。恐怖も忘れて立ち尽くす老人にクォーツが苛(いら)立(だ)ちを込めて叫ぶ。

			「貴様はその子供を連れて離れろ！　この犬は俺たちが止める！」

			「で、ですが……」

			「行け!!」

			　凄まじい剣幕で怒鳴られ、老人が孫の手を引いて走り出す。二人の姿が見えなくなるより先に、ケルベロスが再び彼らの去っていくほうへ走り出そうとする。

			　パァン、とまた青い結界が行く手を阻んだ。

			「行かせないぜ、アタシがいる限りはな」

			　ケルベロスの前に立ちはだかったアイオライトが胸に手を当て、瞼(まぶた)を閉じる。

			「我が魂、我が思い、我が剣。滅したまえ、死を撒き散らす邪悪なる意思。救いたまえ、深き闇に囚(とら)われし哀しき魂を。我は破壊と創世の導き手なり。『菫青剣(きんせいのつるぎ)』！」

			　深い、夜明け前の空を思わせるような青の光がアイオライトを包み込む。

			　小さな手が胸から青色に輝く何かを引き出した。

			　それはかつて、魔王を打ち倒した勇者のみが使いこなしたとされる聖剣。一度は折れてしまったはずの青の刃から放たれる神聖な光に、ケルベロスが警戒するように身を屈める。

			「でりゃあああああ!!」

			　アイオライトが自らの分身であり、核でもある菫青剣(きんせいのつるぎ)を思い切り振るう。

			　光り輝く刀身から放たれた衝撃波を、まともに受け止めたケルベロスの体が吹き飛ばされる。見ていたクォーツが感心したようにうんうん、と頷く。

			「さすがだ」

			「いいや、まだだ」

			　アイオライトの言葉は正しかった。地に伏せたはずのケルベロスは数秒もしないうちに体勢を立て直してしまった。その巨体はわずかにふらついているものの、憎悪に満ちた眼差しが失われることはない。

			　クォーツも予想していたのか、ケルベロスが持つ強(きよう)靭(じん)な精神に動揺せずにいた。

			「ふむ、もう少しすれば騒ぎを聞きつけて多くの兵が駆け付けると思うが……その前に何とかせねばならんな」

			　クォーツは菊一文字を構えながら呟(つぶや)く。

			　ケルベロスを殺して暴走を止めるのは簡単だ。刀で斬り付けてしまえばいい。

			　だが、あの魔物はむしろ被害者だ。人間の都合で捕らえられ、過酷な環境に置かれていた。クォーツはどうしてもケルベロスを責められなかった。

			　兵が多く出動すれば、間違いなくケルベロスは住民に危険を及ぼす獰(どう)猛(もう)な魔物として殺される。王族の権限で止められるだろうが、街の住民たちの命も危うい状況だ。長く持たせることはできない。

			　となれば、彼らがこちらにやって来る前に自分たちでケルベロスを止めるのが最良。

			「問題はどうするか、なんだよなあ……」

			　アイオライトが渋い表情で菫青剣(きんせいのつるぎ)を見下ろす。

			　先ほど放った衝撃波は、かなり手加減したほうだ。その気になれば、ケルベロスを再起不能になるまでの威力を出すことは容易である。

			　問題はあのケルベロスの体力だった。あまり強すぎても死んでしまう可能性がある。それにこれ以上、止めるためとは言え、ダメージを与えることはしたくなかった。

			　そうなると、手段は限られてくる。

			「アタシの結界で閉じ込めるのが一番いいかもしれないな……」

			「なるほど。城の地下に幽(ゆう)閉(へい)中のニーズヘッグの結界も貴様が作り出したそうだな。犬も聖剣の作り出した結界の中なら脱出できまい」

			「ただし、一個だけ厄(やつ)介(かい)なことがある。結界は強力であればあるほど、作るのに時間がかかるんだ。さっき張ったみたいな弱いやつならすぐに作れるんだけど……」

			「そうか。だったら俺が時間を稼ぐ」

			「待て待て。それはヤバい」

			　王子一人にあの三つ首の魔物の相手をさせるのはなかなか勇気がいることだった。

			　彼にそんな危険な役をさせるわけにはいかなかった。

			　しかし、クォーツの瞳(ひとみ)には不安の色は宿っていなかった。むしろ、口角は笑みのかたちを作っている。

			「よく聞け。俺は自慢ではないが、国語の作文で女の胸の大きさについて書き綴ったら、授業が終わったあとに、藤(ふじ)原(わら)に体育館裏に呼び出されたことがあるし、ジャンケンでは藤(ふじ)原(わら)に勝ったことは一度もない。五回に一回程度は俺が勝っているが、あれは奴が同情して後出しして負けてくれたからにすぎない」

			　本当に自慢じゃないし、したくもない。

			「そんな俺でも剣術だけは藤(ふじ)原(わら)に負けない自信がある。つまり、魔物の足止め程度、造作もないことだ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その頃、一台の馬車が猛スピードで裏道を駆けていた。

			　中にいるのは何とかケルベロスから逃れてきたハーチェス一家。それと護衛の兵士だ。

			「ねえ、お母さんどういうこと!?　何でケルベロスちゃんがあんなに怒ってるの!?」

			「怖がらないで、グレイシア。あなたは何も悪くない。何も悪くないわ……」

			　まさに命からがら逃げ出し、恐怖でパニックになっているグレイシアを蒼(そう)白(はく)になりながらもシャルロッテが強く抱き締める。

			　何も事情を知らぬ者が見れば、哀れな親子に見えるだろう。しかし、フラットには周りからの同情を集めるための猿芝居にしか思えなかった。

			「くそっ……これからどうすればいいんだ……」

			　ケルベロスが追って来る可能性もあるが、それを凌(しの)いだとしても今回のことでハーチェス家の悪行はすべて晒(さら)されることとなる。地下を調べた時に、盗品のことも気付かれてしまうはずだ。

			　どう転んでも破滅。がりがりとこめかみを掻き毟(むし)っていると、突然馬車が止まった。

			「ど、どうしたんだ？」

			「私が見てきます」

			　兵士が外に出ていく。だが、直後に「お、おい！」と焦った声が聞こえてきた。

			　焦れたフラットも馬車から出ると、そこは人気のない静かな場所だった。

			　馬を引いていたもう一人の兵士がぐったりしていて意識を失っている状態だった。

			　これはいったい。心臓がバクバクと跳ね上がるのを感じながら、フラットは前方に誰かが立っていることに気付く。

			　タキシードにシルクハットを被った子供だった。右は緑、左は赤のオッドアイを持つ美しい少年だった。

			　呆然とするフラットに子供は穏やかに笑った。

			「初めまして、フラット殿。ボクは君の娘に捕まえられたケット・シーだ。……君たちに報いを与えに来た」

			　この胸の中で渦巻いている不快で濁(にご)った感情が何なのか、オリーヴは自問しながら今回の元凶の前に立っていた。

			　動物を好き勝手に弄(もてあそ)んだ彼らが許せないだけなのか。権力を我が物として腐るところまで腐ってしまった彼らに絶望しているのか。

			　あの忌まわしい地下室で生まれた怒りの他、何かがオリーヴの中に存在した。

			　それは罪悪感だった。オリーヴは妖精になる前は普通の猫として、人間に慈しまれ愛されていた。あの頃はまだ優しい飼い主がオリーヴの世界のすべてだった。人間の恐ろしい行為が蔓(まん)延(えん)している世界だなんて知らなかった。

			　妖精になって優れた知恵と永い命を授かってから、一匹の猫はそのアスガルドを知るようになった。自分のように人間に愛され幸せな日々を過ごすものもいれば、人間によって虐(しいた)げられ命を落とすものも同じくらい存在する。

			　食べるためでもないのに、己の中に棲(す)み着いている嗜(し)虐(ぎやく)心を満たすためだけに殺すのだ。

			　許すわけにいかない。許せない。許さない。

			「ケット・シー……ウトガルド人と脱走したっていう……!?」

			「フラット様、下がってください！　今、私がこやつを始末します！」

			　兵士がオリーヴへと斬りかかろうとする。オリーヴは逃げ出すことも、表情も変えることもなく手を前に伸ばした。

			　剣に亀(き)裂(れつ)が走り、兵士が異変に気付く間もなく砕け散る。

			　妖精は魔法を使いこなす。そんな存在を前に何の能力も備わっていない剣一本で相手をすることほど無(む)謀(ぼう)なことはない。

			　自らの武器を破壊され、動きを止めた兵士は唖然とした顔でオリーヴを見た。

			　もうオリーヴは笑っていなかった。二色に輝く瞳(ひとみ)で戦う術をなくした兵士へ冷たい眼差しを送った。

			「君はまあ……見逃してやろう」

			「ひっ!?」

			　兵士の体の周りに白い煙が現れる。甘い果実のような香りを持つそれを吸い込んだ兵士は白目を剥(む)くと、その場に倒れた。……眠りの魔法だ。

			　自分たちを守る者がいなくなったフラットはやけくそ気味に叫んだ。

			「こ、こんなことをしてどうなるか分かっているのか!?」

			「もちろん。ボクは君たちと違って善悪の区別はちゃんとつく正常な思考の持ち主なのでね」

			「だ、だったら人殺しなんてやめろ！」

			　何とか説得を試みようとするフラットに、オリーヴは静かに笑い声を上げた。馬車の中からはシャルロッテとグレイシアが出てくる。

			　まさかオリーヴがここにいるとは思わなかったのだろう。二人は息を呑んだ。

			　そんな母子にオリーヴは優しい口調で語りかける。

			「フラット殿は君たちよりはいくらか賢いようだ。たった今、自分たちがボクに殺されることをしっかりと理解している」

			「な……何でケット・シーが私たちを殺そうとするのよ!?　ちょっと牢に閉じ込められただけでしょ!?　お前なんかに殺される筋合いなんてないわ!!」

			　シャルロッテが周囲を見渡しながらわざとらしく大声で叫ぶ。この声を聞いて誰かが助けに来ることを期待しているようだ。

			　だが、四人以外に人の気配などなかった。不気味なまでの静(せい)寂(じやく)の世界に、愚(おろ)かな罪人の喚きが虚しく響き渡る。

			「殺される筋合い？　よく言えたものだ。では、ボクからも君たちに聞いてみよう。君たちが暗い地下に閉じ込めた生物たちの中にはすでに死んでしまったものもいる。彼らは君たちに殺された。彼らは君たちに殺される筋合いがあったのか？」

			「そ、それは……」

			「私たちが殺したわけじゃないもん！　あいつらが勝手に死んだんでしょ!?」

			　さすがに言葉に詰まったシャルロッテだったが、グレイシアが半泣きで抗議する。この状況での言葉に、娘を溺(でき)愛(あい)して可愛がっていたシャルロッテも厳しい顔をして、彼女の口を手で塞(ふさ)いだ。

			　が、意味はなかった。オリーヴは乾いた笑いを漏らし、グレイシアを睨んだ。

			「あっはははは……傷付き、飢え、無念の中で力尽きた彼らの死に君たちは何の関わりもなく、勝手に死んだ……黙れゴミ屑(くず)!!」

			　オリーヴの怒号に三人はびくりと震えた。

			「君たちは何としてでも殺す……君たちのような人間は一人残らずこの世界から消さなければならない……！」

			「い、嫌よ！　誰が獣(けもの)なんかに殺されなきゃなんないのよ！」

			「ママ!?」

			　足手まといになると判断したのか、グレイシアを突き飛ばしてシャルロッテが走り出す。

			　逃さない。そんなオリーヴの意思が具現化した檻(おり)が空から降ってきて三人を閉じ込めた。

			「さて……誰から殺そうか……ボクも人殺しは初めてだ。しっかりと悔いの残らないように、しっかりとこなさなければならない」

			「や、やめろ。許してくれ……」

			「お願い……何でもするから殺さないで……」

			　フラットとシャルロッテが涙を流しながら命乞いをする。グレイシアは生まれて初めて母親に見捨てられたショックからか、へたり込んで呆然としていた。

			　あの檻(おり)に閉じ込められていた生物たちもこんな気持ちだったのだろう。オリーヴは手を微かに震わせながらそんなことを考えていた。

			　震えは歓喜による震えではない。今から人間を殺そうとしている自分に対して恐怖を覚えていたのだ。

			「君たちに一番恐怖と痛みを植え付けて殺す方法……何がいいだろうか？」

			　きっと、ここで三人を殺せば二度と戻れない。そんな予感がした。

			　今までのように笑って猫の舞踏会で過ごすことはできない。ハーチェスの人間を殺すことが必要なことではないと分かってはいるのだ。人間に罪を裁かせるのが一番ということも知っている。

			　だからこれは、オリーヴの自己満足を満たすための殺しだ。それは彼らと同じように堕(お)ちることを意味している。

			「まずは皆と同じように君たちを檻(おり)の中に閉じ込めて手足を拘(こう)束(そく)しよう。それと杭も打っておいて……」

			「や、やめろ……化物……！」

			　化物。フラットの口から放たれた言葉にオリーヴの表情が凍り付く。それも一瞬のことだった。

			　すぐに冷徹な顔へと戻り、一本の斧(おの)を出現させて柄を強く握り締める。

			「だったら化物らしく残(ざん)虐(ぎやく)な方法で始めようか」

			「きゃっ……！」

			　グレイシアの体が浮き上がり、檻(おり)を擦り抜けてオリーヴの目の前まで飛ばされる。

			　オリーヴはグレイシアの金髪をそっと撫でた。

			　だが、もう片手には妖しく光る斧(おの)が携えられている。これから先、何が起こるのか。グレイシアもすぐに悟ったようで、いやいやと首を横に振る。

			「まずは君を両親の目の前で殺しておこう。子供を必要以上に痛めつける趣味はないのでね、一撃で終わらせてやる」

			「やだ、離して！　お母さん、お父さん、助けてえええ!!」

			　グレイシアが泣き叫びながらもがくが、何の意味も為さない。彼女の声など、今更オリーヴの心に届くはずもなかった。

			「さようなら」

			　意識せずに口から漏れた一言はグレイシアに対してだったのだろうか。それとも、もう会えないだろう猫の舞踏会のメンバーへの惜(せき)別(べつ)の言葉だったのか。もうオリーヴは考えるのをやめて、斧(おの)をグレイシアへと振り下ろした。

			「やだああああああああ!!」

			　闇夜に谺(こだま)する少女の悲鳴。その直後、血(ち)飛沫(しぶき)が――上がることはなかった。

			「え……」

			　斧(おの)はグレイシアの額に届く寸前で止まっていた。オリーヴが情けをかけて止めたわけではない。

			　いつの間にかオリーヴの背後に立っていた人物が、斧(おの)を押さえつけていたのだ。

			「ここにいたんですか、オリーヴ君」

			　自分の名を呼ぶ穏やかな声。オリーヴが恐る恐る振り返る。そこにいたのは総(そう)司(じ)だった。

			「ソウジ君……どうして君がここに……」

			「頼まれてましたし」

			「え？」

			「『ボクから目を離さないでもらいたい』って。そのこと、忘れてました」

			　二人でベンチに座って会話をしていた時、オリーヴが何気なく言った言葉だった。

			「君は律儀な男だな……」

			　オリーヴは緩く首を横に振った。

			「見ての通り、ボクは今とんでもないことをしようとしていた。もう君に優しくされる資格なんて……」

			「猫の舞踏会の皆さんが、オリーヴ君がいないって心配してましたよ。帰りましょう？」

			「でも、ボクは人を」

			　言いかけたオリーヴの足に温かいものが触れる。

			　見下ろしてみれば、黄金猫の仔猫がオリーヴの足に寄り添っていた。

			「にゃー」

			「この子が僕をここまで連れて来てくれたんです。オリーヴ君の匂いをちゃんと覚えていたみたいですね」

			「…………………」

			「帰りましょう、オリーヴ君」

			　総(そう)司(じ)が手を差し伸べる。

			　総(そう)司(じ)と仔猫を見たあと、オリーヴはハーチェス一家へと視線を移した。三人とも乞うような目でこちらを窺(うかが)っていた。

			「……そうだね、帰ろう」

			　オリーヴは斧(おの)を消して小さく息をついた。

			　そして、諦(あきら)めと悔しさと……安(あん)堵(ど)を抱き締めながら総(そう)司(じ)の手を握るのだった。

		

	
		
			二つの家族

			　

			　眠らせていた兵士を起こすと、彼らはオリーヴを見るなりひどく怯(おび)えた。仕方ないかと思いながら、オリーヴは彼らを先頭にして屋敷まで戻るように指示をした。

			　兵士二人を前方に、総(そう)司(じ)とオリーヴを後方にして、その間にフラットたちを挟むかたちにして歩き出す。先ほどあんな目に遭ったせいか、三人は抵抗もせず身を縮めつつ移動していた。

			　時折、グレイシアがこちらを振り向く。後ろから何かされるのでは、と恐れているようだった。

			　ハーチェス家の屋敷は見るも無惨な姿に成り果てていた。壁に大穴が開き、瓦(が)礫(れき)があちこちに散らばっている。

			　さらにフラットとシャルロッテを絶望させたのは、屋敷の中に次々と兵士が入り込み、地下に隠していた盗品や生物を運び出していることだった。

			　これでは、もう言い逃れもできない。盗品は調べれば本来の持ち主がすぐに特定できるだろうし、グレイシアのペットに関しては、そもそも捕(ほ)獲(かく)が禁じられている生物もいる。それを不衛生な環境に押し込め、衰弱させていたのだから発見された時点でアウトだった。

			「あいつら私の……！」

			　状況をまったく把(は)握(あく)していないグレイシアがその光景を見て、目を吊り上げる。兵士はグレイシアにとっては自分たちに頭を下げるだけの格下の相手にすぎない。そんな彼らに自分や母親のコレクションが次々と奪われていく光景が許せなかったのだ。

			　走り出そうとする娘をフラットが止める。

			「もう無駄だ、グレイシア。諦(あきら)めろ」

			「何でよ！　お父さん、文句言って来てよ！　あれは私のペットよ!?」

			「……もう俺にはその権限がないんだ」

			「嘘言わないで！　そんなこともできないならもうお父さんはお父さんじゃな……あっ!!」

			　グレイシアの頬を叩いたのはシャルロッテだった。あんなに美しかった顔はこの短時間でやつれてしまい、まるで別人のようになってしまっていた。

			　いつも自信満々に生きてきた母親が初めて見せる醜(みにく)い顔。それを目の当たりにしてグレイシアは両親だけではなく、自分も終わりなのだと理解し、黙り込んだ。

			　オリーヴにはギリギリ見逃してもらえた。だが、彼女たちの地獄はここから始まるのだ。

			　項(うな)垂(だ)れる三人をオリーヴはもう一(いち)瞥(べつ)もすることはなかった。代わりに巨大な青い球体の中に閉じ込められているケルベロスへとオッドアイの視線を向ける。あれほど獰(どう)猛(もう)だったケルベロスも、さすがに静かになり始めていた。

			　球体状の結界の前にいたのは、誇らしげに胸を張るアイオライトと刀を鞘(さや)に戻したクォーツだった。

			「すごい……！　よく殺さずにケルベロスを止められたね」

			「アタシにかかればこんなもん朝飯前だ」

			「いや、俺がケルベロスを引き付けていたおかげでもある。どうだ、俺を讃(たた)えろ藤(ふじ)原(わら)」

			「ええ……？」

			「えっ何だ、その反応」

			「その現場を見ていないので褒(ほ)めろと言われても……アイオライトさんはすごいと思います。ケルベロス君を殺さないで止めてしまうなんて」

			「ほ、褒(ほ)められるようなことじゃないって……」

			　総(そう)司(じ)がアイオライトに拍手していると、猫耳集団がオリーヴに向かって走って来た。行方不明となったオリーヴをずっと捜していた猫の舞踏会の面々だ。

			　女性を追いかけ回し、不審者扱いされていた幸(さち)猫(ねこ)の中年はオリーヴをだき抱えてくるくると回った。

			「あそこにいる金持ちに捕まったって聞いたぞ！　怪(け)我(が)はしてないか、オリーヴ！」

			「あ、あの、ボクはもう……」

			　未遂で終わったとはいえ、人を殺そうとした。そんなどす黒い心の持ち主が彼らといていいのだろうか。

			　狼狽(うろた)えるオリーヴに、幸猫は屈(くつ)託(たく)のない笑みを浮かべて言った。

			「安心しろ。何があったかは知らないけど、うちはいろんな過去を持ってる奴の集まりだ。猫が大好きってだけしか共通点がない。お前がちょっとやそっとの悪さをしても、追い出すような奴なんかいるわけないだろ」

			「そうか……そうだったね」

			　メンバーもオリーヴに群がり、労(いたわ)るように頭を撫でる。皆、仲間の帰還を心から喜んでいた。

			「ただいま」

			　オリーヴがそう言うと、猫の舞踏会は口々に「おかえり」と言葉を返した。

			　

			　毛むくじゃらの灰色の毛並みの猫が「にゃーご」とあまり可愛くない鳴き声を発する。すると、猫はみるみるうちに大きくなっていき、あのケルベロスをもゆうに超える巨体へと成長していった。

			　これが猫の舞踏会の乗り物だ。帰り支度を整えたメンバーが次々と背中に乗り込む。

			　最後の一人、オリーヴは総(そう)司(じ)とクォーツと話し込んでいた。アイオライトは少し離れたところで役所からやって来た職員と話し込みながら、その様子を微笑ましく眺めていた。が、やがて違和感を覚える。

			　猫の舞踏会のメンバーが、やけににやにやした顔でオリーヴを見守っているのだ。

			「では、保護された生物はすべて魔物生態調査課に、盗品はユグドラシル城に……ということで。よろしく頼む。ソウジ君、クォーツ王子」

			「オリーヴ君は、次はどこに行くんですか？」

			「ボクの希望としてはフレイヤやフレイに行ってみたいかな。そして、もう一度この街に来たい。今度はもっとゆっくり君と話したいんだ」

			　オリーヴがほんの少し甘えるような声で言う。猫の舞踏会の中からはヒューと口笛を吹く者が出て、他の者に口と鼻を押さえられていた。

			　何かがおかしい。アイオライトは職員との会話そっちのけで三人のやり取りに夢中になった。

			「そうですね。またウルドに遊びに来てくださいね、オリーヴ君。一緒にいろんなお話をしましょう」

			「ああ……」

			「だが、その時はそんな男のような格好ではなく、もう少し可愛らしい服装で来たらどうだ？素材がいいというのにもったいないではないか」

			　えっ。クォーツの台詞(せりふ)にアイオライトが石化する。

			「ボクの趣味さ。気にしないでくれ」

			　オリーヴが肩を竦(すく)めて笑う。

			「では、そろそろ行くとするよ」

			　赤らんだ頬を隠すように二人に背を向け、オリーヴが猫の背中に乗る。

			　にゃーご、と再び可愛くない鳴き声を発して巨猫が歩き出す。すると、オリーヴが総(そう)司(じ)のほうを振り向いた。

			「ボクはもうただの猫ではなくなってしまったけど……君になら飼われたいって思った。さよなら、ソウジ君！　また会おう！」

			「はい。また会いましょうね、オリーヴ君」

			　アイオライトが息をしていないことに気付かず、総(そう)司(じ)は離れていく猫に向かって小さく手を振る。それを隣で見ていたクォーツが呆れたように指摘する。

			「貴様、あの言葉は考えようによっては犯罪を誘発するものだぞ。あんな台詞(せりふ)言わせるものではない」

			「変なこと言わないでください、斎(さい)藤(とう)君」

			「もっとも、貴様は俺と違って妙なことはしないだろうから心配はしておらん。……おい、聖剣幼女！」

			　さりげなく恐ろしいことを仄めかしつつ、クォーツがアイオライトを呼ぶ。しかし、返事はない。固まったままだ。

			「どうしたと言うのだ、幼剣」

			「斎(さい)藤(とう)君……その省略の仕方は駄目です」

			「？　いいからさっさと正気に戻らんか。貴様も城に来なければ話にならん」

			「……アタシも？」

			　真剣味を帯びた声と内容にアイオライトも我に返る。

			　そんな彼女にクォーツは忌(いま)々(いま)しそうに言った。

			「『オーディン』から使者がやって来た。ある罪人と魔物をこちらへ引き渡せ、とな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その頃のウトガルドでは、とある客が今まさに帰ろうとしているところだった。

			「てめえちょっと待てやゴルァァァァ!!」

			「いだだだだ。髪引っ張らないで!!　禿(は)げる！　禿(は)げるから!!」

			　が、あれほど帰れ帰れと言っていた家主に髪とコートの裾を掴まれ、玄関まで辿り着けない状態だった。

			「愛(あい)華(か)どこにやった!?　もう八時になるし携帯も全然繋がらないし!!」

			「アブドゥルさんの本屋に連れて行っただけですよ！　何も心配ないってば!!」

			「アブドゥル!?　お前の部下にそんなアラブっぽい名前の奴いたか!?」

			「いましたよ!!　ビキニパンツ一丁の色黒マッチョで全然怪しくない人ですから!!」

			「ウアアアアアア!!　人の嫁を変態と二人きりにすんじゃねえよ!!」

			「うおぉぉぉぉい、ロキ君っ!?」

			　秋(あき)が半泣きでキレながら一度リビングに戻り鍵(かぎ)と携帯電話を握り締めて玄関へ駆けていく。

			　そして、マフユの制止を振り切って外へ飛び出した。もう自分で妻を捜しに行くらしい。

			　ここで思わぬ事態が発生する。秋(あき)はあまりにも動揺していたせいか、裸足で出て行った。

			「待ってロキ君!!　何か履(は)かないと……せめてサンダル履(は)かないと足の裏怪(け)我(が)するって!!」

			　マフユもサンダルを持って慌てて飛び出す。

			「愛(あい)華(か)ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

			「ちょっ……待っ……ロキ君……!!」

			　妻の名前を叫びながら走る男とサンダル片手に男を追いかける青年。

			　このあと、むちゃくちゃ走った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　オーディンは魔王に対抗する各国を纏(まと)め上げ、指揮を取った大国だ。

			　オーディンは当時、妖精国フレイヤとほぼ同レベルの魔法技術を有していたバルドル国と様々な武具の開発に当たっていた。そして、相手から受ける魔法のダメージを軽減する防具や、魔族や魔物に絶大な効果を持つ剣を作り上げた。

			　それにより戦局を魔王側の劣勢という状況にまで傾けることに成功し、魔王城まで人類側の要である勇者を導くことができた。もちろん、対魔族の武具を装備していたとしても、中身はただの魔力もさほどない人間である。向こうも次々と倒れていったが、こちらも戦死者は続出した。

			　オーディンの兵士たちは勇者がもたらすであろう人類側の勝利を絶対のものにするため、命を捨てて常に最前線に立ち続けた。その勇敢かつ狂気じみた戦いぶりは各国だけでなく、魔王側からも恐れられた。

			　そして、オーディンは戦後ますます強い力を付けるようになる。以前から経済的にも安定しており裕福な国だったが、戦争時に高い魔法技術と戦闘力を見せつけたことから各国からの信頼と畏(い)怖(ふ)を集めることとなった。

			　今やオーディンはアスガルド最大の国家と称されるようになっていた。だが、各国にとって幸運だったのは、オーディンがあらゆる意味での力は持っていても、驕(おご)りは持たなかったことだろう。戦争の影響により貧困に陥(おちい)った小国に手を差し伸べ、他国に対して不平等な条約を持ちかけることは決してなかった。

			　友愛なる戦士の国。オーディンはそう呼ばれるようになっていた。

			「クォーツ王子？　まだ今の時期はお戻りにならないはずでは……」

			「話を聞いたのでな。入るぞ」

			　扉の前に立つ見張りの兵士に一言告げてから、クォーツが王の間に入る。そこにはすでに国の政治を支える大臣から軍を率いる部隊長まで、ユグドラシル城の重役が勢揃い、という状態だった。

			　彼らはクォーツの姿にぎょっとした反応を見せ、さらにクォーツについてきたアイオライトにも気付いて驚(きよう)愕(がく)していた。

			　だが、そんな面々は無視してクォーツは二人の人物を見やった。

			　一人は王座に腰かける黒髪に顎(あご)ひげを蓄えた壮年の男。クリスタロス・トリディレイン――クォーツの実の父親であり、この国の最高権力者だ。

			　そして、もう一人は王座の前に跪(ひざまず)く見知らぬ女性。常盤(ときわ)色の髪を揺らしながらこちらへ振り向いた彼女の瞳(ひとみ)は、柔らかな薄紅色だった。その儚(はかな)げな美しさにクォーツは一瞬見入られてしまったが、すぐに我に返り口を開く。

			「あなたが……オーディンから送られて来た使者か？」

			「はい、クォーツ王子。私はレヴェリー・レルアバトと申します」

			　鈴が鳴るような愛らしい声。女性から告げられた名前にクォーツは眉をひそめる。

			　レルアバト。オーディンの国王ロードナイト・レルアバトと同じ姓だ。

			　クォーツの疑問を察したレヴェリーが苦笑しながら付け加える。

			「私はあなたと同じ。王の子供です」

			「無駄話はよい、レヴェリー」

			　レヴェリーを諌(いさ)めた声の持ち主はクリスタロスだった。色素の薄い灰色の瞳(ひとみ)を細め、乱入者である息子を見詰める。研ぎ澄まされた一振りの刃のような眼光だ。アイオライトですら息が詰まるような威圧感だった。

			　しかし、クォーツにとっては慣れたものらしい。顔色一つ変えずにここへ訪れた理由を話し始める。

			「……〝国王陛下〟、このユグドラシル城の地下にいる暗黒竜ニーズヘッグと、漆(しつ)黒(こく)の魔手バイドンをオーディンに引き渡すというのは本当か？」

			「何だ、お前はそんなことを聞くために来たというのか」

			　クリスタロスの少々呆れた物言い。対するクォーツも面倒臭そうに前髪を掻き分け、レヴェリーを一(いち)瞥(べつ)してから問いに答える。

			「ニーズヘッグはともかくバイドンまで差し出す理由はないはずだ。それを確かめるためにわざわざ来たのだ」

			「バイドンまで……そうか。お前は先日のフレイヤの大臣が漆(しつ)黒(こく)の魔手の残党に誘(ゆう)拐(かい)された件の顛(てん)末(まつ)をまだ聞いていなかったか」

			「フレイヤの……アーデルハイトというハイエルフのことだな。確かティターニア姫と彼女の部下によって犯人は全員捕らえられたと聞いたが」

			「その犯人たちのうち、一名が逃走して残りは全員何者かに殺害された」

			　クォーツとアイオライトが目を見開き、重役たちも表情を曇らせる。

			「取り調べを行う間もなく、彼らは牢の中で血まみれとなって死んでいた。そして、現在も逃走中の白いフードを被った人物。おそらく、その者が口封じのために仲間を殺害したと私は睨んでいる」

			「これがオーディンがバイドンの引き渡しを要求する理由です、クォーツ王子」

			　血生臭い話にもかかわらず、穏やかな態度を崩さずにレヴェリーが語る。

			「アーデルハイト様を誘(ゆう)拐(かい)した目的は、彼女と引き換えにバイドンを奪還するためです。漆(しつ)黒(こく)の魔手はまだ彼を取り戻すことを諦(あきら)めていないでしょう。次はこのノルンで良からぬ行動を起こすかもしれません」

			「そのためにバイドンをそちらの国に移す。そういうことか？」

			「ええ。警備は私たちの国のほうがしっかりしていますから。それとニーズヘッグも連れていく理由もあります。アーデルハイト様は誘(ゆう)拐(かい)犯の一人が着けていた指輪にバルドルの紋章が刻まれていたと言っていました」

			　ここからの話はまだ聞かされていなかったようだ。王の間が大きくざわつく。無反応だったのはクリスタロスのみだった。クォーツは咄(とつ)嗟(さ)にアイオライトと視線を合わせた。

			　バルドルは魔法技術が優れていたがために、早い段階で魔王側に討ち滅ぼされた亡国だ。その際に彼らの研究を纏(まと)めた書や試作品である武具を奪われてしまった。そして、それはいまだに見付かっていない。

			「その指輪が二十年前に奪われた物だとしたら、今回の件に魔王を崇(すう)拝(はい)していた魔族が関わっている可能性は非常に高いです。近頃、ラグナロクを纏(まと)め上げているという赤い髪の新たな魔王……との関連はまだ不明ですが、初代魔王の配下であったニーズヘッグもユグドラシル城にいると知られれば、非常に厄(やつ)介(かい)なこととなるでしょう」

			「この娘の言う通りだ。正直な話、ノルンに魔族の大群が攻め込まれたら国は終わる。だが、オーディンであれば話は別になる」

			「そう。いざとなれば私たちの国には神槍……『グングニル』がありますから」

			「グングニル？」

			　アイオライトは首を傾げた。聞き覚えのない名前だ。二十年前もそんな物は出てこなかった。

			「オーディンがこの二十年間、密かに作り上げてきた対魔族兵器です。……まだお見せすることはできませんが、その効果は保証いたします」

			「……ということだ。バイドンもニーズヘッグもオーディンに移すことを決めた。この国を守るためにな」

			「待て、国王陛下」

			　異議を唱えたのはクォーツだった。

			「だったらニーズヘッグを滅したほうがいいのではないか？　今のあれは魂だけの存在だが、魔族側に渡ればバイドン以上の脅(きよう)威(い)となる。そうならないうちに……」

			「……お前は何も口出しをするな」

			　クリスタロスの返答にクォーツは顔をしかめる。

			　何かを隠している。と瞬時に気付けたのは親子ゆえか、とクォーツは自(じ)嘲(ちよう)した。向こうは自分のことなど息子とは思っていないくせに、妙な部分で通じ合えるとは皮肉なものだ。

			　話は聞いた。もう、ニーズヘッグとバイドンのオーディンへの移送は決定事項だ。ここでクォーツが何を言おうが揺るがない。

			　何せ、その決定を下したのがこの国で一番偉い人間だから。

			「邪魔をしたな。俺はこれで帰る」

			　クォーツが踵(きびす)を返し、王の間から立ち去ろうとする。

			　クリスタロスが息子の背中へ声をかける。

			「エイプリルには会わないのか」

			　周囲の空気がピンと張り詰め、クォーツの足がピタリと止まる。

			　重苦しいほどの沈黙が続いたのは数秒ほど。クォーツはようやく父親へ振り向くと、感情のこもっていない声で告げた。

			「あの人をあの場所から出してくれたら会いに行く」

			　

			「総ちゃん大変なの！」

			　夜道で偶然バイト帰りの息子と会った愛(あい)華(か)はちょっぴり涙目になっていた。

			　スーパーの帰りに立ち寄った不思議な本屋。そこで一時間ほど過ごしていたと思ったら、何と外に出てみれば夜になっていたのだ。

			　困(こん)惑(わく)する愛(あい)華(か)だったが、そんな彼女にさらに追い撃ちをかける事態が待っていた。

			「秋(あき)君が変なお爺さんに追いかけられてるみたいなの！」

			「えっ」

			　虚を突かれたような声を出した総(そう)司(じ)に、愛(あい)華(か)は涙目になりながら説明した。急いで帰り道を走っていたら近所の人に呼び止められ、「旦那さんが変な老人に追われてたわよ！」と言われたことを。

			　老人とはもちろんマフユである。だが、この暗い夜道に加えて異常なスピードでの追いかけっこのため、マフユの顔を確認する余裕などない。街灯の光に照らされた髪の色が白いことから、老人扱いされたのだろう。

			　秋(あき)は愛(あい)華(か)の名前を叫んでいたのですぐに判明した。

			「ど、どうしよう、総ちゃん。警察に電話したほうがいいわよね？」

			「家に帰っていないようなら父さんを通報しよう」

			「え、秋(あき)君が通報されちゃうの？」

			「大丈夫だよ。多分、母さんがいない間に近所のお爺ちゃんを誘って酒盛りしてたら、泥(でい)酔(すい)して裸足で外に飛び出しちゃった父さんをお爺ちゃんがせめてサンダルを履(は)かせるために追いかけてるんだよ」

			　当たっているようで外れている藤(ふじ)原(わら)探偵の名推理。

			　そして、総(そう)司(じ)は父親の危機よりも愛(あい)華(か)が持っている小さな袋が気になっている様子だった。

			　そこには漫画が一冊だけ入っているように見える。

			「母さん、ところでそれは……」

			「あのね、私が明日買おうと思ってた本が売ってたの！」

			「わーお」

			　息子の外人のようなリアクションそっちのけで愛(あい)華(か)は袋から早売りでゲットした本を取り出す。

			　ムール貝、第七巻。表紙に描かれているのはムール貝のみ。内容がまったく予想できない少女漫画。

			　それは愛(あい)華(か)が本屋から出ていく際にマッチョの黒人店長から勧められたものだった。この本売ってたかな？　と思いながら購入したのである。

			「あ、でも、読むのは明日にするから！　発売日の明日に読むの！」

			「そう……」

			「……総ちゃん？」

			「母さん、明日父さんに何かして欲しいことある？」

			「え？　ないわよ？」

			　一刀両断。本人が聞いたら咽(むせ)び泣くだろう。

			　しかし、ないものはない。欲しいものはこうして手に入ってしまったし。

			「……でも、秋(あき)君に愛してるよって言って欲しいかな……いつも言ってくれないんだもの」
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			　彼に愛されているという自覚もあるし、口下手な性格であることも知っている。

			　それでも、たまには……と思うくらいならいいだろう。本当は、愛する彼からの言葉が漫画よりもずっと欲しいものだったりするのだ。

			「あ、ごめんね。変なこと言っちゃって……」

			　息子の前で惚気(のろけ)るなんて恥ずかしいことをしてしまった。総(そう)司(じ)も気まずくなるというのに。

			　そう思って謝った愛(あい)華(か)に、総(そう)司(じ)は「ううん」と首を横に振ってから、思わぬことを言い出した。

			「母さん、それ明日父さんに言ってみて」

			「え、でも、秋(あき)君怒ったりしないかな……」

			「この作戦しか誰も悲しまない方法がないから」

			「？」

			「こっちの話です」

			　時折、すれ違いによって発生する夫婦の危機。それをこうして息子が助言して回避している事実をそろそろ二人は知るべきである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　休憩室の前に立ち、真剣な表情で室内を覗き込んでいるヘリオドールを見付けた。それはオボロが廊下を歩いている時のことだった。

			（関わっちゃいけない案件だ……）

			　明らかに明らかな不審者と遭遇したオボロは、速やかにその場から立ち去ろうとした。が、寸前で足を止めた。ヘリオドールに何か問題が発覚して、彼女が役所を去るのは構わない。

			　しかし、それによって彼女が連れてきたウトガルドの少年まで来なくなってしまうのは困る。彼は対所長の切り札である。何かあった時にもういませんよ、というのは非常に困る。

			　とりあえず様子だけ見て、後はすぐに逃げようとオボロは休憩室に足を近付けていった。

			「……何してんの」

			「ヌァア！　曲者!!」

			　女性の口から聞けるとは思わなかった奇声。呆然とするオボロに、ヘリオドールは振り向き様にラリアットを喰らわせようとした。それをギリギリで避けたオボロは腰を抜かしながら叫んだ。

			「何この理不尽な暴力!?」

			「ご、ごめん……びっくりしちゃって……じゃなくて、しー！　静かに!!」

			　そう言うヘリオドールのほうが音量を下げるべきである。

			　ふらつきながらも立ち上がったオボロに、何も言わずにヘリオドールは休憩室のわずかに開いたドアの隙間を指差した。中を見ろ、ということだろう。これで自分も不審者の仲間入りか、と思いながらオボロは目を凝らして室内を見る。

			　すると、奥のほうに見慣れた黒髪の少年がいた。その腕には小さな仔猫が収まっている。

			　灰色の毛並みにエメラルドの瞳(ひとみ)。可愛い、ではなく美しいという言葉が先に思い付く外見をしていた。総(そう)司(じ)はずっとその猫の背中を撫でているようだった。
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			「猫……撫でてるね」

			「撫でてるでしょ!?」

			　ヘリオドールは興奮した様子でオボロの言葉に賛同した。

			「あの猫どっから来たの？　ソウジの飼い猫？」

			「クエスト課からもらった依頼で預かったみたい」

			「クエストって……あ、そういや今日ってソウジはこっちに来る日じゃなかったよね」

			「なのに、遊びに来ていいですかって言うから何事かと思えば……」

			　クエスト課での依頼を受けるためにやって来たようだ。少し前までアスガルドのことなんて知らずに過ごしていたのに、すっかりもう一つの世界に馴染んでしまった。順応力すごいなあ、と感心しながらオボロは総(そう)司(じ)を観察し続けていた。

			　猫は眠いのか、まったく動こうとはせずに総(そう)司(じ)に撫でられ続けている。

			「ヘリオドールもソウジが受けたクエストの内容は知らないの？」

			「勝手に引き受けちゃってたのよ……聞こうにもすぐに休憩室に閉じ籠(こも)っちゃって、聞くに聞けない雰囲気になっちゃったし……」

			「だからってここで見張ってなくてもいいじゃん。過保護だなあ」

			「べ、別にちゃんとクエストを達成できるか心配してるわけじゃないわよ！　ただ、猫を撫でる総(そう)司(じ)君って可愛いなーって思ってただけよ！」

			　えっ。心配で覗いてたんじゃなくて、愛(め)でるために覗いてた。完璧に犯罪者じゃないっすか。

			　固まったオボロの表情に、ヘリオドールも自らの失言に気付いて頬のみならず耳まで真っ赤にした。事情を知らない者が見れば、オボロがヘリオドールをたらしこんでいる光景。しかし、実際はただの自爆である。

			（自白しやがった……）

			　どんどんヘリオドールが邪(よこしま)な道を進んでいく。

			　オボロはどう反応するか迷った挙げ句、『優しく接する』という菩(ぼ)薩(さつ)の選択を選んだ。

			「ぶ、部下を温かく見守ることはいいことじゃない、かな……」

			「顔を引き攣(つ)らせて言ってんじゃないわよ、馬鹿ー!!」

			　ヘリオドールがその場から逃げ出していく。オボロは特に追いかけようとはせず、小さくなっていく後ろ姿を見送った。

			　すると、休憩室からニャーニャーと鳴き声が聞こえてきた。視線を室内に戻せば、あれほど大人しかった猫が狂ったように泣き喚いている。

			　総(そう)司(じ)はそんな猫に何を思ったのか、撫でるのを止めて猫をテーブルの上に乗せた。猫がぶるぶると痙(けい)攣(れん)を始めた。

			　これはまずいのでは、と見兼ねたオボロが休憩室に飛び込んだ瞬間だった。

			「ニャァァァァァァァァァァ!!」

			　ここ一番の叫び声を上げた猫の背中が縦に真っ二つに裂けた。

			「ヴワァァァァァァァァァァァァ!!」

			　オボロも叫んだ。総(そう)司(じ)は黒い瞳(ひとみ)を見開いて乱入者の登場に混乱していた。

			「え？　オボロさん？」

			「猫!!　裂けた!!　ヤバい!!」

			「この『虫』はそういう種類です」

			「はあ!?　虫!?」

			　見れば裂けた猫の背中からは、一滴も血が噴き出していなかった。代わりに中から出てきたのは、美しいエメラルドグリーンの翅(はね)。

			　小さな猫の体の中から一匹の緑色の蝶が姿を見せた。総(そう)司(じ)が窓を開けてやると、蝶はひらひらと美しい翅(はね)を羽ばたかせながら大空へと飛び立っていった。

			「ソウジ、僕は夢を見てるのかな」

			「現実です」

			「何あれ」

			「猫蝶という珍しい蝶みたいです」

			　猫蝶。卵から孵(かえ)って幼虫の間は普通の蝶と変わらない見た目だが、蛹(さなぎ)が猫のような姿をしている蝶である。蟲(むし)人(びと)によって飼育されており、蛹(さなぎ)から成虫になる間際はずっと蛹(さなぎ)を撫でて脱皮を促すのだ。

			　そして、成虫となった後は脱け殻を残して空へ飛んでいく。あのエメラルドグリーンの蝶が捨て去った残(ざん)骸(がい)をオボロは虚ろな目で見ていた。

			「猫蝶を撫でて成虫にしてみないかと依頼をもらったんです。貴重な体験をさせてもらいました」

			「……何で君こんなトラウマになりそうな依頼受けたの？」

			「僕、猫も昆虫も大好きですから」

			「大好きだからってチャンポンは良くないよ」

			　ペラペラになってしまった猫蝶の蛹(さなぎ)は、本物の毛皮のようである。手触りもなかなかいい。

			　しかし、使いたいとはこれっぽっちも思えない。金を積まれて「これでマフラー作って使え」と言われてもお断りである。

			「これ、どうすんの？」

			「僕は使いませんし、土に埋めようかと」

			「後ろめたい感じがする」

			　犯罪の香りが半端ない。しかし、総(そう)司(じ)の案が一番いいような気もする。

			　そう思っていると、廊下からどたどたと足音が聞こえてきた。

			「オボロ、さっきの奇声は何!?　まさか総(そう)司(じ)君に何かあった、んじゃ……」

			　休憩室に入ってきたのは息を切らしたヘリオドールだった。

			　そこで彼女が見たもの。それは大きく開け放たれた窓と、二人の職員。そして中身が無くなってしまった灰色の猫の毛皮。

			「ヒィィィィィィィィィィ!!」

			　役所内に絹(きぬ)を裂くような乙女の絶叫が響き渡った。

			「おっ、その様子だと猫蝶をちゃんと孵(ふ)化(か)させたみたいだな。えらいえらい」

			　口から泡を吹いて倒れたヘリオドールがオボロや近くを通りかかった職員に運ばれた数分後、休憩室に顔を見せたのはアイオライトだった。

			「面白い依頼を紹介してくれてありがとうございました」

			　礼を言いながらも総(そう)司(じ)は猫蝶の毛皮をもふもふし続けている。その質感を気に入ったようだ。

			　そんなやや幼い動作を繰り返す少年をずっと見ていたアイオライトの頬はどこか赤く、何かを言おうと口を開閉させていた。

			　そして、意を決したように声を出した。

			「ソ、ソウジ！　お前、アタシに何かして欲しいことあるか？」

			「ないですけど……」

			　一刀両断。

			　数日前、猫の展覧会に行ったがデートどころではなくなってしまい、聞けずじまいとなってしまった。だが、どうしても諦(あきら)めきれず、思い切って聞いてみれば淡白な答えにアイオライトは「お、おう」と呆然とした表情で頷くしかなかった。

			（やっぱり駄目か!?　この幼女体型じゃ駄目なのか!?）

			　世の中には小さな少女に劣情をもよおす男もいる。総(そう)司(じ)もその類だったら……と大穴を狙っていたのだが、現実なんてこんなものである。むしろ、総(そう)司(じ)がロリコンでありますように、とふざけた願望を抱いたことに罪悪感が押し寄せる。

			　項(うな)垂(だ)れて休憩室を去ろうとするアイオライト。しかし、彼女の後ろ姿を見ていた総(そう)司(じ)の口が開く。

			「何でもいいんですか？」

			「え!?　何かあるのか!?」

			「わあ、早い」

			　ものすごいスピードでアイオライトは総(そう)司(じ)の近くへと走り寄った。

			「で、何だ!?　この体でできそうなことならなんでも言ってくれよ!?」

			「髪飾り」

			「あん？」

			「この間、アイオライトさんにあげた髪飾り。あれを一度でいいから着けてもらえませんか？」

			　そう言われてアイオライトは懐から硝子(がらす)製の蝶の髪飾りを取り出した。薄青と白で構成されたグラデーションの翅(はね)を見るたびに綺麗だと思っていた。

			　それを青い髪に飾り付ける。

			「……こんなんでいいの？」

			「こんなんでいいんです」

			　呆けたような声で聞くアイオライトに、総(そう)司(じ)は首を縦に振る。どこか安(あん)堵(ど)しているように見えるのは気のせいだろうか。アイオライトは数回瞬きした。

			「な、なあ、似合ってるか？」

			「似合ってます」

			　総(そう)司(じ)はすぐに答えた。

			「でも、他にも何かあったら言ってもいいんだぞ。これじゃアタシが褒(ほ)められて喜んでるだけだし……」

			「……その髪飾り、気に入ってくれましたか？」

			「え、もちろん！」

			　大好きな人からの贈り物でこんなに素敵な物、気に入らないはずがない。アイオライトが即答すると、総(そう)司(じ)は毛皮をまたもふもふする作業を始めながら「それでは失礼します」と言って休憩室から出て行ってしまった。

			　今日の総(そう)司(じ)はいつも以上に分からない。アイオライトはそう思いつつ、髪飾りにそっと触れて微笑んだ。

		

	
		
			少年と王子

			　

			　沖(おき)田(た)町を一人の少年が優雅な笑みを浮かべて歩いていた。

			「見ろ、藤(ふじ)原(わら)。あの太陽の光は俺のためのスポットライトだ」

			「お金のかからないエコ仕様のスポットライトですね」

			　両手を天高く上げ誇らしげに語るクォーツの横で、総(そう)司(じ)は前方からやって来る散歩中のチワワをぼんやりと眺めていた。現在の時刻、午前七時三十分。登校最中である。

			「ギャウウウウウウ!!」

			　チワワがクォーツに牙(きば)剥(む)き出しで威(い)嚇(かく)する。そこにふるふる震えて庇(ひ)護(ご)欲(よく)を掻き立てるような愛らしさは存在していなかった。

			「ランちゃん、どうしたの!?　落ち着いて!!」

			　焦る飼い主。このチワワが誰かに向かって威(い)嚇(かく)するのは初めてのことだった。

			　だが、今にも噛み付かれそうな勢いにクォーツが怖じ気付くことはなかった。逆に満面の笑みを浮かべてチワワへ手を伸ばそうとしている。

			「おお、チワワだな。愛い奴め！」

			「斎(さい)藤(とう)君、噛み殺されますよ」

			　総(そう)司(じ)が腕を掴んで友人の暴挙を阻止する。その隙に飼い主はチワワをだき抱えて走り去って行った。

			「ふむ、確かに無断で他人のペットに触るのは軽率だったな。感謝するぞ、藤(ふじ)原(わら)」

			「どういたしまして」

			「だが、あの飼い主……」

			　ミニスカをはためかせて走る飼い主の生足をクォーツは真剣な眼差しで見詰めた。

			「男にとってはご褒(ほう)美(び)だが、彼女たちはあの格好で寒くないのか……？」

			「今日は結構暖かいですよ。斎(さい)藤(とう)君が寒がりなんです」

			「仕方なかろう。こちらの世界は向こうよりも少し寒いのだ。地域にもよるだろうが、ノルンはここまでひどくない」

			　両手を擦り合わせながらクォーツが忌(いま)々(いま)しそうに言う。

			　初めてこちらの世界に来た時、季節はよりにもよって冬でその冷気に体がまともに動かなかった。死ぬ、とわりと本気で思ったものである。

			（……もっとも、そのほうがあの時の俺としては都合が良かったか）

			　昔のことを思い出し、クォーツは瞼(まぶた)を閉じた。

			「でも、僕の先輩はこっちに来た時、暑い暑いって言ってましたよ。ローブだからかもしれませんけど」

			「貴様を役所に引き入れたという者か。まったく……異世界の人間を働かせようなどと、どうやったらそんな考えに行き着くというのだ」

			「焦ってたみたいですよ。人が足りないとかで」

			「貴様もだ、藤(ふじ)原(わら)。そんな怪しげな勧誘にホイホイ乗るとはどういうことだ。マグロ漁船に乗せられたらどうする」

			「そんな大げさな」

			「俺なんてナースの格好をした女に口説かれて家にお持ち帰りされたら、腎臓を売れと脅されたぞ」

			　朝にするとは思えない会話だ。二人の後ろを歩いていた小学生二人が真顔になった。

			「残念でしたね」

			「それ、俺が騙(だま)されたことに対してであって、こうして無事に生きていることを残念がっているわけではあるまいな」

			「さすがにそこまでは……」

			「でも、家から逃げ出す前にナースの太ももを揉んでから帰りたかったものだ」

			　欲望に取り憑(つ)かれた男の言葉に小学生二人が悲しそうな顔をした。総(そう)司(じ)は何の変化も見せなかった。友人の言動になれているからか、それとも哀れむ価値すらないと思っているのか。それは本人しか分からない。

			　しばらく傍(はた)目(め)から見たらとっても気まずそうな、けれど本人たちにとっては気まずくない沈黙が十分ほど続いたあと、クォーツがぽつりと呟(つぶや)くように尋ねた。学校が見え始めた頃のことだった。

			「……貴様はなぜ俺がウトガルドにいるのかを聞こうともしないな」

			「君、ずっと黙ってたじゃないですか。聞いちゃいけないことだと思っていました」

			「貴様、俺にそんな気遣いができるのならなぜ、普段からしようと……」

			「あっ、校門の前に女の子が集まってますよ」

			　総(そう)司(じ)の言葉にクォーツが校門へ目を向けると、そこには大勢の女子がこそこそとこちらを窺(うかが)っていた。

			　クォーツは朝の醜(しゆう)態(たい)から想像ができないような、爽(さわ)やかかつ甘ったるい笑みを浮かべた。

			　すると、女子集団から上がる黄色い悲鳴。

			「きゃああああああ!!　斎(さい)藤(とう)君、笑ったわよ!!」

			「春(はる)人(と)様、今日も麗しいわぁ!!」

			「春たん、こっち向いてええええええええええ!!」

			「オギャアアアアアアア!!」

			　アイドルのコンサート並のテンションを見せる集団。気を良くしたクォーツはウインクを決めると投げキッスを彼女たちへと送った。

			「斎(さい)藤(とう)く―――――――ん!!」

			「ちょっと!!　春君のキッスは私のものよ!!」

			「黙れ雌豚が!!　斎(さい)藤(とう)君の口付けを家畜に渡してたまるかァ!!」

			　地獄絵図。朝の眠気も一瞬で吹き飛ばす熱気に男子生徒の目が死んでいく。

			「ああ、やはり学校というのはいいものだな！　薄暗い部屋でベットに寝転がり、好きなだけ食べて好きなだけネットゲームに勤しむ根暗には分からないだろうな、この至福の時!!」

			「斎(さい)藤(とう)君、そういえば一時間目から英語の授業でしたけど、英文ちゃんと訳してますか？」

			「えっ!?」

			　クォーツ・トリディレイン。ウトガルドでの名は斎(さい)藤(とう)春(はる)人(と)。その容姿の良さから異性からの爆発的な人気を集め、本人も大の女好き。

			　しかし、爛(ただ)れた異性関係は一切持っておらず、ギャルゲーのヒロインからしか「好きです」と言われたことはない。

			　なぜか。この性格のためである。

			「今日も斎(さい)藤(とう)君は相変わらず斎(さい)藤(とう)君ね！」

			「可愛いわね！」

			　見た目と上手く釣り合わない中身のため、彼を恋人にしたいという女子は百人に一人程度。

			　アスガルドでは沈黙の貴公子としてもてはやされている男も、ウトガルドではパンダ的存在だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　映画鑑賞部。それは「部活なんてやってられるか！　俺は帰宅部になるぞ！　でも、何か部活に入らないと内申点に響いちゃうし……」な生徒向けの部である。別名・最後の砦(とりで)。

			　週に三回、視聴覚室に集まって映画を観て感想を書くだけの活動である。

			　だが、それゆえに皆あまり来ない。とりあえず入るだけ入って、視聴覚室でひっそりと活動が行われていることすら知らない生徒もいる。

			　顧問も好きに映画観て勝手に感想書いて、という適当なスタンスで放課後は基本的に職員室から動こうとしない。

			　生徒も顧問もやる気のない部活。

			「藤(ふじ)原(わら)、今日は爺のお気に入りのＤＶＤを見るぞ」

			「薄暗くてよく分かりませんけど、タイトルは？」

			「××××××××」

			　なので、こういう輩(やから)が出てくる。

			　クォーツが卑(ひ)猥(わい)なタイトルを述べながら総(そう)司(じ)に見せ付けた表紙には、黒い拘(こう)束(そく)具を装着した女性が喘いでいた。

			　総(そう)司(じ)はディスクをセットしようとするクォーツの手を叩き落とすと、他のディスクをセットした。この場合、責めるべきは主役の女優でもハードな性(せい)癖(へき)を持った爺でもない。映画ですらないただのＡＶを持参した馬鹿だ。

			　スクリーンにはいくつかの番宣が映し出されたあと、大量の侍(さむらい)が登場した。

			　浅(あさ)葱(ぎ)色の羽(は)織(おり)袴(ばかま)の集団が現れた瞬間、ふて腐れていたクォーツが急に元気になった。

			「おおっ！　新撰組だな！」

			「斎(さい)藤(とう)君、新撰組好きですよね。この前はコスプレまでしてたし……」

			「コスプレ言うな!!　俺は貴様の服装に驚きだ。せっかく向こうの世界に行くのだから、いつもと違う格好……というより、制服以外を着ろ!!」

			　クォーツは、総(そう)司(じ)が制服とジャージ以外の姿でいるところを見たことがなかった。一緒に遊びに行くとしても、クォーツが90年代のアイドルのような金色、もしくは銀色に光る衣装で来るのに対し、総(そう)司(じ)は黒い制服でやって来る。

			　そのため、かつてのアイドルが現代にタイムスリップして、素質のある少年をスカウトするという設定のドラマ撮影が行われているのでは……と怪しまれたこともあった。いや、これに関してはクォーツにも多大なる責任があるのだが。

			「向こうで泊まりになった時のための着替えはちゃんと持っているのか？」

			「ヘリオドールさんの部屋に泊まった時は、一応着替えて寝ましたよ」

			「ヘアッ!?」

			　クォーツは奇声を上げたあと、総(そう)司(じ)の両肩を掴んだ。

			「ヘリオドールって魔女だよな？」

			「……？　はい」

			「昔話に出てくるような白髪で皺(しわ)だらけで人間を食べてしまうような恐ろしい形相の老婆だろう？」

			「髪はピンク色で、甘いものが大好きな若い人です。あと、昔話って言われると魔女じゃなくて山(やま)姥(んば)を連想してしまいます」

			「ウワアアアアアアア」

			　クォーツが絶叫しながらテーブルをちゃぶ台返しの要領で引っくり返そうとする。だが、生憎テーブルは床に固定されているタイプのため、びくとも動かない。クォーツはそっとテーブルから手を離した。

			　ぽたっ。床に雫が零(こぼ)れ落ちた。

			　俯(うつむ)いたクォーツの顔から零(こぼ)れたもの。それは赤かった。

			「ウワアアアアアアア!!」

			　再び叫びながら勢いよく顔を上げたクォーツの鼻からは血が流れていた。しかも左右の穴から。友人の顔を見た瞬間、一瞬だけ肩を小さく跳ね上げた総(そう)司(じ)の心中はいかなるものか。

			「どういうことだ！　どういうことだ!!　お泊まりってどういうことだ!!」

			「斎(さい)藤(とう)君、ティッシュで鼻詰めたほうが」

			「それどころではなあああああああい!!」

			　クォーツは総(そう)司(じ)が差し出したポケットティッシュをスクリーンに向かってぶん投げた。ちょうど悪役が「お主も悪よのぅ」とほくそ笑んでいるシーンだった。

			　ティッシュを回収しようとした総(そう)司(じ)の両肩をクォーツが掴む。

			「狡(ずる)いではないか、藤(ふじ)原(わら)!!　貴様、そのヘリオドールとやらに手作りのご飯をアーンって食べさせてもらったり、二人で泡風呂に入って背中を洗いっこしたり、女性用の二人で寝るには少し狭いベッドにくっつき合って寝たのだろう!?」

			「すごい。君の話、一から十まで全部フィクションじゃないですか」

			　ご飯は役所の食堂で働くおばちゃんからの差し入れだったし、風呂はウトガルドに帰ってから入ったし、寝袋でスヤァ……である。これが現実。ノンフィクションの威力。

			　しかし、クォーツの頭の暴走は止まらない。目からは涙を流しながらさらに総(そう)司(じ)に詰め寄る。

			「どうせ食事を食べ終わったあとは用意しておいたポッキーゲームをして、負けたほうは勝ったほうにキスをしなければならないとかいう罰ゲームを設けたのではないのか？　答えろ藤(ふじ)原(わら)ァァァァア」

			「僕らが食べたのはクッキーです」

			「クッキーだと!?　もうそれは完全に口移しの領域ではないか!!」

			「斎(さい)藤(とう)君、口から涎(よだれ)は出てるし汗は掻きまくってるわで、顔が大変なことになってます」

			「裏切り者ォォォォォ!!　もうこうなったら切腹だー!!」
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			　映画鑑賞どころではない。片方だけが一方的に盛り上がる口論は終わる兆しを見せない。

			　だがそこで、視聴覚室のドアが突然開いた。

			「ちょっと男子ー!?　うるさいんだけど!!」

			　入ってきたのは短い髪を文字通り逆立てた、２メートルを超えるマッチョの女子だった。視聴覚室の隣は茶道部の部室である。

			　縦にも横にも広い女子の登場に、クォーツは静かになった。スクリーンでは悪役が新撰組に斬られていた。

			「んもぅ、今度うるさくしたら先生に言い付けるからね」

			「すみませんでした。ほら、斎(さい)藤(とう)君も」

			「はい……すみませんでした」

			　クォーツは椀を手で握り砕きながら頬を膨らませるバケモ……女子に先ほどとは別種の汗を掻きつつ、何とか謝った。

			　女子が「まったくもう！」と言いながら隣の部室へ帰っていく。ズシン、ズシンという地響きは彼女の足音のようだ。

			　総(そう)司(じ)が静かにドアを閉める。

			「すまん、藤(ふじ)原(わら)……俺、ちょっと興奮していた……」

			「お椀みたいにならないように、うるさくするのはやめましょう。僕はまだ死ぬつもりはありません」

			「うん……」

			　クォーツは青ざめた表情で頷くと、隅に投げ捨てた総(そう)司(じ)のポケットティッシュを回収した。

			　そして、様々な液体で汚れた顔をそれで拭った。

			「しかし、ヘリオドールとやらと貴様は仲がいいのだな。普通は同じ職場だからといって泊まりはしないだろう」

			「ヘリオドールさんに泊まって欲しいと言われたんです」

			「え、ちょっとやだ。貴様やっぱりヘリオドールと何かあったのではないか？」

			「ありません。それに泊まった理由も新しい環境じゃ眠れないからついていて欲しいってことでしたから」

			　まだ少し鼻血を垂らすクォーツの追及を、総(そう)司(じ)はあっさり否定した。

			「ヘリオドールさんの家が爆発して、寮に急(きゆう)遽(きよ)引越したんですよ」

			「ば……くはつ……？」

			　鼻にティッシュを詰めたクォーツが、鳩が豆鉄砲を喰らったような顔をした。

			「よりにもよって貴様をスカウトしたり家を爆発させたり……何だかそのヘリオドールとやらがすごく気になってきたぞ」

			「だったら今度の土曜日、会いに行きませんか？　僕、バイトの日なので……」

			「うーむ……それは少し難しいかもしれんな」

			　総(そう)司(じ)の提案に、クォーツは首を横に振った。

			　その返答に総(そう)司(じ)が思い出したように言う。

			「そういえば斎(さい)藤(とう)君って王子様だったんですよね。やっぱり王子様が役所に行くのはいろいろと都合が悪いんですか？」

			「いや、そうではない」

			　クォーツがもう一度首を横に振る。

			「俺が今やってるネトゲのイベントが土曜にある」

			　この男、異世界ではれっきとした王子である。

			　総(そう)司(じ)も慣れたもので、特に文句を言うことはない。ただ、付け加えるように言ってみる。

			「役所のほうでも年に一度のイベントがあるそうなので誘ってみたんですが……まあ、気が向いたらどうぞ」

			「気が向いたらだ。俺はネトゲに命を燃やしている」

			　きっぱりと言い放ったあと、クォーツは鼻の穴からティッシュを取ってからため息をついた。

			「貴様はノルンの王族の話を聞いたことがあるか？」

			「ないですよ。ユグドラシル城なんて僕たちにはほとんど関わりがないですから」

			「そうか……」

			「そういえば、僕は君をいつまでも斎(さい)藤(とう)君と呼んでいますけど、今のままでいいんですか？　それともクォーツって……」

			　総(そう)司(じ)が言い終わるよりも先に、クォーツが「今のままでいい」と答える。

			　その黒色の瞳(ひとみ)は何かを思い出したように翳(かげ)りを見せ、それを悟られないように項(うな)垂(だ)れた。

			「俺はその名で呼ばれることを嫌っていてな。いや、国民たちにそう呼ばれるのは仕方のないことだと分かっているのだ。だがな、貴様が俺の正体を知っても態度をまったく変えず、クォーツと呼ばなかったことが俺は……」

			「斎(さい)藤(とう)君、床に垂れた君の血を拭いておかないと、あとで見付かった時に面倒なことになりますよ」

			「俺の血痕を巡って女子たちが争っても困るからな」

			　真面目な表情で語ろうとしても、このザマだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その日の夕方、総(そう)司(じ)からクォーツとの話を聞いたアイオライトは苦笑した。

			「そんじゃ、今度の『試食会』にクォーツ王子は来ないってか」

			「気が向いたら行くって言ってましたけど、彼の性格を考えると多分難しいと思います」

			　クエストの書類に目を通しながらの総(そう)司(じ)の言葉に、アイオライトが肩を竦(すく)める。あのクォーツが総(そう)司(じ)の友人だったのは、この人生の中で一、二を争うくらいの驚きだった。

			　しかし、だからと言って大きなことがない限り、アスガルドには訪れないだろう。

			「あの王子様はな、噂によるとクリスタロス陛下の怒りに触れてウトガルドに住むように言い渡されたって話なんだよ」

			「あまりの馬鹿さ加減に呆れてですか？」

			「違うよ……」

			　総(そう)司(じ)が誰かをここまで罵(ののし)る光景もなかなか見られないだろう。それもこの国の王族に対して。

			　確かにアイオライトとともにハーチェス邸に向かう途中で見た彼は、王族にはとうてい見えない性格だった。友人として古くからの付き合いらしい総(そう)司(じ)から「馬鹿」と称されるのも納得だ。

			　だが、それはおそらくクォーツがウトガルドに渡ったあとに形成された性格だ。そう感じたのはレヴェリーというオーディンの使者を交えて、クリスタロスとの会話を聞いた時だった。

			　あの時、クォーツが露にした顔は、総(そう)司(じ)やアイオライトに見せた年相応の少年らしさを含んでいなかった。代わりに父親への強い怒りと諦(あきら)めが見え隠れしていた。

			「エイプリル・トリディレインを知ってるか？」

			「確か王妃様だった人ですよね。名前ぐらいなら聞いたことがあります」

			「……エイプリル様は十年前に病気でお亡くなりになられた。で、その直後だ。王子がウトガルドに放り投げられたってのは」

			　決して無関係な話ではないだろう。エイプリルは聡(そう)明(めい)な女性でクリスタロスに深く愛され、国民からも親しまれていた。

			　そんな彼女の死。そこから残された父と息子の関係が拗(こじ)れていったと囁かれている。

			「そういえば」

			　総(そう)司(じ)が書類を捲(めく)る手を止め、記憶を掘り起こすように宙を見詰めながら口を開く。

			「前に一度だけご両親について話してくれたことがあるんです。お母さんのほうは病気で小さな頃に死んでしまったけど、大好きだったと言っていました。お父さんは遠くで働いていると」

			「父親については特にどう思ってるかは言わなかったのか？」

			「分からん、と言ってました」

			「分からないねえ」

			　人間なんて生きていれば、親子関係の拗(こじ)れが付き物だ。それが王族であっても。

			　他人の家庭事情にむやみやたらと首を突っ込みたがる性分でもない。この話題はここで切り上げよう。アイオライトがそう思った時、クエスト課に銀髪の男が入ってきた。

			　課の女性職員が一斉に彼のほうへ視線を向け、その声を聞いた女性冒険者もざわつき、職員エリアを覗き込もうと必死になった。そんな気配を感じ取ったのか、男は「うっ」と顔をしかめる。

			「何なんだ、いったい……」

			「皆ジークフリートさんと親しくなりたいんですよ」

			「俺はそんなこと望んでいないぞ」

			「おい、聞いたかソウジ？　こいつ今、世界中のモテない男を敵に回したぜ……」

			　何の躊躇(ためら)いも見せずに言い切ったジークフリートに、アイオライトは戦(せん)慄(りつ)した。この男は妖精さんや精霊さんと戯(たわむ)れていれば、それで幸せなのである。

			「で？　女の敵、男の怨敵がクエスト課に何の用だよ」

			「課じゃなくてソウジにだ。お前、料理や菓子作りが得意だったよな？」

			「はい？」

			「いや、得意ってほどじゃなくてもいい。せめて、物を切ったり茹でたりができるだけでもいいんだ」

			　ハードルがすごく下がった。母親のお手伝いをするお子様レベルである。

			「よく暇な時に作ってます、けど」

			「よしソウジ、悪いんだが、明日もこっちに来てもらってもいいか？　給料はその分割増にするように言っておくから」

			「別にいいですけど……何か？」

			「三日後の試食会のことでな」

			　試食会。年に一度、ウルドの農家と役所の妖精・精霊保護研究課が共同で開く催しだ。ウルドで栽培した野菜や果物を調理し、訪れた人々に食べてもらうのである。

			　美(お)味(い)しい作物は大地がもたらす恵みであり、その大地を豊かにしているのは精霊たち。それを多くの人に知ってもらうのが目的だ。

			　エルフを始めとする森とともに共存する種族と違い、純血の人間などは環境問題に対して危機感が希薄な者が多い。精霊を棲(す)まわせるため、穢(けが)れた土地に浄化魔法を施すなどの活動も続けているが、一番必要なのはそれらを行う人の手だ。

			　遠い未来、ウルドだけではなくノルン中から作物が採れなくなってしまう恐れもある。自国で採れた食べ物が食べられなくなるのはとても悲しいことだ。

			　食生活をさらに他国からの輸入に頼りきりになったとして向こうが物価を釣り上げれば、それは財政にも大きな負担となる。

			　ヴェルダンディー、スクルドも日をずらして行っているこのイベントは、実はとても重要な意味を持っていた。

			「料理を作るために来るはずだった食堂の職員がな、二人ほど来られなくなってしまったんだ。浮気がバレて夫婦喧(げん)嘩(か)に発展した挙げ句に妻に肋(ろつ)骨(こつ)を折られたとか、隠し子が四、五人発覚して修(しゆ)羅(ら)場(ば)中とか」

			「ずいぶん過激な理由ですね」

			「そういうわけで人手が足りなくなってな。保護研究課の面々も料理はできない連中が多いんだ。俺は他の仕事に入るし、フィリアならある程度任せても大丈夫そうだが一人じゃ大変そうだと思って誰か捜していたんだが……お前がいたと思ってな」

			「僕が参加してもいいんですか？　あまり手の込んだものは作れませんよ？」

			「ウルドの野菜や果物を使った簡単に作れて美味(うま)い料理、がコンセプトなんだ。そんな気を張らなくてもいい。ただ、打ち合わせとかがあるから一応明日も来てもらいたいんだが……」

			　ヘリオドールの殺傷能力を持つクッキーを人が食べられる物へと昇華させた総(そう)司(じ)の腕なら、心配はないだろう。

			　総(そう)司(じ)も「そういうことなら」と了承する。

			「良かった……助かったぞ、ソウジ」

			「料理もお菓子も作るのは好きですから」

			「……なあ、ジーク。ちょっといいか？」

			　二人のほのぼのした空気にアイオライトが恐る恐る入り込む。一つの疑問が浮かんだためである。

			「まさかとは思うけど、ヘリオドールも手伝わせる、とか言わない……よな？」

			「手伝わせるぞ」

			「えっ……!?」

			　クッキー事件の全貌を聞かされたことのあるアイオライトには、その決断があまりにも無(む)謀(ぼう)なものに感じられた。保護研究課は上司がヘリオドールのクッキーによって生死の境を彷徨(さまよ)ったことをお忘れか。

			　激しく動揺するアイオライトに、被害者が慌てて首を横に振る。

			「あいつはアレンジするからひどいことになるだけで、正確な手順そのものを教え込めば食えるものが作れるぞ」

			「そうですね。ヘリオドールさんって自己流で造ろうとするからいろいろやらかすだけで、しっかりと掟(おきて)を守れば大事には至りませんよ」

			　アレンジ。自己流。それは料理初心者がやらかす最大にして最凶の悪である。

			　こうすればもっと美(お)味(い)しくなる。このほうが美(お)味(い)しいはずだ。そんな思い込みにより、何の悪気がなくても必然的にメシマズ料理を召喚してしまう。

			　そのことが発覚して以来、ヘリオドールも少しずつまともな料理が作れるようになっていった。

			「ヘリオドールも成長したんだなあ……」

			「ソウジが料理の基本的なルールを叩き込んだおかげだけどな……嘘みたいな本当の話だが、あいつ、クッキーを火の中に放り込んで焼いてたんだぞ。そのほうが早く焼けるし香ばしいからって……」

			「ヘリオドールさんなんか全然大したことないですよ。僕の学校の調理実習じゃ林(りん)檎(ご)を片手で握り潰す人はいるし、片思い中の先生に食べさせる分に自分の血液を混入したり、南瓜(かぼちや)を細かくするために屋上から投げ捨てたり……僕の友人はチキンライスを作ると言っておきながら満面の笑みで豚ひき肉を用意しました」

			　ジークフリートは思った。ソウジが毎日通う『コウコウ』とは化物の集まりではないのかと。

			　アイオライトは思った。チキンライスの概念を打ち砕いた総(そう)司(じ)の友人とはおそらく馬鹿王子だと。

			「……とりあえず、今日はもう仕事が終わる時間だし、そろそろ帰っていいぞ。明日、とりあえず俺と食堂に来てもらって……」

			「ジークフリート課長……！」

			　ジークフリートの名前を呼びながらクエスト課に入ってきたのはフィリアだった。なぜか息切れをしている。

			「どうしたフィリア？」

			「わ、私じゃなくてヘリオドールさんが……」

			「ヘリオドールが？　俺に何の用だ」

			「ジークフリートォォォォォォォ!!」

			　フィリアのあとに入って来たヘリオドールはひどく顔色が悪かった。

			「どうしたんですか、ヘリオドールさん。今日は先に帰ったはずじゃ……」

			「変なのが！　私の部屋に変なのが棲(す)みついてんのよ……!!」

			　総(そう)司(じ)の腕に掴まりながら叫ぶヘリオドール。

			　かつてのトラウマを掘り起こされたジークフリートも顔色が悪くなった。

			　部屋に奇妙なものが棲(す)みついた。どうしたらいいか分からず、放置するしかなかった。さっき帰ってみたら大変なことになってて慌てて飛び出してきた。

			　自分よりもそういうのに詳しそうな人物に調べてもらいたい。

			　慌てふためくヘリオドールから何とか聞き出した様々な情報を繋ぎ合わせると、どうやらそういう話になるらしい。

			　パニック状態の上司からの供述を事細かにメモした総(そう)司(じ)は納得するように頷いて、白羽の矢が立った人物へ視線を向けた。

			「というわけでジークフリートさん」

			「拒否権を発動する」

			　ジークフリートが近くにあった書類の束で顔を隠した。それを総(そう)司(じ)が「アンチ拒否権で拒否権コマンドを無効化します」と言って、書類を勢いよく投げ捨てた。非常に精神年齢の低いやり取りである。

			　ならば、強引に脱出するのみだ。駆け出したジークフリートが窓から飛び降りようとすると、足に何かががっしりとしがみついた。

			　号泣するヘリオドールだった。かつては魔王軍相手に勇敢に戦った元戦士が「ウワアァ」と上擦った悲鳴を上げた。

			「何でよ、ジークフリート！　あんた私に何かあったら相談に乗ってくれるって言ったじゃない～～～～～!!」

			「言ってない！　そんなこと俺は一言も言ってないぞ！　それはお前の脳内に住んでいる優しい俺が勝手に言ったことだ！」

			　実を言うと「そんなこと言ったような言わなかったような」的な記憶なのだが、あえてそこには触れない。あの魔巣にまた向かって死ねと言うのか。ひどいぞ老人虐(ぎやく)待(たい)だ。

			「離せぇぇぇぇぇ!!」

			「あんたが頷いてくれるまで離してあげない!!」

			「ヘリオドールさん、落ち着いてください。ジークフリートさんが困っています」

			　しばらく傍(ぼう)観(かん)していた総(そう)司(じ)がようやくヘリオドールを宥(なだ)めに入る。ヘリオドールも部下の前であることを思い出したのか、ジークフリートの足から離れて涙を拭った。

			　解放された老人は死んだ目で仕事を再開し始めた。アイオライトの下へ避難していた。

			「総(そう)司(じ)君……私もうどうしたらいいか……」

			「弱気になるなんてヘリオドールさんらしくないですよ」

			　項(うな)垂(だ)れるヘリオドールへ語りかける総(そう)司(じ)の声はどこか優しい。

			「正体が分からないなら分からないうちに燃やせばいいじゃないですか」

			「ちょ……お前それは駄目だろ!!」

			「何いきなり最終手段に出ようとしてんだ!?」

			　総(そう)司(じ)のあまりにも大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)な解決法にジークフリートとアイオライトからツッコミが入る。

			　考えようによっては適当でしかない提案にヘリオドールも赤く腫れた目で少年を睨み付けた。

			「そんなの一番最初に試したわよ！　最大火力で！」

			「あら、試して駄目だったんですか。それじゃあジークフリートさんに頼るしかないですね」

			「そうでしょ!?」

			「というわけでジークフリートさん。もう一度ヘリオドールさんにしがみつかれてください」

			「何だ、この展開!?　お前たち絶対に事前に打ち合わせしてただろ!?」

			　ヘリオドールに近寄られ、後退りをしながらジークフリートが首を横に振りまくる。

			　同僚の叫びを聞きながらアイオライトは思った。総(そう)司(じ)って時々対応が驚くほど雑になるよなぁ、と。

			「あ、あの……ジークフリート課長！」

			　この惨状の中に響く天使の声。元凶を連れてきたフィリアが挙手をした。

			「私も行きますから課長も来てください！　お願いします！」

			「フィリア!?」

			「フィリアちゃん！」

			　敵は身内にいた。何だかんだで部下には甘いジークフリートはさらに顔色を悪くし、思わぬ援軍にヘリオドールは明るい笑みを浮かべた。

			　彼らの正反対の反応にフィリアは少々たじろぎつつ、発言の真意の説明を始める。

			「えっと……実は魔女さんのお家ってどんなところなんだろって気になってまして……」

			「あ、それでヘリオドールさんの自宅に行ってみたいんですね」

			「全然関係ない理由ですみません……」

			「いいわよ、フィリアちゃん！　味方が一人増えただけでも嬉しいわ！」

			　感極まったヘリオドールがフィリアに抱き着く。

			　ジークフリートが助けを求めるようにアイオライトへ視線を向けるも、ものすごい勢いで逸らされた。他のクエスト課の職員も気まずい表情で無視を決め込んでいる。

			　味方がいない。万事休すか。

			「ジークフリートさん、僕も行かせてください」

			　呆然とするジークフリートの肩を優しく叩いた者。それは総(そう)司(じ)だった。

			　ヘリオドールをけしかけた責任を感じているのだろうか。なんて清らかな心を持った少年だ。ジークフリートは彼の思いに胸を打たれた気分だった。

			「何だか楽しそうなので」

			「お前、単に面白がっているだけだろ!!」

			　前言撤回。この少年が一番タチが悪かった。

		

	
		
			少年と珍客

			　

			「きゃー！　ジークフリートさんよ！」

			「今日も凛(り)々(り)しくて素敵だわぁ……」

			　町行く女性が銀髪の美青年へ恋慕の視線を向ける。慣れているとは言え、好きでもない異性に言い寄られるのは気が重い。ジークフリートは控えめな笑みで手を振ると、足早に寮へ向かった。

			　かつてマイホームがあったヘリオドールだが、ダイナミック清掃により今は跡地が残るのみ。現在は役所の職員専用の寮に住んでいた。

			　そのヘリオドールはと言えば、三人も家に来ると言うことで軽く掃除をしたいと先に帰ってしまっていた。俺も帰ろうかな、とジークフリートは思いながら、声を嗄(か)らして結婚してと絶叫する女性の肉食獣のような目つきに胃を痛めた。

			　そして、そんなモテたくないのにモテる男を眺めていた総(そう)司(じ)が一言。

			「どうしたら結婚してと言われるようになるんですかね」

			「えっ」

			　その呟(つぶや)きを隣で聞いていたフィリアは、直球すぎる内容に頬を赤らめたあと、すぐに青ざめた。

			「ソウジ君には言って欲しい女の人がいるんですか……？」

			「いえ、僕ではなく友人が『何で俺は女子にちやほやされるのにパンダ止まりなのだ』ってハンカチ噛みながら悔しがってまして。彼、多少のことに目を瞑(つぶ)れば顔も性格もいいんですけど……」

			「うーん……」

			　会ったことのない総(そう)司(じ)の友人とジークフリートを比較するのは非常に難しい。

			　だが、本来アスガルドにはいないパンダがどんな生き物かは分かる。前に総(そう)司(じ)が向こうの世界の図鑑を持ってきた時に見せてくれたのだ。

			　確か白黒の熊だ。何だか愛(あい)嬌(きよう)があって可愛いと感じた動物だった。

			　つまり、友人とやらは男ではなく可愛いもの扱いされるのが不服らしい。

			「で、でも私はパンダ好きです！　その人にそう伝えてください！」

			「フィリアさんにそう言われたら彼もきっと喜ぶと思います。ありがとうございます。僕もパンダ好きです」

			「お前らパンダはいいから俺を助けてくれ！」

			　二人がパンダで盛り上がっている間にも、ジークフリートは屋根から飛び降りて来た女性からの攻撃という名の抱(ほう)擁(よう)を必死に避けていた。

			「ジークフリートさんもそろそろ身を固めれば皆さんも身を引いてくれるのでは？」

			「俺も前それいいなと思ったんだが、裏切ったって勝手に逆上して刺されるかもってリリスに忠告された」

			「愛とは狂気と紙一重なんですね」

			「他人事のように言っているが、お前もちゃんと覚えておけよ」

			　複数の異性から想いを寄せられているのを気付いていないような少年に、こいつは得な性格をしているな……とジークフリートは遠い目をした。

			　そして、二人の会話を聞いていたフィリアは、なぜか思い詰めた表情で自らの両手を見下ろしていた。

			　総(そう)司(じ)の言う通り、愛とは狂気である。

			　

			「ずいぶん遅かったじゃない。もう少し早く来ても良かったのに待ちくたびれたわよ」

			　数分後、辿り着いた寮の一室の前では、ヘリオドールが待っていた。が、様子がおかしい。

			「ヘリオドールさん、息切れしてませんか？　汗も掻いてるし」

			「お前、片付けにどれだけ体力消耗しているんだ……」

			「何のことかしら？　ほら、早く入って！」

			　ヘリオドールが三人を部屋に招き入れる。そこはかつてのマイホームとは違い、草木が生い茂ることのない普通に人間が暮らしていそうな空間が広がっていた。

			「わあ……ちゃんと片付いている部屋ですね」

			「ふ、ふふん。仕事ができる女はプライベートでもちゃんとしてるのよ、フィリアちゃん」

			　室内を見回すフィリアに自慢げに話すヘリオドールの声は上擦っていた。明らかに動揺している。

			　しかし、綺麗に整頓されているのは本当である。窓際に観葉植物がいくつか置かれているぐらいで、以前のようなジャングル化の兆候は見られない。

			「それで？　問題の生物はいったいどこにいるんだ？」

			「あ、それならこっちに……」

			「きゃあああああ！　ソウジくーん！」

			　フィリアの悲痛な悲鳴が響き渡る。

			　まさか、ヘリオドールの恐れる謎の生物の餌(え)食(じき)になってしまったとでも言うのか、あの総(そう)司(じ)が。

			　焦(しよう)燥(そう)感(かん)に駆られながらも、ジークフリートが少年が立っていた場所へ視線を向ける。

			　そこはちょうどクローゼットの前であった。その扉は大きく開け放たれ、そこから大量の衣服が雪崩(なだれ)のように溢れ出していた。

			　魔女のトレードマークのローブだけでなく下着まで。とりあえず、ある物すべて突っ込んだはいいものの、クローゼットが耐え切れなくなって吐き出したと思われる。

			　総(そう)司(じ)はヘリオドールの服の山の下敷きになったようで、彼の手が服の合間から姿を覗かせた。

			「……ヘリオドール」

			「……慌てて片付けたらこんなことになりました！　ごめんなさい！」

			　ヘリオドールは誠意のこもった謝罪をした。

			　アクシデント。いや、これは単なる人災だ。ヘリオドールの衣服に埋もれた総(そう)司(じ)はピクリとも動こうとしない。それを見たヘリオドールは最悪の事態を想像して青ざめると、急いで山を崩し始めた。

			「総(そう)司(じ)君、生きてて……！」

			「死ぬな、ソウジ！」

			　ジークフリートも加勢に入り、衣服を周囲に投げ捨てながら掻き分けていく。

			　それを横目で見たヘリオドールは非常に大事なことを思い出して息を飲む。彼を総(そう)司(じ)救出メンバーに入れるべきではなかったのだ。

			　慌ててジークフリートの手を止めさせようとするも、時すでに遅し。彼の手はしっかりとヘリオドールのパンツを掴んでいた。

			　年がずいぶんと離れている上にどちらも恋愛感情など１ミリも抱いていないとはいえ、これは看(かん)過(か)できる行為ではなかった。

			「ドヒェェェェェェ！」

			「な、何だぁぁぁぁ!?」

			　あまりの羞(しゆう)恥(ち)に顔を赤らめながら絶叫するヘリオドールに、事の重大さに気付かずジークフリートが驚いた。同時にパンツを勢いよく投げ捨てたことにより、ヘリオドールの羞(しゆう)恥(ち)は憤(ふん)怒(ぬ)にシフトチェンジした。
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			「これからはちゃんと片付けるようにするから、女の子の下着をそんなふうに扱わないで！」

			「じゃあ、どうしろって言うんだよ！　敬(うやま)いながらそっと置いたら逆に気持ち悪いだろ、俺」

			「本当に気持ち悪いな！　あんた実は少し変態属性入ってるでしょ!!」

			「そもそも女の子って歳でもないだろ！」

			「万死！　その台詞(せりふ)は万死に値する!!」

			　パンツを話題に口論へと突入した美男美女の目の前をずいぶんと削り取られた山が噴火したのはその時だった。中から飛び出してきたマグマこと総(そう)司(じ)は、水浴びしたあとの犬のように首をぷるぷると振った。

			「総(そう)司(じ)君、良かった！　ごめんなさい、大丈夫だった!?」

			「服って重いんですね」

			「ほ、本当にごめんなさい……」

			　ここまできたらキレてもいいレベルである。特に平素と変わらない様子にヘリオドールは申し訳なさから涙ぐんだ。

			　そして、残された衣服はあとで片付けることになり、一行は問題の生物がいると思われる部屋へと向かった。

			　そこはリビングだった。観葉植物が数種類置かれ、テーブルに薬の調合に使用する蜥蜴(とかげ)の干物が放置されている以外は、特におかしなところはないように見える。

			　だが、皆さんお気付きだろうか。そう、赤い花を咲かせた観葉植物に注目していただきたい。

			　一見、ウトガルドに生息している椿(つばき)という植物に似たそれの枝の一つをよく見ると、何かがぶら下がっているのが分かる。

			　まるでカマキリの卵のような白く球体に近いかたちの物体。それは数秒ごとに白くぼやけた光を発していた。

			「多分、一週間ぐらい前からあると思うんだけど……」

			　そう語るのは、この部屋に住む女性のＨさん。ある日、仕事から帰ってきた時、この物体を発見したという。

			　Ｈさんも当初はカマキリの卵と判断し、外して森に移そうと考えた。しかし、どんなに力を入れても外すことができなかったため、やむを得ず魔法で燃やそうとした。

			　その時のことをＨさんに再現してもらうと……。

			「ホアタァッ！」

			　Ｈさんが火炎でできた球体を出現させる。一歩間違えれば部屋を焼いてしまう恐れがある。そのことを危(き)惧(ぐ)した彼女の部下が「やめたほうが……」と忠告をするも、「大丈夫よ」と受け流す。いったい何が大丈夫なのか。

			　火球はカマキリの卵のようなものにぶつかっていくも、燃え上がることなく消滅してしまった。正確に言えば、その瞬間赤く光った卵に吸い込まれていったようにも見える。

			　これはどういうことなのだろう……。今回の調査に同行したジークフリート氏の紅く鋭い瞳(ひとみ)が謎の生物Ｚを睨み付ける。

			「果たして彼は生物の正体を解明することができるのか。そして、ＣＭのあと、取材陣は信じられない光景を……」

			「総(そう)司(じ)君、さっきから何なの。その変なナレーション」

			「緊迫感が増して、いい感じかなと思いまして」

			「あんたはテレビ局の人間か！」

			　確かに総(そう)司(じ)のいつもより低い声での語りは室内の空気を重くさせていた。ジークフリートとフィリアが深刻そうな表情で何かを話し合っている。

			　いや、総(そう)司(じ)のせいではない。二人は物体を見た時点で正体を見破っていたようで、ヘリオドールが火球を生物Ｚにぶちこんだ瞬間にはジークフリートが「あ、ああ……!?」と悲痛な叫びを上げていた。フィリアも上司ほどではないが、魔女の凶行に身を震わせていた。

			　尋常ではない彼らの様子にヘリオドールも実はわりと洒落(しやれ)にならないことをしでかしたのだと気付いた。

			「私何した!?　絶対にヤバいことしちゃった系でしょ!?　ジークの目が死んでるもん!!」

			「えーとですね……これはですね……」

			　フィリアが頬を引き攣(つ)らせながら慌てふためくヘリオドールに説明しようとした。まさにその時だった。

			　物体Ｚが騒ぎに気付いたかのように、強い輝きを放ち始めた。

			「これは取材に来た我々への警告ということなのだろうか？　このあと、Ｈさんの部屋に棲(す)み着いていた謎の生物の正体が明らかに……」

			「あんた、さっきから滅茶苦茶楽しんでない!?」

			「昨日テレビで謎の生物特集がやってたので、つい……あっ」

			「えっ、どうし……あっ」

			　総(そう)司(じ)の声にハッとしながらヘリオドールが物体Ｚに視線を向けると、表面に細かいヒビが入っていた。

			　先手必勝と気合を入れて杖を握り締めるヘリオドールだったが、それを止めたのはジークフリートとフィリアだった。二人がかりで羽交い絞めにされてはさすがに身動きも取れない。

			「待て！　もうこれ以上それに危害を加えないでくれ！」

			「お願いです、ヘリオドールさん！　何か事情があったと思うんです！　その子をいじめないでください！」

			「ほっ!?　な、何!?」

			　ヘリオドールが困(こん)惑(わく)しているうちに、ついに物体Ｚから白い発光体が飛び出してきた。

			　それは天井付近を飛び回ったあと、ゆっくりと降下してヘリオドールの目の前にやって来た。

			「ぎゃー！」

			「あら、可愛いですね」

			　ヘリオドールと総(そう)司(じ)の反応は正反対だった。声色はいつも通りだったが、少なくとも総(そう)司(じ)のコメントは好意的だ。

			　その眩(まぶ)しさに発光体から顔を逸らしてしまっていたヘリオドールは、恐る恐るそれへと視線を向けていた。

			　そこにいたのは鋭い鎌がキラリと光るカマキリ。でなければ、赤黒い液体に塗れたグロテスクな生命体、でもなかった。

			　ヘリオドールとよく似たピンク色の髪と黄金色の双(そう)眸(ぼう)。頭からは小さな触角がぴょこんと生えており、蜻蛉(とんぼ)と似た羽でパタパタと飛んでいる。

			　真っ白なワンピースに身を包んだ掌(てのひら)サイズの少女は、呆然とするヘリオドールに無邪気な笑みを送った。

			「わ……私の子なのかし」

			「いえ、十中八九違うと思いますよ」

			　動転しまくっているヘリオドールが言い終わるより先に、総(そう)司(じ)が的確なツッコミを入れた。その間にも少女はヘリオドールの肩の上に乗っかると、ヘリオドールの髪をいじり始めた。

			　人間で言えば、少女の外見はまだ五、六歳ほどだろうか。その楽しそうな表情を見ていると離れろとも言えず、ヘリオドールは少女を放置して事情を知っているらしきフィリアに話しかけた。

			　ジークフリートは急に座り込むと俯(うつむ)いたまま動かなくなってしまったので、使い物にならない。

			「フィリアちゃん、この子って妖精……よね？　あのカマキリの卵みたいのから出て来たけど、そうやって生まれるもんなの？」

			「えっとですね、これは妖精の卵というより巣みたいなものだと思います。妖精は、魔力は人間よりも強いですけど、人間に比べて脆(もろ)い種族で一度疲れてしまうとすぐに回復することができないんです」

			　フィリアは妖精が出て行って空になった卵らしき物体を見る。やがて、それは役目を終えると様々な種類の花びらに姿を変え、はらはらと崩れ、零(こぼ)れてしまった。

			「そこでこうして花びらと自分の魔力を練って作った繭(まゆ)のようなものに籠(こも)って、体力が回復するまで眠りに就きます」

			「つまり、ヘリオドールさんはそれに向かって炎を少なくとも二回は……」

			「総(そう)司(じ)君、お口チャーック!!」

			　こんな愛らしい生き物が中にいると知らなかったとはいえ、かなり外道なことをしてしまったという現実を受け入れられない。ぽつりと呟(つぶや)く総(そう)司(じ)に向かって鬼気迫る表情で叫ぶ。

			　凄まじい自己嫌悪に陥(おちい)るヘリオドールへフィリアがフォローを入れた。

			「で、でも私もほとんど見たことはないんです。妖精が繭(まゆ)を作るのは森の奥とか人目に付かない場所だそうですから。そうですよね、ジークフリート課長……大丈夫ですか、課長！」

			　ジークフリートが膝を抱えたきり復活しようとしない。ヘリオドールが「おじいちゃん、こんなとこで寝ないで」と体を揺らすも、心を開こうとしない。しかも何かを呪(じゆ)詛(そ)の如く呟(つぶや)いていて、不気味ですらある。

			　妖精好きなジークフリートの逆(げき)鱗(りん)に触れてしまったのだろうか。同僚に嫌われたと涙目になるヘリオドールに代わって、総(そう)司(じ)が起こそうとする。

			　が、総(そう)司(じ)は赤く染まったジークフリートの耳を一(いち)瞥(べつ)したあと、彼の顔の辺りに自分の耳を近付けるだけだった。

			　そして十秒後、立ち上がってヘリオドールに呟(つぶや)きの内容を報告した。

			「妖精たん超可愛い、だそうです」

			「うわっ」

			　ヘリオドールの涙が一瞬で涸(か)れた。

			　ヘリオドールを真顔にさせ、フィリアに「可愛いですよね、妖精……」と覇(は)気(き)のない声で言わせたジークフリートは、突然部屋を飛び出していった。衣服まみれの部屋に何とも言えない湿った雰囲気のみが残される。

			　これからどうしよう。ヘリオドールとフィリアは目を合わせると、ほぼ同時にそんなことを思った。

			　一方、総(そう)司(じ)は妖精に金平糖を食べさせながら、どうしてこんなところにいるかを聞き出していた。

			　妖精や精霊の言語が理解できる総(そう)司(じ)さえいればすべて解決するのだ。軽やかに去って行った男などいてもいなくても一緒な気がした。彼に来て欲しいと言ったのは自分であるが、ちょっとばかり本気でヘリオドールはそう思ってしまった。

			　ただ、フィリアは上司の異変に心を痛めているようで、ジークフリートが戻って来るのを待つように何度も玄関へ翡(ひ)翠(すい)色の視線を向けている。

			　そんな健気(けなげ)な少女にヘリオドールは優しい声で、けれど諭(さと)すように言った。

			「フィリアちゃん、ジークフリートのことは忘れましょう」

			「でも……」

			「いい人だったわよね……私にこの部屋を紹介してくれたのも、役所に働き始めた私を所長のセクハラの手から守ってくれたのもあいつだったわ……」

			「忘れるって存在そのものをですか!?」

			　思い切りの良さに定評のあるヘリオドールの豪快な忘れ方に、床の服を拾っていたフィリアが仰天した。

			「総(そう)司(じ)君、妖精から話は聞けたー？」

			「金平糖は砂糖でできてるんだよってお話ししてました」

			「誰が金平糖の原材料の話をしろって言った!?　ていうか、その情報源あんたでしょうが!!」

			「あ、この子はフレイヤから来たって言ってましたよ。転移魔法？　が使えないから頑張ってここまで飛んで来たらしいです」

			　肝心な情報がおまけ扱い。総(そう)司(じ)はさりげなく重要なことを言ったあと、白い金平糖を自分の口に入れた。

			　フレイヤというと、あの機動力が異常に高いお姫様がいる国だ。

			　あの国は妖精国と称されており、妖精や精霊にとっては棲(す)みやすい自然の宝庫である。わざわざ心地の良い住み処からこんな国までやって来る理由が思い当たらない。

			　ヘリオドールが意見を求めてフィリアを見るも、彼女も分からないようで首を傾げている。

			「何で、あんたウルド……っていうか、私の部屋に来ちゃったのよ」

			　よっぽど気に入ったのか、ピンク色の金平糖を一心不乱にかじっている妖精に話しかける。妖精はヘリオドールに気付くと、悲しそうな表情でぺこっと頭を下げた。

			　その行動に固まるヘリオドールへ総(そう)司(じ)が解説をする。

			「勝手に部屋の中に繭(まゆ)を作ったからヘリオドールさんが怒ってると思ってるみたいですよ」

			「ちょっとびっくりはしたけど、怒りはしないわよ。それだったら火の玉ぶつけたり電撃与えたり氷漬けにしようとした私のほうが圧倒的に悪いじゃない……」

			　ジークフリートが聞いたら、白目を剥(む)くこと間違いなしの余罪が次々と出てきた。

			　だが、フィリア曰(いわ)く妖精の繭(まゆ)はかなり頑(がん)丈(じよう)で、それぐらいでは壊れたり中で眠る妖精に被害は及ばないらしい。ヘリオドールが謝罪すると、妖精は「謝らないで」と言うように首を横に振って微笑んだ。

			　髪と瞳(ひとみ)が自分と同じ色で幼い容姿。少し前にとち狂って部屋を出て行った残念な男ほどではないが、ヘリオドールの胸もときめいた。

			　小さな妹ができたような気分だ。

			　すると、総(そう)司(じ)からまたもや興味深い情報が告げられた。

			「……毎年ウルドの試食会が開かれる時期に来てるみたいですよ」

			「何で？　料理目当てってこと？」

			「何でも会いたい人がいるようで」

			「会いたい人ねえ……」

			　さらに聞いてみれば、妖精は九年前からずっと年に一度の試食会に来ているようだが、目当ての人物にはいまだに会えないらしい。

			　その人物に初めて出会ったのは十年前の試食会。どうしても人間たちの開く催しに興味があって、妖精がこっそり様子を見に来た時だった。

			　人間の子供。分かっているのはそれぐらいで名前も聞けなかった。けれど、子供には妖精が見えていて別れ際にはこう言ってくれたのだ。

			「また会おう」と。

			「……それじゃあ、あんたはその言葉をずっと信じてるんだ」

			　ヘリオドールの表情は浮かない。

			　所(しよ)詮(せん)は子供の口約束だ。とっくに忘れているだろう。現に九年間ずっと会えずにいるのだから。

			「ねえ、あんたはその子供があんたのこと覚えてるって信じてるの？」

			　ヘリオドールがそう問いかけると、妖精は自信満々に頷いた。迷いなど一切感じられない。

			「ヘリオドールさん……この子、本当に会いたいんだと思います」

			　フィリアがどこか悲しげに目を伏せる。

			「フレイヤに普段棲(す)んでる妖精にとって、フレイヤに比べて自然が少ないウルドは住みづらくてあまり長くはいられないらしいんです。だから、繭(まゆ)の中に隠れて試食会が始まるまで体を休めるつもりだったのかも……」

			「そっか……でも、私たちが騒いでたから早めに出てくることになっちゃったのね。悪いことしたわね。よしよし」

			　ヘリオドールの指に頭を撫でられると、妖精は擽(くすぐ)ったそうにしたが、嫌がる素振りは見せなかった。

			　そこまでして会いたい人物はきっと自分が妖精にそんな言葉を告げたことすら記憶に残っていないだろう。

			　けれど、その愛らしい笑顔を見ていると、彼女にはそんな虚しい真実など伝えられない。

			「でも、なんでそんなに会いたいんですか？」

			　金平糖を食べながら総(そう)司(じ)が尋ねると、妖精はぱくぱくと口を動かし始めた。ヘリオドールやフィリアには分からないが、言葉を発しているようだ。

			　話し終わったようで妖精が口を閉じるとヘリオドールは総(そう)司(じ)に尋ねた。

			「何て言ってんの？」

			「心配だから、だそうです」

			「えっ？　その子供に恋をしたとかそういうパターンじゃなくて？」

			「はい。出会った時、何だかとても悲しそうにしていたので、もう一度会って元気にしているかどうか確かめたいと」

			「こんなに可愛いのに、なんか母親みたいな理由ね」

			「私はまだ百七歳でそんな歳じゃないって文句を言ってます」

			「しかも、ジークより年上……」

			　ここにいない男の反応が見てみたいものである。

			「あの、それでこの子どうしましょう？」

			　新たな議論のネタを投じたのはフィリアだった。

			「そうねぇ……」

			「私たちの課で預かることもできますけど……」

			　試食会が開かれるまであと三日。確かにこんな場所に置いておくよりは、妖精や精霊がある程度過ごしやすい環境を整えることができる妖精・精霊保護研究課の下にいるのが一番かもしれない。

			　ところが、妖精はヘリオドールとフィリアの会話を聞くと、金平糖を手離してヘリオドールの髪に抱き着いた。

			「ちょ……ちょっとぉ!?」

			「ここから出て行きたくないんじゃないですか？　ヘリオドールさんに懐いてるみたいだし」

			　まだぽりぽりと金平糖を食べつつ、総(そう)司(じ)がそう言う。

			「懐いてるって……いくら部屋を提供したとはいっても……」

			「容姿が似てるから親近感持たれてるんじゃないですか？」

			「それはあるかもしれませんね！」

			　総(そう)司(じ)の推理にフィリアが頷く。

			　ヘリオドールは何とか妖精を髪から引き剥がすと、苦笑気味で聞いてみた。

			「あんた、もうちょっとだけ私といる？」

			　その言葉に元気をなくしていた妖精の表情がぱあっと明るくなる。そして、何度も頷いたあと、頬にキスをされてヘリオドールは悶(もだ)えた。

			「この子、可愛い～～～～～！」

			「ヘリオドールさんも気に入ってるみたいだし、とりあえず解決ですね。この金平糖は置いていってあげよう……」

			「でも、どうして妖精はヘリオドールさんのお部屋にいたんでしょう……ジークフリート課長なら何か分かると思……ソウジ君？」

			「同族だから分かります。この邪(よこしま)な気はおそらく……」

			　謎めいた台詞(せりふ)を残して総(そう)司(じ)がリビングから出て行った。

			　その直後、玄関から騒ぎ声が聞こえてきた。

			「なっ……どうして部屋に入れてくれないんだ！　妖精たんのためにこんなにお菓子を買ってきたんだぞ!?　あんなに幼い見た目の妖精たんなんて滅多に見れな――」

			「入っちゃ駄目です」

			「なぜだ！」

			「今のジークフリートさんは事案そのものだからです」

			　結局、総(そう)司(じ)がジークフリートを部屋に入れることはなかった。彼の判断は正しいと言える。

			　なぜなら妖精はジークフリートの声を聞き、不安気に体を震わせていたからだった。

			　

			「それで？　この妖精ちゃんはずっとヘリオちゃんにぴったりなわけねぇ」

			　本日、役所に訪れたヘリオドールはいつもと違っていた。その肩に小さな妖精が乗っているのだ。

			　自分と同じ色のピンク色の髪をいじりつつ、時折ヘリオドールの頬に自分の頭を擦り付けている。

			　妖精は魔力をあまり持たない者には見えない存在だったが、魔術師などにはその姿がはっきり見えていた。その微笑ましい光景に、口元を緩ませている。

			　リリスも妖精の可愛らしさに骨抜きにされた一人だ。

			　フィリアとジークフリートから話を聞いていたようで、ヘリオドールの姿を見付けると「ヘリオちゃーん、私にも妖精ちゃん見せて～」と駆け寄ってきたのである。

			「妖精ちゃんってだいたいはフィリアちゃんくらいの見た目の子が多いんだけど、こういう子は本当に珍しいの。ジークが鼻血を出した気持ちも分かるわぁ」

			「うげっ、あいつ鼻血出したの？」

			「妖精ちゃんを思い出したら止まらなくなったって言ってたわよ」

			「だから、あいつ総(そう)司(じ)君には立ち入り禁止って言われるし、この子に怯(おび)えられるのよ」

			　ちなみにジークフリートはフィリアから自分の声に反応して妖精が怯(おび)えたことを聞き、保護研究課で落ち込んでいた。彼の部下たちからは失恋した男みたいで哀れだから何とかしてくれと言われたが、無茶振りはよせとヘリオドールは断った。

			　フィリアもいつもより強い口調で「駄目です」と彼らの懇(こん)願(がん)をぴしゃりとはね除けた。

			　男が思っている以上に女の子の心は繊細で壊れやすい。男が純粋な愛を向けたとしても女の子が本気で嫌がるようなら、その時点で結果は知れている。周りが勝手に盛り上がって二人の溝を埋めようと模索したところで、女の子にはいい迷惑だ。

			　ジークフリートもそれを分かっているからこそ涙を流しながら、妖精から距離を取っているのだ。ゆえに彼が一番、自分がどうすべきかを理解していた。

			「でも妖精ちゃんは女性的な心と容姿を持つだけで、厳密には中性的な種族なんだけどね」

			「待って。その話を前提に置いてジークの行動を顧(かえり)みると、あいつかなりヤバい奴になる」

			「愛に種族や身分の壁なんて関係ないわぁ」

			「リリスって爛(ただ)れてるくせに一ヶ月に一回くらいは、いいこと言うわね……」

			　何気にひどいことを吐き捨て、ヘリオドールはポケットから総(そう)司(じ)にもらった小瓶を取り出した。そして中から黄色い金平糖を出して手渡すと、妖精は喜んで食べ始めた。

			「ジークとかフィリアちゃんから聞いてはいたけど、この子たちって甘いのが好きなのねー……」

			「妖精ちゃんの主食は花の蜜や小さな果実だから、こういうのが好きなのよ。甘いし見た目も可愛いから」

			「この子、昨日黒い金平糖欲しがってたけどね。ピンクとか青とか綺麗な色だから可愛いのに、何で黒を欲しがるかなぁ……」

			　ヘリオドールは不思議そうに首を傾げ、妖精へ手を伸ばした。すると、妖精はヘリオドールの手の甲に乗り、そこでまた金平糖を食べ始めた。

			　まるで小動物のようだ。リリスはその様子に癒(いや)されつつ、感心したように言った。

			「ヘリオちゃん、よく妖精ちゃんの考えてることが分かったわねぇ」

			「結構時間かかったけどね。部屋に置いてた黒い種と金平糖を交互に持って何だろうと思ってたけど……」

			「多分……ソウジちゃんの色だから、じゃない？」

			「総(そう)司(じ)君の色……」

			　ヘリオドールの脳裏に浮かんだのは黒いマントを纏(まと)い、ドクロがあしらわれた王座に腰かける総(そう)司(じ)の姿だった。

			　世紀末感溢れる部下をイメージしてしまい、ヘリオドールは眉(み)間(けん)に皺(しわ)を寄せた。

			「なんか魔王みたい……」

			「……ヘリオちゃんは何を想像したのかしら」

			「ま、まあ、でも、妖精と一緒に過ごすのって大変なのね。総(そう)司(じ)君がいないとなかなか意思疎(そ)通(つう)が上手くいかないもの」

			「そうねぇ……でも、それだけ懐いてるんだもの。何とかなるわ。頑張ってね、ヘリオちゃん」

			　そう言ってリリスが立ち去る。彼女の言う通り果たして上手くいくだろうか。

			「ん？　何？」

			　一(いち)抹(まつ)の不安を抱えるヘリオドールに、妖精が何かを教えるように後ろを指差す。振り向いたものの、何もなかったので、どうしたのかと思った時だった。

			「あ、ヘリオドールさん！」

			　フィリアが曲がり角からひょっこりと姿を現した。

			「妖精も一緒に来てたんですね」

			「………………」

			「……えっと、何かありました？」

			「ううん。妖精ってずいぶんと勘が鋭いんだなあって……」

			　ヘリオドールが零(こぼ)した呟(つぶや)きに、妖精は誇らしげに胸を張った。ここは褒(ほ)めたほうがいいのだろうか。ヘリオドールは「えらいえらい」と妖精の頭を指で撫でた。

			　それだけで満足げに目を閉じてされるがままになっている妖精に、ヘリオドールが微妙な笑みを浮かべる。

			　超可愛い。超可愛いのだが。

			「ヘリオドールさん、どうしたんですか？」

			「この子すごく人懐っこいのよ」

			「そうですね……」

			「なのにジークには怯(おび)えているから、ちょっとあいつが可哀想(かわいそう)になっちゃって」

			　オボロだけではなく、いかつい見た目のブロッドにすら妖精は怯(おび)えずに近付いて行った。なのに、やはりジークフリートだけは駄目なようで、名前を口にするたびにびくっと体を震わせている。

			　総(そう)司(じ)に事案と言わしめた彼だが、哀れにも思えてきてしまった。この愛くるしい笑顔を彼にも向けてやってはくれないだろうか。

			　フィリアも同じことを考えていたようで、小さくため息をつく。

			「課長、泣いてました……」

			「でも、あいつ超いい男よ。昨日総(そう)司(じ)君に部屋に入れてもらえないからって買ってきたお菓子は全部置いて行ってくれたのよ……そのほとんどが私の胃袋に収まったけど」

			「妖精があんなにたくさん食べられないって分かってるはずなのに……あ、でもジークフリート課長が買ってきてくれたお菓子は美(お)味(い)しかったですね」

			　どこで買ったのかは知らないが、ジークフリートが妖精のために買ってきたお菓子はどれも美(お)味(い)しかった。

			　あれらを彼はどんな顔をして買ったのだろう。店員の中にジークフリートのファンがいなかったことをヘリオドールとフィリアはただただ願った。

			　どうか見ず知らずの人の恋心が粉々に砕けていませんように。

			「……そういえば私一つ気になることがあるんですけど、妖精はどうしてヘリオドールさんのお部屋に巣を作ってたんでしょうか」

			「うーん、総(そう)司(じ)君も多分そこは聞いてるはずなんだけど……」

			　総(そう)司(じ)はその部分にだけは一切触れず、そのまま帰宅してしまった。ただ、今日も試食会の打ち合わせで少しだけこちらの世界にやって来る。

			　その時にでも聞いてみればいい。ヘリオドールはそんな計画を立てた。

		

	
		
			少年と試食会

			　

			「母上！　父上！　これを見てください！」

			　そう言って二人に見せたのは野に咲く花で作られた冠(かんむり)だった。城で働くメイドの子供からもらったものだ。

			　王子にこんな粗末な物を渡すなとメイドは怒っていたが、自分にはそれがまったく粗末には見えなかった。自分のために作ってくれたというだけで、とても尊いものに見えた。

			　頭に被った花冠を見て母は小さく笑い、父は力強く頷いた。

			「とても似合ってるわよ」

			「お前も将来はそんなものよりも重みがあり、価値もある冠(かんむり)を被ることとなる。今のうちに訓練しておくのは悪くないぞ」

			「く、訓練？」

			「あなた、こういう時は素直に似合ってると言うものよ。まだ子供なのに難しいことを考えさせちゃ駄目」

			「ふむ……それもそうか」

			　母に指摘され、父は軽く咳払いをしたあと、ぎこちないながらも笑みを見せてくれた。

			「よく似合ってるぞ……」

			「はい、ありがとうございます！」

			　あの頃は王子や王族というものが何なのかよく分かっていなかった。とりあえず両親はとても偉い存在で、その子供である自分も将来は同じような人になるということは理解していた。

			　だが、偉いことはあまり嬉しいことではなかった。他の子供たちと遊べないし、父と母以外の大人にはどこかよそよそしくされた。皆、王子だからという理由だけで自分を避けていく。

			　こっそりと街に出て子供たちと遊び、あとで見付かればなぜか自分ではなく、その子供たちが大人に責められていた。

			　どうしてなのかと聞けば、母はほんの少し悲しそうな顔をした。普通の子供のように生きられないのも嫌だったが、母のそういう表情を見るのはもっと嫌だった。

			　だから、普通の子供のように生きるのは駄目なのだと自分に言い聞かせることにした。母と父を困らせて嫌われてしまったら、もう誰にも愛されないと知っていたから。

			　我慢した。寂しくても耐えた。そのうち、自分がどういう立場の人間なのかもはっきりと理解もした。

			「エイプリル王妃……どうしてこんなことに……」

			「まだ幼いクォーツ王子を遺して亡くなられてしまった……」

			「不治の病だったとはいえ、早すぎるではないか……」

			　痩せ細り、青ざめた母が黒い棺(ひつぎ)の中へ収められていく。

			　母は病で死んだ。涙は流れなかった。いや、流せなかった。肉親が亡くなったとはいえ、泣きじゃくっていては王子として示しがつかないと城の者に言われたからだ。

			「私と来て欲しい場所がある」

			　父にそう言われて部屋から連れ出されたのは真夜中だった。母が亡くなってから初めて父に声をかけられた気がした。父は母が棺(ひつぎ)に入る直前までずっと側にいたから。

			　向かったのは城の地下室だった。ユグドラシル城の下には罪人を閉じ込める牢獄があるとは聞いていたが、そちらとはまた違う場所のようだ。

			　冷たい空気に身震いを起こす。

			「父上、ここはいったい何なのですか……」

			「時折、エイプリルが作ってくれたパイはとても美(お)味(い)しかった」

			「……父上？」

			「私の誕生日の時、お前は厨(ちゆう)房(ぼう)の者を困らせながらもクッキーを焼いてくれた。砂糖と塩を間違えたようで食えたものではなかった。食えたものではなかったが……美(お)味(い)しかったとエイプリルと笑いながら食べた」

			　父の抑(よく)揚(よう)のない虚ろな声が薄暗い地下に響き渡る。恐ろしい、と肉親に対して抱くべきではない感情が生まれていく。

			「私とお前……そして、エイプリル……またこの三人で笑い合う日が来ると私は信じている。それを叶えるためなら、私は生命を授かりしすべての者に与えられた死という終(しゆう)焉(えん)をも克服してみせる」

			「お待ちください、父上。いったい何の……」

			「着いたぞ。ここだ……」

			　血のように赤い扉の前に立ち、父が鍵(かぎ)を開ける。引き攣(つ)れた音を上げながら扉がゆっくりと開かれていく。

			　脈打つ心臓の音が聞こえる。いや、違う。これは時計が針を刻む音だ。無数に置かれた時計からカチ、コチと無機質な音が発せられている。

			　そして、そこには。

			　

			「ひっ……！」

			　クォーツが目を覚ますと、目の前にはうっすらとした闇が広がっていた。

			　自分はまた夢を見ていたというのか。焦(しよう)燥(そう)感(かん)に駆られながらも周囲を見回す。

			　そこは学校の視聴覚室だった。スクリーンには小学生が墓場へ肝(きも)試(だめ)しにやって来た映像が映し出されている。ようやく、ここで部活動という名の映画鑑賞をしていたと思い出す。

			「ふ……藤(ふじ)原(わら)？」

			　だが、隣にいたはずの男がいないことに気付き、クォーツは椅子から立ち上がるともう一人の部員を求めた。

			「どこだ、藤(ふじ)原(わら)！」

			　照明を点けて室内を捜し回るが、その姿はどこにも見当たらない。

			　あの男はいつもなら映画が終わるまでずっと視聴覚室にいる。出て行くことなどほとんどない。

			　何かあったのではないかとクォーツは廊下に飛び出そうとする。

			「ふ……！」

			「何かあったんですか、斎籐君」

			　開いた扉の前に立っていたのは、ペットボトルを手にした総(そう)司(じ)だった。安(あん)堵(ど)のため息をついたあと、クォーツは自らの動揺を悟られないように笑みを顔に貼り付けた。

			「ふ、ふん。今回の映画のジャンルはホラーだ。俺が寝ているうちに貴様は恐れをなして逃げ出したのか。脆(ぜい)弱(じやく)な奴め」

			「この映画って一人で観ていると、首がない女の子の霊が出てきて、その人の首に自分の血を塗り付けるって噂があるんです。その様子だと出なかったみたいですね」

			「えええええっ!?　ちょっと何なの、ぶっ殺すよ!?」

			　寝ている人間を実験体に使うとは言語道断である。この男ほど恐れという言葉が似合わない者もそうそういない。

			　慌てて自分の首を確認するクォーツに総(そう)司(じ)がペットボトルを差し出す。

			「せっかくだから買ってきました。実験のバイト代だと思って受け取ってください」

			「こんな命懸けのバイト、面接どころか志望もしてないぞ！　でも、ありがとう！　喉は渇いてた！」

			「そんなに騒げば喉も渇きますよ」

			　お前が言うなと思いつつ、クォーツはペットボトルを開けて中身を飲み始めた。

			　その様子を総(そう)司(じ)にじっと見られ、クォーツは眉をひそめた。

			「俺の顔に何かついているか？」

			「顔色が悪いですね。嫌な夢でも見ましたか？」

			「……いや、そんなことはない」

			　目ざとい奴めと内心毒付きながら、クォーツは首を横に振った。明るくなったせいでやや見えにくいものの、スクリーンにはクライマックスのシーンが映されていた。

			　墓の下から現れたゾンビの大群をＵＦＯが無数のレーザービームで駆逐している最中だった。青い空の下で。

			「爽快ですね。……僕の中で映画化決定です」

			「ホラーがここまで爽快になってはならんだろ。しかも、もうこれ映画ではないか」

			「でも、ヘリオドールさんも面白いって言ってましたよ」

			「む……」

			　総(そう)司(じ)の口から飛び出したアスガルドの魔女の名。それを聞いたクォーツが素早く反応した。

			　先日のように鼻血こそ出さなかったものの、やはりヘリオドールが気になるようでそわそわし始める。友人のあからさまな態度を目にした総(そう)司(じ)の眼差しに冷気がわずかに宿る。

			「そんなに会いたいなら明日試食会に来ればいいじゃないですか」

			「いや、しかし……明日はレアアイテム入手イベントが……」

			　ネトゲに精神を蝕(むしば)まれ、現実世界への興味が失せつつある若者がここに一人。

			「ん？　貴様が昼飯の時に言っていた妖精に懐かれた女も確かヘリオドールだったな」

			「ですね」

			「貴様はなぜかは分からんが、妖精の言葉が分かるのだろう？　ヘリオドールの部屋に繭(まゆ)を作った理由は聞かなかったのか？」

			「聞きましたし、妖精さんも答えてくれましたよ」

			　総(そう)司(じ)は即答した。

			「どんな理由なのだ？　どんなことか俺も気になるのだが……」

			「昨日、試食会の打ち合わせに行った時もヘリオドールさんに聞かれまくったんですけど、僕は答えることができません。というより、何だか真実を伝えるのが申し訳なくて……」

			「何だ何だ。まさか卑(ひ)猥(わい)な理由ではないだろうな！　一人でそんな深刻な話を抱え込むなんて水臭いではないか！」

			「違います」

			　異様に興奮し始めたクォーツに詰め寄られても総(そう)司(じ)が怯(ひる)む様子はこれっぽっちもない。

			　彼の口はダイヤモンド級に堅い。良からぬ妄想をしてテンションを上げるような短絡的な高校生に敵う相手ではない。

			　ちくしょうと呻(うめ)くクォーツはわりと本気で悔しそうに床を蹴った。

			「あ、フィリアさんってエルフの女の子も試食会には来ます。良かったですね、パンダが好きらしいですよ」

			「えっ……エルフなら美人だろうから大歓迎だが、パンダ好きと言われても反応に困るぞ。俺もパンダは可愛いから好きだが」

			「僕はレッサーパンダも好きです」

			「パンダと言えば昼に売店で買った胡(ご)麻(ま)団子は美味(うま)かったな」

			　彼らは時折、こうしてツッコミ不在のゆるふわな会話をしながら十年間友情を築いてきた。

			　

			　そして、その頃のアスガルドでは。

			「うーん……これはあんまり。ていうか、私にはちょっとハードル高いわ……」

			　本屋でお菓子のレシピ本を漁(あさ)るヘリオドールの姿があった。

			「えっと……どれがいいのかな……」

			　別の本屋でも、どこか鬼気迫る表情でお菓子コーナーに立つ可(か)憐(れん)なエルフの姿が一人。

			　これじゃない、あれじゃないと悩みながら一冊一冊ページを捲(めく)る光景に、店員が何らかのアドバイスを与えるべく近付こうとする。

			「ああ、すまない。あの子のことは気にしないでくれ」

			　それをやんわり止めたのは銀髪の美青年だった。あのエルフにお似合いの容姿の持ち主である。

			「お客さん、あの子の彼氏ですか？」

			　と、店員もつい勘繰ってしまう。あの少女と二人で街に出るたびに必ずこんな質問をされる。

			　青年は苦笑気味に笑いながら顔の前で手を横に振った。

			「まさか。単なる上司と部下の関係だ。そもそも俺とあの子とでは歳が違いすぎる。そういう対象で彼女を見たことすらない」

			「ほう。そうすると、あのエルフさんにはちゃんとしたお相手がいるんですな？」

			「片思いだけどな」

			　彼らとフィリアの距離はそんなに離れていないのだが、今のフィリアには二人の会話などまったく耳に入っていなかった。

			（パイ……美(お)味(い)しいパイの作り方……！）

			　ヘリオドールとフィリア。二人の乙女が躍起になってレシピ本を読みまくるのには、れっきとした理由がある。

			　事の発端は昨日。試食会の打ち合わせに参加する職員や農家の人間が集まった時のことであった。

			「えっ、何これ!?」

			　ヘリオドールの素頓狂な声。

			　食堂で打ち合わせは行われたのだが、テーブルには試食会で調理される野菜や果物が載せられていた。が、食堂の職員ですら見たことのない作物ばかりだった。

			　まずはキャベツほどの大きさをした浅(あさ)葱(ぎ)色の花の蕾(つぼみ)のような物体。それに熱湯を少量垂らすと、花びらの部分がたちまち赤く色付き、一分もしないうちに咲いてしまった。

			　これは花びらが食べる部分らしい。かじってみると表面はパリッとした食感で、トマトのような味をしていた。

			　それから鬼灯(ほおずき)と酷(こく)似(じ)した植物。これらは赤、青、黄など様々な色をしていたが、職員たちをさらに驚かせたのは、切り込みを入れて中を開いた時だった。

			　実と同色でありながら、半透明の小さな玉が出てきた。まるで宝石のようなそれを口に含み、噛むと玉は簡単に潰れて甘い汁が飛び出してくる。

			　他にも見たことのない食材ばかりだ。珍しさにざわつく中で、フィリアが総(そう)司(じ)に小さな声で話しかける。

			「これ……前にパラケルススに行った時、エリクシア様に食べさせてもらったものばかりですね」

			「そうみたいですね。あの人たちはパラケルススで作ってるんでしょうか？」

			「ん？　あんたらこれがパラケルスス原産って知ってんのかい？」

			　総(そう)司(じ)とフィリアの後ろを通りかかった農家の一人が感心したように言う。エリクシア云々という部分は聞かれていないらしく、フィリアは安(あん)堵(ど)のため息をつく。パラケルススに行ったことを知られてはいけない気がしたのだ。

			「まあ、原産って言っても俺たちにも本当かは分からねぇんだ。妖精にも聞けないしな」

			「どういうことですか？」

			　何か含みのある発言をした農家に、フィリアが首を傾げた。

			「ここにある珍しい野菜だの果物は、全部元は妖精が育てていたものを研究して品種改良したもんなんだよ」

			「えっ、この子ら、そんなことしてたの？」

			　ヘリオドールも話に加わってきた。彼女の頭の上に乗っている妖精はどうだ、と言わんばかりに鼻を鳴らしていた。

			「ただ、人間が作るとなると結構大変なんだよ。あげる水は水の精霊ウンディーネに浄化してもらった上等なものだけ。土も土の精霊ノームが手入れしたやつじゃなきゃ芽も出さねぇ」

			「うわっ、そりゃ大変ね」

			「ウルドつーか、ノルンで作んのはちと大変な作業だ。何度か諦(あきら)めようかとも思ったぜ」

			「でも、結局諦(あきら)めなかったんですね」

			「へへ……どうしても完成させたくてなぁ。いざできてみれば味は最高だ。妖精たちにゃ感謝してるよ。こいつらがいなかったらこんな美(う)味(ま)いもんは作れなかった」

			　農家の屈(くつ)託(たく)のない笑顔を向けられ、妖精はヘリオドールのとんがり帽子の中に隠れてしまった。どうやら照れているようだ。

			　農家の人間は皆おおらかな性格の持ち主だった。だからこそ、自然と人間が本当の意味で共存できないものかと悩んでもいる。

			　森で育ったヘリオドールやフィリアにとっても決して他人事ではない話だ。明後日の試食会を成功させ、一人でも多くの人間に自然の尊さを感じてもらいたい。

			　そのため、精霊の助けがなければ育てることが不可能である―――ここにある作物は今回の試食会ではかなり重要視されてくる。いくら美味でもっと食べたいという声があっても、作れないと意味がない。

			「政治に興味なかったり、自国の野菜じゃなくても食べられるなら何でもいいって奴もいるものね。そういう連中には有効かも。自然が駄目になったら作れない作物を出すのは」

			「自国の野菜じゃなくてもかあ……そういう奴らがいんのは辛(つら)いねえ」

			　ヘリオドールの言葉に農家は苦みを含んだ笑みを見せた。

			　悪いことを言ってしまったと決まりの悪そうな顔をするヘリオドールに気付いて、すぐにその表情を消したが。

			　とまあ、少しばかり重い空気も流れたりしたが、打ち合わせは始まった。当日のスケジュールの説明の他、出される料理を作ってみたりもした。野菜はこのために持ってきていたのだ。

			　講師は農家だ。作り方は簡単なわりに非常に美味で、特に食堂の職員を驚かせた。

			『料理は時間や手間をかけなくても美(お)味(い)しいものが作れる』

			　という講師の発言にも妙な説得力があった。

			　そして、使い終わった食器や調理器具も洗い終わり、皆がぞろぞろと帰っていく。総(そう)司(じ)はオボロがまだ役所に残っていると知ると、住民課へと向かった。

			　最近オボロはウトガルドの世界情勢や政治に興味があるらしく、総(そう)司(じ)が新聞を届けていた。ついでに総(そう)司(じ)にウトガルドの文字も教えてもらっているようだ。

			　総(そう)司(じ)やヘリオドールが二つの世界を行き来する時に使う鍵(かぎ)には、異世界の言語を瞬時に翻訳できる機能が備わっている。それを一時的に借りれば文字の勉強などしなくてもいいのだが、『家に帰ってもやることないし勉強でもするよ』が本人の談。

			　オボロは頭の回転が速い。すでに日本語で使用される平仮名と片仮名は習得していた。ヘリオドールはむしろ英語のほうが簡単だと思っていたが、彼には日本語が向いていたようだ。漢字を見て魔法陣のようで面白いと末恐ろしいコメントも残していた。

			（私なんて一人で日本語マスターしたってのに……）

			（私もソウジ君に向こうの世界の言葉教えてもらおうかな……）

			　ヘリオドールとフィリアがオボロに羨(せん)望(ぼう)とわずかながら嫉(しつ)妬(と)を抱いていると、ふくよかな体型をした農家の女性がにやにやしながら近付いてきた。

			「お嬢さんたち、どちらがあの男の子のイイ人なの？」

			「私は違うわよ！」

			「私も違います！」

			　顔を赤らめて否定してから、ヘリオドールとフィリアは互いを見つめ合ってから内心安心した。肯定されなくてよかったと。

			　女性はそんな二人の顔を見て、くすくすと笑った。

			「分かりやすいわね、二人とも」

			「分かりやすいのはフィリアちゃんだけ！　この子なんて総(そう)司(じ)君に一目惚れしたんだから！」

			「ヘリオドールさんだってソウジ君が他の人といるとちょっと嫌そうな顔してます！」

			「あ、あらあら、落ち着いて」

			　予想以上に白熱した言い合いが始まり、そこで女性も制止の声をかける。

			　他人の恋愛ごとに首を突っ込むのは楽しいものだが、限度は考えなくてはならない。自分のせいでこの二人の仲にヒビが入るのはよろしくない。

			「そうね。どっちもあの子の彼女ではないのね」

			「そうよ！」

			「そうです！」

			　しかし、息は素晴らしいまでにぴったりである。女性は吹き出しそうになった。

			「からかってごめんなさい。お詫びにいいこと教えてあげる」

			「いいこと？　何それ」

			「かつてエイプリル王妃は試食会に参加して焼いたパイをクリスタロス王に食べさせたことがあったの。クリスタロス王は大層それを喜んだそうよ」

			「ふむふむ」

			「以来、試食会で手作りパイを好きな人に食べさせると想いが実るって話が……ん？」

			　女性が言い終わる前にすごいスピードでヘリオドールとフィリアが食堂から出て行った。

			　えっ？　と困(こん)惑(わく)する女性に、ヘリオドールが妖精といるため遠くから眺めることしかできなかった男が慌てた表情で駆け寄ってきた。

			「あの二人を焚(た)き付けるのはやめてくれ！　何をしでかすか分からないんだから！」

			「ジ、ジークフリートさん？」

			　ジークフリートの杞(き)憂(ゆう)は見事的中する。

			　翌日、ヘリオドールとフィリアは昼休みになると本屋に向かい、仕事が終わったあとも本屋に向かった。パイの作り方を求めて。

			　果たして彼女たちは美(お)味(い)しいパイを作れたのか。

			　それは試食会当日に明らかとなる。

			　

			　雲一つない青空の下、試食会の会場は役所の前となった。

			　倉庫にしまわれていた長机を綺麗になるまで拭いてから並べていく。虫が寄ってこないようにするため、虫が通ることのできない特殊な結界を張るのも忘れない。

			　下準備も終え、会場には次々と食堂で作られた料理が運ばれていった。見た目もよく食欲をそそる香りが参加者たちを盛り上がらせる。

			　子供は早く食べたいと駄々を捏ねて母親を困らせている。農家の面々は、母親には悪いもののそんな光景を微笑ましく感じていた。

			「小さな頃の俺は野菜ばっか出てきた時は肉を食わせろって怒ってたんだけどなあ」

			「あの子の口に合えばいいな」

			「ほら、男ども！　早く動きな！」

			「へいへい」

			　農作業の時に比べて女性陣の動きは機敏である。男たちが、料理が零(こぼ)れたら……とおっかなびっくりになりながら皿を運ぶ一方で、足早に会場を行ったり来たりを繰り返して運搬している。

			　自分たちはいらないのではと思うが、動かなかったら動かなかったで怒られるのでやるしかない。

			　

			　役所の食堂では料理を一通り作り終え、力尽きた調理係たちがぐったりとしていた。まさに屍(しかばね)。

			　いくら作りやすいと言っても大量となれば話は別だ。このような修(しゆ)羅(ら)場(ば)は慣れている食堂の店員と、やけにカラフルなプリンを食べている総(そう)司(じ)以外は机に突っ伏していた。水しか受け付けられないヘリオドールは老婆の如き嗄(かす)れた声で呻(うめ)くように言った。

			「あんた信じらんない……どうしてそんなもんパクついてんのよぉ」

			「頑張ったご褒(ほう)美(び)として、一個もらいました」

			「小さな子供か……」

			　ツッコミにいつもの覇(は)気(き)が感じられない。調理係に回った農家の者たちもいざ本番となると、一昨日と違ってさらにスピードも要求されると知って震えていた。

			　燃え尽きたヘリオドールには、ピンク色の髪の妖精が魔法で起こした風を送っていた。涼しげな風が火照った体に心地よい。

			「あー……ありがとね。まだまだ頑張らなくちゃいけないわ」

			　戦いはまだ続く。会場に送り込まれた料理たちの残量を見て、もう一度作らなければならないのである。

			「ふわー……今のうちに体を休めておかないとですよね……」

			「いや、お前とヘリオドールとソウジはもう仕事を離れていいぞ」

			　苦笑混じりの顔で頭に被った三角巾の位置を調整していたフィリアに、冷たい水が入ったグラスを渡しながら言ったのはジークフリートだった。彼も事務作業や戦闘の時とは違うタイプの忙しさにやられて、少々疲れているようだった。

			　フィリアはそんな上司からの言葉に落ち込んだ。

			「私……役に立てませんでしたか？」

			「ん？　そういうことじゃなくて、ここからは少しゆとりを持って作業できるからな。お前たちも会場に行って楽しんでこいってことだ」

			「ジークフリートさんはずっとここにいるんですか？」

			「まあな」

			　ジークフリートは椅子に座ってから、そう答えた。その返答をヘリオドールが不思議がった。

			「あんたも会場に行けば女の参加者が大量に釣れていいんじゃないの？」

			「いや、俺は会場に行くべきじゃない」

			「なんか理由あんの？」

			「俺が行ったら女の参加者の意識が料理じゃなくて、俺にばかり向いて試食会どころじゃなくなるだろ？」

			　悪気も慢心も存在しない。ただ事実のみを語ったつもりのジークフリートの発言に、食堂内が水を打ったように静かになる。

			　さらに、何がまずかったのか本人だけが分からず、ただ空気が瞬間冷凍されたことだけを感じ困(こん)惑(わく)していた。

			「ど、どうしたんだ。急にそんな目で俺を見るなんて……」

			「びっくりした……あんたじゃなかったら頭カチ割られても文句言えない発言だったわよ、今のは」

			「ジークフリートさんだからこそ言えることですよね。こんなの会場で言ったら最後、一(いつ)揆(き)が起こりますよ」

			「一(いつ)揆(き)!?」

			「試食会をモテない男たちによる下克上大会にするわけにはいかないわよね。あんたはやっぱり食堂にいたほうがいいわ」

			「だから何なんだ……」

			　日常的にモテる男の業の深さに、ヘリオドールは息を呑む。満たされているうちはそれがどれだけ尊いか気付かないというものだろう。

			「……それじゃ、僕はジークフリートさんのお言葉に甘えますね」

			　そう言いながら、プリンを食べ終えた総(そう)司(じ)が容器とスプーンを自分で洗い始める。律儀な少年である。

			「そ、総(そう)司(じ)君！　あんた誰かとこのあと一緒にぶらつこうとかそういう約束してる？」

			「約束はしてませんね」

			「だったら私と……」

			「ソウジ君！　一人で行くなら私と試食会を回りませんか!?」

			　えっ!?　とヘリオドールは愕(がく)然(ぜん)とした。あのフィリアが突如立ち上がり、人前で堂々とお誘いの言葉を放ったのである。ジークフリートも驚いて目を見開いている。

			　あくまでもヘリオドールは一人だとつまらないし一緒に、と軽いノリで誘おうとしていたのだ。この状況で「ヘイ、私と一緒に行こうぜ」的なテンションで誘ったら取り返しのつかないことになること間違いなしだ。

			　かと言って、ここで「三人で行こう」と言う勇気もヘリオドールにはなかった。フィリアはきっとそれを受け入れるだろうが、彼女の心を思うととてもじゃないが言えなかった。

			　ヘリオドールにできることはただ一つ。総(そう)司(じ)とフィリアが二人で試食会を回るのを容認することだけである。

			（でも……そしたらフィリアちゃんは……）

			　ヘリオドールは見ていた。役所に来た時に小さな紙袋を持っていたフィリアを。

			　その中身が何なのかぐらい分かっている。なぜならヘリオドールもほんの少しだけ重みのある紙袋を持っていたから。

			　想い人のために一生懸命作ったパイを彼に食べさせたい。そんな想いが溢れるフィリアの邪魔をする資格など、ヘリオドールにはなかった。

			　ヘリオドールも確かにパイを作った。

			　だが、これを総(そう)司(じ)に食べさせるかどうかはまだ決めかねていた。作ったのはほぼ衝動的だった。試食会の日に手作りのパイを食べさせると、その相手と結ばれる。そんな話を総(そう)司(じ)が知っていたらと考えるだけで顔が熱くなってくる。

			　それに知らなくても、総(そう)司(じ)にパイをあげるという行為は認めることを意味している。否定し続けてきたが、心の底ではずっと大切にしてきたこの感情を。

			　きっと、この想いを最後まで認めないまま他の誰かに総(そう)司(じ)を奪われてしまったら、きっと一生後悔するだろう。本当は自分にも総(そう)司(じ)にも素直になってしまったほうがいいのだ。

			　だけど……と焦(しよう)燥(そう)感(かん)に駆られながらもヘリオドールは総(そう)司(じ)を見た。彼はフィリアの誘いを受けるのだろうか。不安げな表情でその口が開くのを待った。

			　その直後、総(そう)司(じ)から妙な機械音がした。ヘリオドールにはその正体がすぐに分かった。

			　総(そう)司(じ)の携帯電話の着信音であり、彼のお気に入りのゲームのＢＧＭである。

			「ちょっと待っててください」

			　そう言って、総(そう)司(じ)が制服のポケットから出した携帯電話の通話ボタンを押して耳に当てる。

			「どうしたんですか？　そうですね、君のパソコンに拳を叩きこんで壊しても弁償しろとか言わないのであれば……駄目ですよ、現実と理想の狭間(はざま)から抜け出ることが社会復帰の第一歩です。汚(お)泥(でい)のような闇から歩き出し、聖なる光の下でその身に受けた罪を洗い流すのです」

			　さりげなくすごいことをいろいろ言ったあと、総(そう)司(じ)は携帯電話の通話を切った。

			「僕の友達も試食会に来るみたいです」

			「マ……マジで!?　なんか途中からヤバそうな匂いがしてたけど!?」

			「してました。ということでフィリアさん、すみません。とりあえず、その人を迎えに行かないといけないので」

			「は、はい！」

			　小走りで総(そう)司(じ)が食堂から去って行ってしまう。どこかぎこちなかった雰囲気が霧(む)散(さん)していき、ヘリオドールは盛大に大きなため息をついていた。助かったと思うより先に、総(そう)司(じ)への呆れと疑問が出てきてしまった。

			（男ならここは友達よりフィリアちゃんを優先するでしょ、空気が読めないんだから……そりゃ私には都合が良かったけど……って、総(そう)司(じ)君の友達って誰？）

			　悶(もん)々(もん)と考えているとフィリアと目が合った。一瞬、ドキッとしてしまったのは向こうも同じらしく、強(こわ)張(ば)った顔をされる。

			　けれど、すぐに安(あん)堵(ど)と疲れが混じった笑みへと変わるのだった。

			「ちょっとだけ残念だけど……安心もしてます。私、どうせ緊張して渡せなかったと思うから……」

			　何を、なんて聞かなくても分かる。ヘリオドールは「私も」と小声で言葉を返した。

			　何の話かと首を傾げる他の面々の中で、事情を知っているジークフリートは優しい眼差しを二人に向け、あることに気付いた。

			　ヘリオドールにくっついていたあの妖精がいない。

			　

			「……で、君はどうして僕についてきてしまったんですか？」

			　役所を出て街中を歩く総(そう)司(じ)の顔の横には、妖精が飛んでいた。妖精が口をぱくぱくと動かすと、総(そう)司(じ)は数回、瞬きをした。

			「ヘリオドールさんが二人きりで大事なお話をする？　フィリアさんとですか？」

			　こくこくと首を縦に振る。

			「それなら、君は僕と一緒に僕の友達を迎えに行きましょうか。大丈夫です。彼はとても優し……あっ」

			「きゃっ！」

			　ずっと妖精を見ながら話していたせいで、前から歩いてきた人物とぶつかってしまった。総(そう)司(じ)はよろける程度で済んだが、相手は衝撃を殺せずに尻(しり)餅(もち)をついた。

			　常盤(ときわ)色の髪の女性のようだった。

			「すみません、よそ見をしながら歩いていました」

			「いえ、私のほうこそ……」

			　総(そう)司(じ)が差し伸べた手を掴み、女性が顔を上げる。

			　そして、薄紅色の瞳(ひとみ)が総(そう)司(じ)の姿を捉(とら)えた瞬間、女性は浮かべていた愛想笑いを消した。

			「あなたが……どうしてここにいるの」

			　女性――レヴェリー・レルアバトが呟(つぶや)くように総(そう)司(じ)へと尋ねる。激しい憎悪や妬(ねた)みを無理矢理押さえ込もうとし、それがわずかに滲み出た声だった。

			　直後、怯(おび)えた表情をした妖精がどこかへ飛び去ってしまった。

		

	
		
			王子と妖精

			　

			「……どちらさまですか？」

			　妖精が飛んでいった方向を見詰めたあと、総(そう)司(じ)はレヴェリーへと向き直った。その声色には小さな困(こん)惑(わく)が含まれている。彼女とは面識がないということになる。

			　レヴェリーは総(そう)司(じ)の言葉に我に返ったかのように目を見開いた。そしてすぐに、人形を思わせる無表情を可(か)憐(れん)な笑みへと切り替えた。

			「ああ……すみません。人違いだったようです。私こそ周りの景色に夢中になっていて、前をよく見ていませんでした」

			「そうでしたか……」

			　総(そう)司(じ)の手に掴まり、レヴェリーが立ち上がった。

			　周囲の人々は二人に構うことなく歩き続けている。立ち上がったばかりだというのにレヴェリーは後ろから走ってきた男と接触してバランスを崩してしまう。

			「危ない危ない」

			　総(そう)司(じ)が何とか彼女の体を支えて転ぶのを阻止した。

			「ありがとうございます。この街には今日来たばかりであまり慣れていないんです……」

			「どこかに行こうとしてました？　僕の分かる範囲であれば道を教えますよ」

			「本当ですか？　でも私、方向音痴だから迷子になりそうで……あ、そうだわ」

			　レヴェリーは何か思い付いたらしく、申し訳なさそうにしながらも笑顔で総(そう)司(じ)へと両手を合わせた。お願い、のポーズだ。

			「その場所までついてきてもらえませんか？」

			「……ええと」

			「あとでちゃんとお礼しますから。ね？」

			「……ちょっと待っててください」

			　総(そう)司(じ)は携帯電話を取り出して誰かに連絡を取ろうとした。だが、すぐに閉じてしまった。

			　レヴェリーは目を丸くして首を傾げた。

			「誰かに連絡するんじゃなかったんですか？」

			「いえ、充電切れになってしま……」

			　総(そう)司(じ)はそこで言葉を止め、レヴェリーへと視線を向けた。

			　今は役に立ちそうにない携帯電話をちらつかせて。

			「『これ』、何か分かるんですか？」

			「……ケイタイ、というものでしょう？　見たこと、ありますよ」

			「……そうでしたか。友達に連絡することはできそうにないので、あなたの道案内を優先しますね」

			「あら、いいんですか？」

			「まあ、何とかなりますよ。お名前、いいですか？　僕は総(そう)司(じ)っていいます」

			「ソウジ君……いい名前ですね。私はレヴェリーと言います。オーディンという国からやって来ました」

			　レヴェリーは穏やかに笑んで自己紹介をした。

			　

			　どうしてあんな恐ろしいモノがこんなところにいるのだろう。妖精は恐怖で動かなくなりそうになる体を叱(しつ)咤(た)してウルドの町を駆けていた。

			　目指す先は役所。あそこにはヘリオドールを始めとした強い力を持った者がたくさん集う。

			『アレ』には何人も束になって迫ったとしても敵わないかもしれない。だが、何もしないよりはマシだ。早くしなければ、総(そう)司(じ)が『アレ』に殺されてしまうかもしれない。

			「ハァッ……ハァッ……」

			　やはりフレイヤと違って、この地は穢(けが)れが存在しているらしい。飛ぶ速度を少し上げただけで息切れを起こしてしまう。それでも休んでいる暇はない。早く総(そう)司(じ)を助けてくれる人を連れてこないと。

			「おお、妖精だ！」

			「！」

			　その思いを踏みにじるかのように、通りかかった魔術師に体を掴まれる。逃がさないためか、まるで握り潰すかのような力だ。全身に激痛が走り、息もできなくなる。

			「………っ！　………っ！」

			「へえ、ずいぶん苦しんでるけどいいのかぁ？　このままじゃ死んじまいそうだぜ？」

			「妖精の干物は粉末にすりゃ治癒効果が高い薬になる。死んだところで何も困らねえよ。何より生きてると魔法を使われて厄(やつ)介(かい)だ」

			　魔術師は連れの男に説明したあと、さらに手に力を込めた。

			　殺される。そう思った瞬間、妖精の頭の中は真っ白になり、黄金色の瞳(ひとみ)からは一筋の涙が流れた。だがその時――、

			「何をしている」

			　低い声とともに誰かの手が魔術師の腕を掴んだ。それは妖精を握り潰そうとしていた握力よりも強く、反射的に魔術師は妖精を手離してしまった。

			　解放されたものの、羽が曲がってしまい飛ぶこともできず落下していく妖精を掬(すく)う手。痛みと酸欠で朦(もう)朧(ろう)としながら妖精が見上げた先にいたのは、手の主だった。浅(あさ)葱(ぎ)色の特徴的な羽織を着た総(そう)司(じ)と同じ年頃であろう少年は、妖精を労(いたわ)るように声をかける。

			「すまん。人間がひどいことをしたな」

			「…………………」

			　妖精が涙で濡れた瞳(ひとみ)を大きく見開く。

			「あ、あなたは何で……!?」

			　邪魔をされた魔術師は怒るどころか、顔を蒼(そう)白(はく)にさせていた。魔術師の横行を笑って眺めていた連れの男は慌てて逃げ去り、周りにいた人々も少年の出現に足を止めて彼らに注目する。

			　相方に逃げられ、絶望的な立場に立たされた魔術師に少年――クォーツがため息をつく。

			「ノルンでの妖精の殺害は禁じられている。こんな街中で堂々とやろうとする馬鹿がいるとはな」

			「ク、クォーツ王子！　これにはわけがありましてっ」

			「貴様と逃げた奴の会話を聞く限りではそこまで切迫した理由はないようだがな。それに、妖精を殺そうとしていた貴様の顔はとても愉しそうだったぞ」

			　図星だった。反論できずに後退りをするばかりの魔術師と、王子という高い身分を持つ少年の言葉。

			　野次馬と化した通行人の敵意に満ちた目が魔術師へと向けられる。逃げるにも背後には野次馬が壁の役割を果たしているので、それも叶わない。

			　打つ手なしとなった魔術師が最後の手段として、跪(ひざまず)き赦(ゆる)しを乞おうとする。

			「お許しください、クォーツ様！　どうか命だけは……」

			「……立て。二度とこのような下劣な真似をするな。それだけで構わん」

			「ほ、本当でございますか!?」

			「今日、この街では食い物の催しがある。命がどうこうと血生臭い話をするつもりはさらさらない」

			　とっとと行け。クォーツがそういうと魔術師は何も言わず、野次馬の群れを無理矢理掻き分けて走り去って行った。国で定められた法を次期国王であるクォーツの前で破ろうとしたのだ。

			　クォーツがここであの魔術師を赦(ゆる)したとしても、本人には今回の出来事が一生心に居座ることとなるだろう。もう彼はこの国にはいられないかもしれない。

			（王子という身分は使いかたに注意しなければならんな）

			　苛(いら)立(だ)ちに任せて舌を打つ。もちろん罪を犯した自覚とそれに相当する罰も必要だとは思っている。

			　だが、あの魔術師は妖精殺しそのものではなく、クォーツに咎(とが)められたことに恐怖していた。クォーツにとって決して喜ばしいものではない。

			　それでは意味がないのだ。

			　やはり先日のように変装してくるべきだったと後悔しながら、掌(てのひら)の上で大人しく妖精を見下ろす。

			「貴様も災難だったな。森に返す前に手当てをしてや……ん!?」

			　妖精がハッとした顔をしてから、折れ曲がった羽で飛ぼうとする。クォーツは慌てて、もう片方の手で妖精を弱い力で掴んだ。

			「待て、貴様をどうこうするつもりはない！　ただ、手当てをするだけで」

			　害を与えるつもりはない。そう説明しようとするクォーツに、妖精が首を横に振ってから前方を指差す。

			　クォーツには妖精の言葉は分からない。分からないが、妖精は何かを必死に訴えているように見える。

			「な、何だ？　貴様の指が差している方向に何かあるのか？」

			　先ほどの威厳のある雰囲気はどこかへ吹き飛び、年相応の表情でクォーツが尋ねる。すると、妖精は勢いよく頷いて、ぺちぺちとクォーツの掌(てのひら)を叩いた。

			　この前の黄金猫と同じ流れになっているのは気のせいだろうか。事情は知らないが、とりあえずクォーツは走り出した。

			「あまり時間はかけさせるなよ！　俺も待ち人がいるのだ！　俺はこれ以上あいつに怒られたくない！」

			　だったら妖精に構わず、そちらを優先すればいいのだが、それができないのは彼の甘さゆえだ。通行人の間を潜り抜けていくクォーツに皆が呆然とする。

			「クォーツ王子……ああいう性格だったのね……」

			「なんか意外……」

			「でも、なんか面白いな」

			　クォーツが垣間見せた素の部分に人々は十人十色の反応を見せたが、さほど悪い話は聞こえてこない。

			　良かった。クォーツの両手に包まれながら妖精は安心していた。

			　彼が国民に慕(した)われていることに。

			　……十年前、あんなに暗い表情を浮かべていた彼が元気でいてくれていたことに。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　役所を出たヘリオドールとフィリアが向かったのは、中心部にある小さなレストランだった。客を試食会に持っていかれているようで、今は閑(かん)古(こ)鳥(どり)が鳴いている状態だが、普段は食事時になれば行列ができる人気店だ。

			　店には悪いが、ラッキーだと喜びながらヘリオドールは窓際のテーブル席を選んだ。フィリアはヘリオドールの向かい側の席に座った。

			「こちら、メニュー表になります」

			「ありがと」

			　質素でありながら清(せい)楚(そ)な印象を与える制服の店員にメニュー表を渡され、ヘリオドールは礼を告げてからテーブルに置いて開いた。フィリアにも見えるようにするためである。

			　魚料理を得意しているこの店は肉が苦手だという女性や老人に人気だ。店側も彼らにターゲットを絞っているようで、他の料理もヘルシーだったり柔らかい食感のものが多い。

			「フィリアちゃんは何にする？　なんでもいいわよ」

			「え、えっと……」

			　フィリアが緊張するのにはわけがある。ここの食事を奢(おご)ると言ったのはヘリオドールだった。

			　いつもなら少し躊(ちゆう)躇(ちよ)しつつも、素直に甘えるフィリアも今回は申し訳なさそうに俯(うつむ)くばかりだ。あの出来事のあとだから仕方ないとヘリオドールも苦笑するしかない。

			　総(そう)司(じ)に思わぬかたちで逃走されて残された者同士、試食会を回るという選択肢もあっただろう。だが、どうにもそういう気分にはなれず、フィリアを連れてここまで来た。二人で静かに過ごせる場所が欲しかったのだ。

			　役所の中では誰かに茶々を入れられてしまいそうだが、ここなら店員は必要以上に客に干(かん)渉(しよう)しようとしない。その無関心さが安らぎとなる。

			　何とかフィリアも料理を決めたところで店員を呼んで注文をする。かしこまりました、とにこやかに笑って厨(ちゆう)房(ぼう)へ消えていく店員を眺めていると、フィリアが意を決したように顔を上げた。

			「あの……ヘリオドールさん、ごめんなさい！」

			「えっ、何で私が謝られてんの!?」

			「だってヘリオドールさんも作ってきたんですよね？　パイ……」

			「うーん……バレちゃってたか」

			　ヘリオドールがフィリアを見ていたように、彼女もこちらを見ていたらしい。ヘリオドールは頭を掻いた。

			「ソウジ君にあげるつもりだったのに私が邪魔するようなことをしちゃって……」

			「でも、私まだあげるとか決めてなかったから。それに結果的にあの子も私たちよりお友達を優先しやがったし……」

			　多少乱暴になった口調には総(そう)司(じ)への苛(いら)立(だ)ちが含まれていた。

			　彼は彼なりに動きたいのだ。本人に文句を言ってもどうしようもないのは分かっている。女心を理解しろ！　と押し付ける女は男にとって疎(うと)ましいものでしかないだろう。

			　深く息をつくヘリオドールに、フィリアがくすりと笑った。

			「でも、私ソウジ君に感謝してます。もし、一緒にお出かけすることになって、パイを渡すことになってたら……ヘリオドールさんとこんなふうに話すこともできなくなってました」

			「そんなことないわよ。フィリアちゃんをそれぐらいで嫌いになったりするわけないでしょ！」

			　フィリアに負の感情を抱くだなんてとんでもない話だ。立ち上がりそうになりながら弁解する魔女に、エルフの少女は笑みを湛えたまま「違います」と言った。

			「私の想いにソウジ君がどんな答えを出すのかは別として、ヘリオドールさんに申し訳ないって思ってしまうからです。多分、私よりもソウジ君のこと、強く思ってるのに」

			「お、思ってない思ってない。フィリアちゃんより総(そう)司(じ)君が好きとかあり得ない、から……」

			「皆、知ってると思いますよ。ヘリオドールさんの気持ち。ヘリオドールさんがその想いを認めようとしないだけです。認めないうちに私が先にソウジ君に告白するのが何となく……嫌でした」

			　翡(ひ)翠(すい)色の瞳(ひとみ)はどこまでも優しげに、狼(ろう)狽(ばい)するヘリオドールを見守っている。

			　そんなフィリアはやけに大人びて感じられた。これじゃあ、どちらが年上か分からない。

			　ヘリオドールは数回深呼吸したあと、緊張で震える口を何とか開いた。……ずっと抱えていた疑問を吐露するために。

			「フィリアちゃんは……辛(つら)くない？」

			「え？」

			「あのね、総(そう)司(じ)君が別の世界の人間だってことは知ってるでしょ？　本当ならアスガルドにはいないはずなの。ただ、役所で働きたいってだけの理由でいるだけ。……いつになるかは分からないけど、二度と来なくなる日がきっと来ると思うの」

			　その時の光景をできるだけ想像しないようにして喋(しやべ)っているのに、目が潤んでくる。

			　総(そう)司(じ)をアスガルドに連れてきたのはヘリオドールだ。けれど、いつまでもアスガルドにいろと命令する権利も義務もヘリオドールにはない。

			　いつか別れは訪れる。それをこうして話しているだけで胸が痛くなるのだ。これ以上総(そう)司(じ)と親密な仲になれば、離れた時の苦しみはさらに大きくなるだろう。

			「私にはさ……ちょっと耐えられないかも」

			「……だったら私はソウジ君がずっとこの世界に来てくれるように、ずっと側にいてくれるようにって頑張りたいです」

			「あの子がやっぱり向こうの世界の女の子のほうがいいって思ったら？」

			「私を選んでくれて良かったって思ってくれるように、ソウジ君を幸せにしてみせます！」

			　フィリアの瞳(ひとみ)と言葉に迷いはなかった。あまりにもまっすぐな想いを見せ付けられ、ヘリオドールは呆気に取られる。

			　そして、フィリアも恥ずかしそうに両手で顔を隠した。

			「ふあああああっ！　変なことを言ってごめんなさい！　今のは忘れてくださいぃぃぃぃ!!」

			「ううん、忘れないわよ。今のフィリアちゃん、かっこよかったから」

			　お世辞などではない。純粋にヘリオドールはフィリアに対して羨(せん)望(ぼう)を抱いた。

			「あ、ありがとうございますっ」

			「でも、いいの？　そこまで総(そう)司(じ)君が大好きなのにライバルを増やしちゃって」

			「いいんです。ヘリオドールさんとは正々堂々と戦いたいんです。ソウジ君もだけど、ヘリオドールさんも大好きですから」

			「……ありがと、フィリアちゃん」

			　初めて出会った時に比べてフィリアは本当に成長した。なのに自分は何も変わっていない。そのことを実感してヘリオドールは自(じ)嘲(ちよう)した。

			「……よし、今日はたくさん食べていいわよ！　お腹いっぱいになるまで食べたら、あの妖精も捜しに行きましょう！」

			「本当にあの子どこに行ったんでしょうか……試食会の会場にもいなかったみたいだし……」

			　妙なことに巻き込まれてなければいいのだけれど。フィリアはそう思いながらため息をついた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「この辺りになると静かになるんですね……」

			　レヴェリーは周辺を見回しながら呟(つぶや)くように言った。表には大勢の人々が歩いているのに、裏道に入ってしまえば猫一匹いない。

			　感心するレヴェリーの前を歩いていた総(そう)司(じ)が後ろを振り返る。

			「この道を使ったほうがレヴェリーさんの言う場所に、いくらか早く着けますからね」

			「ありがとうございます。……それにしても、この国の人は皆笑っていますね。いい国です」

			「オーディンはどんな国なんですか？」

			「あそこもいい国ですよ。誰もが幸せそうにしています。誰もが……」

			　レヴェリーの足の動きが止まる。足音がなくなったことに気付き、総(そう)司(じ)も振り向く。

			　女はそんな少年に質問を投げかけた。

			「私、昔自分で淹(い)れた珈琲(コーヒー)がとても苦くて残念な思いをしたことがあるんです。ソウジ君は……どうして珈琲(コーヒー)が苦かったと思います？」

			「……分量を間違えたからじゃないですか？」

			「不正解。正解はミルクと砂糖を入れてなかったからです」

			「原因はそこでしたか」

			「くだらないと思いませんか？　……私の人生もくだらない理由でひどく、苦いものになってしまった」

			　やけに冷たい風が吹き、二人の黒髪と常磐色の髪を揺らす。

			　総(そう)司(じ)を見詰める桃色の瞳(ひとみ)に赤みが増していく。

			「私は……あまりにも多くの苦痛を得てあの『女神』の力を手に入れた。なのに、あなたは何の苦もなく『雪(ゆき)神(がみ)』との絆(きずな)を手に入れて、それを破(は)棄(き)した」

			「ゆきがみ……？」

			「私は自分こそが神に選ばれた存在だとずっと信じていた。だけど、あなたがいたせいで私は……私は私は私は私は私は私は私は」

			　赤く染まりきったレヴェリーの瞳(ひとみ)が総(そう)司(じ)を強く睨む。

			　そして、レヴェリーの傷一つない白い両手が、総(そう)司(じ)の首を掴もうと迫る。

			　そんなレヴェリーの手を総(そう)司(じ)は払い除けることもせず、その鮮血の色を宿した瞳(ひとみ)をじっと見詰めていた。まるで彼女を受け入れようとしているようだった。

			　鉄の臭いがこびりつくレヴェリーの指が、首に触れる。その時だった。

			「藤(ふじ)原(わら)!?」

			　狂気を孕(はら)んだ静(せい)寂(じやく)が破られる。二人が視線を向ければ、やや離れた場所に妖精を手に乗せた少年が立っていた。

			　血相を変えてこちらに駆け寄ってくる少年を一(いち)瞥(べつ)したあと、レヴェリーは最後まで抵抗しようとしなかった総(そう)司(じ)に微笑みかけた。その瞳(ひとみ)は元の愛らしい桃色に戻っている。

			「あんまりにも無表情だからちょっと驚かせたくなりました。ごめんなさい、ソウジ君」

			「いえ……初対面の人に首を絞められそうになる体験なんて初めてだったので、さすがに驚きました」

			「ふふ……」

			　総(そう)司(じ)が、ほんのわずかに指が触れた首を何度も擦る。その様子をレヴェリーは愉しげに眺めていた。

			　一方、二人のやり取りを不快そうに見ていたのは妖精を連れた少年、いや、クォーツのほうだった。悪びれもしないレヴェリーに敵意を剥(む)き出しにして激(げつ)昂(こう)する。

			「冗談のつもりだったとでも言う気か？　俺はこの馬鹿者と違って、そこまで鈍くないぞ」

			「冗談、じゃなかったら……私を斬りますか？　ねえ、クォーツ王子？」

			「……貴様はオーディンからの使者であり、俺と同じ身分の人間だ。個人的にはここで貴様を斬りたいが、そんなことを仕出かせば国同士の衝突は避けられん」

			「自分の欲求より国の平和を優先できる方だったのですね、あなたは。……父親と違って」

			　女の言葉はクリスタロスへの遠回しの侮辱であり、クォーツに対する挑発だった。クォーツの掌(てのひら)の上で妖精がレヴェリーを怯(おび)えと怒りを混ぜた目で睨んだ。

			　レヴェリーはそれに気付くと、ふふっと軽く笑ってクォーツに会釈した。

			「私はそろそろ行きます。では、またお会いしましょう」

			「ああ……」

			　レヴェリーがその場から去っていく。彼女の後ろ姿を眺めながらクォーツは小さくため息をついた。

			「藤(ふじ)原(わら)、行くぞ」

			「行くってどこにですか？」

			「試食会に決まっているだろうが！　貴様が来いと言うから、わざわざイベントを蹴って来てやったというのに、その言い方は何だ!?」

			「……あのレヴェリーさんって人は斎籐君のお知り合いですか？」

			　今までレヴェリーがいた場所に視線を向けながら総(そう)司(じ)が尋ねる。その様子にクォーツは眉をひそめた。傍(はた)目(め)から見れば総(そう)司(じ)はいつも通りの無表情だが、十年も近くにいれば気付けるものもある。

			「あの女はオーディンからの使者だ。しかも、オーディンの国王ロードナイト・レルアバトの娘らしい」

			「あら、それじゃあお姫様だったんですね」

			「……本当に娘ならば、な」

			「？」

			「俺はあの女を信用していない。貴様もそうだろう、藤(ふじ)原(わら)」

			「わあ、こんなところにいたんですね、捜したんですよ」

			　クォーツの話を一切無視して総(そう)司(じ)が妖精に気付いて話しかけ、曲がった羽を見て首を傾げた。

			「どうしたんですか、この羽」

			「ち、違うぞ藤(ふじ)原(わら)。俺はやってないぞ、冤(えん)罪(ざい)だ」

			「そんなの分かっています。でも、君が女性に嫌悪感を示すところなんて初めて見ました」

			「む……」

			「君と付き合いたいって言ってた女の子が実は僕狙いだった時も、女の子は恨まないで僕を藁(わら)人(にん)形(ぎよう)で呪おうとしたじゃないですか」

			「ヒッ」

			　なぜ、そのことを知っている。消し去りたい黒歴史を発掘されてクォーツの全身から冷や汗が流れていく。

			　幸せの絶頂から突き落とされたショックが理不尽な怒りに変わり、藁(わら)人(にん)形(ぎよう)を製作した小学六年生の秋。人形に向かって思い切り釘を打ち付けたあと、罪悪感で二、三日眠れなくなった日々が蘇(よみが)る。

			「だ、だが、あれは結局貴様には被害は来なかっただろう。髪の毛とか体の一部を入れなかったせいもあるだろうが……だからノーカンだ、ノーカン！」

			「来ないのは当然です。僕が急(きゆう)遽(きよ)製作した藁(わら)人(にん)形(ぎよう)とすり替えておいたんですから」

			「ファ―――――――ッッ!?　なぜ作った!?」

			　今、明かされる衝撃の事実に、クォーツが驚きすぎて腰を抜かした。

			「ただ取り上げるだけじゃ君の怒りが溜まっていくだけだと思いましてね。ちゃんと君の髪の毛を混ぜておきましたよ」

			「しかも、ガチっぽいの作りやがった！」

			「だってやられたらやり返さないと……ん？　どうしました？」

			　さりげなく暴言を吐こうとしていた総(そう)司(じ)に、妖精が声をかける。と言っても、妖精の言葉が分からないクォーツは必死の表情で、妖精が口を動かす様を見ていることしかできなかったが。

			　対して総(そう)司(じ)は何の反応も見せないので、どんな話がされているのか見当もつかない。

			「おい、妖精は何と言ってるのだ？」

			「……あの人はとても危険。怒り、恨み、悲しみ、妬(ねた)み。すべての感情を飲み込み、自分の力へと変えてしまった哀れな生き物。言うならば生者を道連れにしようとする死人そのもの。きっと、この世に存在してはいけない人。近付かないほうがいい」

			　総(そう)司(じ)の口から語られた妖精の言葉は、決して楽しい内容ではなかった。薄気味悪さすら覚える。

			「そういえば、こやつもずいぶんと慌てていたな。もしかしたらレヴェリーが藤(ふじ)原(わら)に危害を加えると思ったのか……いや、実際そうだが」

			「首を絞められそうになったくらいで大げさですね。ほら、僕のことはいいから早く妖精さんの怪(け)我(が)を手当てしてもらいましょう。まだ捜し人も見付かっていないみたいですし」

			「……捜し人？」

			「十年前に試食会の会場で出会った子供を捜してるそうです。ちゃんと上手くやれてるかどうか心配みたいで」

			　妖精を自分の掌(てのひら)に乗せながら総(そう)司(じ)が答える。しかし、妖精は総(そう)司(じ)を見上げると口を開いた。

			　もう見付かったからいい。妖精の嬉しそうな表情での一言に、総(そう)司(じ)は目を丸くする。

			　クォーツは互いを見詰め合う友人と妖精を眺め、やがて気まずそうに視線を地面に落とした。

			　

			　中心部のとある一角に、黒い鎧(よろい)を纏(まと)った兵士が数人立ち、なにやら会話をしていた。ノルン軍の兵士の鎧(よろい)は青みがかった銀色をしている。他国の兵であることは明らかだ。

			　どうしてこんなところに、と街行く人もなるべく関わらないように黒兵を避けて歩いている。黒兵も自分らがこの街では疎(うと)まれる存在と認識していたが、特に憤りはしなかった。ただ、待ち人が現れるのを待つのみだ。

			　やがて、その時は訪れた。常磐色の髪の女の姿が見えると、全員が安(あん)堵(ど)で口元を緩ませた。

			「レヴェリー様、どうでしたか？　この街は……」

			「悪くはなかったわよ。予想外の出来事もあったけれど……」

			「そうですか。では、ユグドラシル城へ戻りましょう。罪人を引き取りにいかねばなりませんぞ」

			「そうね……」

			　今日の風はやけに冷たい。そう思いながらレヴェリーは人差し指に髪を絡ませ、弄(いじ)っていた。

			　これからユグドラシル城に向かえば、漆(しつ)黒(こく)の魔手のバイドンと暗黒竜ニーズヘッグの引き渡しの作業がある。難しくはないが、慎重に行なわなければならない。

			　バイドンはいざとなったら替えが利くので何とかなる。だが、ニーズヘッグだけは絶対にオーディンに連れて帰る必要があった。今は肉体を失い、脆(ぜい)弱(じやく)な蜥蜴(とかげ)に成り下がったが、あれでも大事な『材料』なのだ。

			「お嬢さんや、お花はいらんかね？」

			　レヴェリーへ一人の老婆が近付いていく。その手には彩り鮮やかな花が入った籠。どうやら花売りのようだ。

			　兵士らが花売りを追い払おうとするのを止め、レヴェリーは篭から花を一輪取った。燃えるような赤い薔(ば)薇(ら)の美しさに笑みが零(こぼ)れる。

			「じゃあ、これにしようかしら。いくら？」

			「あんたは特別美しい。金などいりませんよ……」

			「ふふ、ありがとう」

			「フレイヤの国のアーデルハイトというハイエルフの大臣様もとても美しい方だったのぅ」

			　老婆は淡い青色の花の茎を摘まみ、皺(しわ)だらけの顔に笑みを作った。

			「じゃが、その美しさが仇(あだ)となって誘(ゆう)拐(かい)されたようで……可哀想(かわいそう)に」

			「私も聞いたことがあるわ。確か犯人は漆(しつ)黒(こく)の魔手とかいう悪党集団で……」

			「いんや、漆(しつ)黒(こく)の魔手はあくまで黒幕の傀(かい)儡(らい)にすぎんよ。それと……白いフードを纏(まと)った者がいまだに捕まらないとかで」

			　レヴェリーは眉をひそめた。それに構うことなく、花売りはレヴェリーの手を掴むと自分のほうへ引き寄せた。

			　老婆の瑠(る)璃(り)色の瞳(ひとみ)が爛(らん)々(らん)と輝き、口角が吊り上がり三日月のような弧を生み出す。

			「君でしょ？　その白いフードの犯人って」

			　次の瞬間、レヴェリーの手から黒い炎が放出され、花売りの小さな体をあっという間に飲み込む。

			　しかし、それは数秒で消失してしまった。通行人や兵士が瞬きをする間に、黒い炎も花売りの姿もなくなっていた。

			　今のは何だったのか。呆然とする彼らをよそに、レヴェリーは炎を放った手を見下ろした。

			　その手は透明な氷(ひよう)塊(かい)に包まれている。黒炎の威力を弱めるため、花売りが使用した魔法によるものか。

			　やはり、あの男だったかとレヴェリーは舌打ちをした。今回の計画で一番の障害である彼をやはりどうにかする必要がある。

			　レヴェリーの氷浸けにされた手を見て驚(きよう)愕(がく)する黒き兵士たち。彼らはレヴェリーとともにやって来たオーディンの兵士で、実力もそれなりにあるが、この分だといざとなったら盾になるぐらいしか使い道はなさそうだ。

			「とっととくたばってもらわないとね……老いぼれには」

			　手から黒炎を出すことにより、内側から氷を溶かしながらレヴェリーはうっすらと笑った。

			　

			　そして、遠く離れた路地裏で、花売りの老婆は陽気に笑っていた。いや、陽気ではない。右手は焼け爛(ただ)れ、額には脂汗が浮かんでいる。痩せ我慢、というものだった。

			「くく……あはは……やってくれたなぁ……」

			　老婆の全身が白い光を帯び、銀髪の青年へと変わる。右手は大火傷のままだ。

			　青年――マフユは壁に凭(もた)れ、痛みに顔をわずかにしかめるのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　料理が並べられたテーブルに群がる人、人、人。

			　総(そう)司(じ)とクォーツが試食会に顔を見せると、すでに大勢の来客で会場は埋め尽くされていた。それだけ賑わっているということだろう。

			　農家に料理に使用された作物について聞いている客もいる。農家もどこか嬉しそうにそれに答えていた。

			　しかし、そんな賑やかな空気も総(そう)司(じ)の隣に立つ少年に気付く者が増えるにつれて変化していった。

			「クォーツ様だ……」

			「えっ、何で王子様がここにいるの!?」

			　好奇の目を向けられ、クォーツは苦虫を噛み潰したような顔となる。妖精を肩に乗せて、その隣を歩く総(そう)司(じ)が「どうしたんですか？」と尋ねた。

			「この空気は本当に慣れん。やはり変装をしてくるべきだった」

			　ウトガルドでもクォーツは主に女子から騒がれている。それは斎(さい)藤(とう)春(はる)人(と)としてであって、どこか親しみや愛着が感じられた。

			　だが、アスガルドではクォーツ・トリディレインとして対応される。やはり民によって行われる一種の祭りのようなイベントに、王族などが顔を見せるべきではなかった。料理の味に舌(した)鼓(つづみ)を打っていた人々の顔が緊張で強(こわ)張(ば)る。

			　静(せい)寂(じやく)の貴公子として女性から人気があるらしいことは聞いていた。しかし、実際に会ってみれば喜色より困(こん)惑(わく)が勝っているようで近寄ろうとしない。できるだけこの世界にいたくない。その思いから愛想の一つも振りまかなかった自分が要因になっているのも知っている。

			　いずれにせよ、冷徹な王子という印象を持たれているということで、彼らにどう接していいかも分からない。

			　隣にいる親友に言わなければ、こうして大きな用事もない限りアスガルドには来る予定もなかった。ヘリオドールという女性も気になるが、そんなものあとでこっそり見に来るだけで良かったのだ。

			「超帰りたい……」

			「君、いつも体育の時間になるとそう言ってますよね」

			「意味合いはだいぶ違うがな」

			　あとで覚えていろと念を込めて、クォーツは総(そう)司(じ)を睨み付けながら言った。

			「あっ、いた！」

			　人々がクォーツから距離を取ろうとする中、逆に近付いていく少女が一人。金髪に翡(ひ)翠(すい)色の瞳(ひとみ)を持ったエルフの登場に、クォーツの降下していたテンションもわずかに上がる。

			　その愛らしい見た目のこともあるが、この状況で自分に近寄ってくれる人物がいるのが嬉しかった。

			　が、少女はクォーツではなく総(そう)司(じ)へと向かってきた。

			「やっと見付けました、ソウジ君！」

			「フィリアさん？　僕何かしましたか？」

			「いえ、ヘリオドールさんとずっと一緒にいた妖精がいなくなっちゃって。もしかしたらソウジ君について行っちゃったんじゃないかなって思ったんです」

			「当たりです。と言っても途中ではぐれてしまって怪(け)我(が)しちゃったみたいですけど」

			　総(そう)司(じ)が妖精を肩から掌(てのひら)に乗り移らせる。少し顔色が悪く、透明な蜻蛉(とんぼ)のような羽が折れ曲がった姿に、フィリアは口を手で押さえた。

			「ひどい……今、治しますね！」

			　フィリアは治癒の力を秘めた光で妖精を包み込んだ。羽が徐々に元通りになっていく光景を、クォーツが顎(あご)に手を当て興味深そうに見ている。

			「ほう……貴様、治癒魔法が使えるのか」

			「……ソウジ君、この人は？」

			「僕の友達です。こないだ話していた……」

			「あっ、パンダの人ですね！」

			「藤(ふじ)原(わら)ぁっ！　貴様どんな説明をした!?」

			　第一印象がパンダという謎に満ちた初対面だ。

			　そして、総(そう)司(じ)に抗議するクォーツと、それを軽くかわす総(そう)司(じ)にフィリアは和んでいた。少し前まで森で暮らしていたフィリアは王族を見たことがなく、目の前にいるのが王子と知らなかった。ソウジ君にも仲良しな人がいたんだ、ぐらいの感想しかなかった。

			　そんなフィリアと総(そう)司(じ)は、当然、周囲から奇異な目で見られていたが。

			「ふう……これで大丈夫だと思います」

			　フィリアが治癒魔法の光を消すと、妖精は元気よく飛び回った。痛みも残っていない様子で、フィリアに礼を伝えるように何度も頭を下げている。

			「……良かったな」

			　クォーツは妖精に小さな声でそう言った。フィリアは彼を不思議そうに見ていた。

			「フィリアさん、これがどうかしましたか？」

			「俺を物扱いするな」

			「……ソウジ君のお友達さんって、魔術師じゃないんですか？」

			　フィリアが見詰めていたのはクォーツというより、クォーツが腰に差している刀のようだった。

			　だが、フィリアには彼の武器がそれであることが疑問だったのだ。

			「こんなに強い魔力があるのに……どうして魔術師にならなかったんですか？」

			「あ、そういえば妖精が見えるのは魔力が強い人だけでしたね。そこんとこどうなんですか、斎(さい)藤(とう)君？」

			「……俺は貴様のほうが分からん。なぜ、魔力がないくせに妖精が見えて言葉も分かるのだ」

			　クォーツは二人の問いに答えることなく、逆に問いを投げ返した。余計なことを聞くな、と言外に含まれているように感じられてフィリアは後悔した。いらぬことを言ってしまった。

			　落ち込む少女に慌てたのはクォーツだ。ハッとして弁解しようとする。

			「き、貴様は何も悪くな……」

			「クォーツ様ー！」

			　クォーツを呼んだのはずいぶんと幼い声だった。振り向けばまだ小さな子供が、料理が盛られた皿を持って駆け寄ってくる。総(そう)司(じ)でもフィリアでもなく、クォーツに。

			　それも一人ではない。同じ年頃のやんちゃそうな少年も皿を手に走ってきた。

			　何事だと焦るクォーツの横では、フィリアが子供から発せられた名前を聞いて目眩(めまい)を起こしそうになっていた。しかも、噂には聞いていた沈黙の貴公子ときた。自分が不快にさせてしまった人物が王族というショックは、あまりにも強すぎた。

			「どうしたんだ、貴様たち……」

			　彼らの目線に合わせるようにしゃがんだクォーツに、最初に名前を呼んだ子供は満面の笑みを浮かべ、フォークと料理を盛った皿を差し出した。

			「クォーツ様！　わたしとおじいちゃんがおっきなお犬に襲われそうになった時、助けてくれてありがとう！」

			「おじいちゃん……犬……そうか。貴様はあの時の……」

			　クォーツの脳裏に蘇(よみが)ったのは、ハーチェス家に捕まっていた三つ首の魔物ケルベロスが逃げ出した夜だった。クォーツはケルベロスに攻撃されそうになっていた老人と彼の孫をアイオライトと協力して助けた。

			　今、ここにいるのはその時の子供だ。

			「クォーツ様、すごくかっこよかったよ！」

			「そ、そうか」

			「あのね、このお料理すっごく美(お)味(い)しいんだよ。食べて食べて！」

			　子供の純粋な好意を向けられてクォーツが狼(ろう)狽(ばい)する。

			　もう一人の子供も負けじと王子様自慢を始める。

			「おれは妖精見えないんだけどさ、さっきクォーツ様は妖精を悪い奴から助けてたんでしょ？ばあちゃんが言ってたよ！　クォーツ様って優しいんだな！」

			「俺は別に優しくなど……」

			「こらっ！　王子に何て口を……！」

			　血相を変えた子供たちの親が、人混みから抜け出して走り寄る。恐怖と怒りがない交ぜになった親の顔を見て、子供たちも大変なことをしたのだと、ようやく自覚した。

			　泣きそうになる我が子とともに、頭を下げようとする親たちを「やめろ」と止めたのはクォーツだった。

			　しかし、やめろと言われても王子に馴れ馴れしい態度を取ってしまった罪は大きい。ですが……と、跪(ひざまず)こうとしていた彼らはクォーツの顔を見て、ぎょっとした。

			　クォーツの顔や首、耳までもが真っ赤に染まっていたのだ。怒りのせいかと、一瞬、寒気がしたが、そうではないとすぐに分かった。彼は恥ずかしそうに、視線をあちこちに向けていたのだ。

			「クォーツ様……？」

			「す、すまん。こんなかたちで褒(ほ)められることなど、滅多にないのでな。どう言葉を返していいか分からんのだ」

			　助けを求めるように総(そう)司(じ)のほうを見ようとしてクォーツは固まった。いつの間にか彼の姿がなくなっている。あのエルフの少女もいない。

			　緊張からクォーツの顔はさらに赤みを増し、二組の親子をひどく混乱させた。

			　そして、絞り出すように発した言葉は王族にしては拙(つたな)いものだった。

			「あ……ありがとう」

			　その一言に沈んでいた子供たちの表情も明るくなる。そんな二人に、顔を赤くしたままクォーツは静(せい)寂(じやく)の貴公子の呼び名に似つかわしくない幼い笑顔を見せた。

			　そんな様子を少し離れたベンチに座って眺めていたのは総(そう)司(じ)だった。その黒髪の上には妖精。

			　フィリアは同じように総(そう)司(じ)を捜し、今頃はこの近くを彷徨(さまよ)っているだろうヘリオドールの捜索に行った。頼んだのは総(そう)司(じ)だ。クォーツに対してガチガチに緊張しきっていたフィリアにはありがたい話だった。

			「………………」

			　妖精はぎこちないながらも子供たちと談笑して、大人たちを驚かせるクォーツを嬉しそうに、けれど寂しそうに見ていた。

			　十年前、試食会に参加していた彼はずいぶんと憔(しよう)悴(すい)しきった様子だった。あの頃はまだ王子であることなど知らなかったが、確かこの国の王妃が亡くなったという噂が妖精の間で流れていた。

			　きっと、母親を亡くした直後で、城の者が元気づけるために連れて来ていたのだろう。

			　あの時のクォーツの昏(くら)い瞳(ひとみ)を見付けた時、妖精は放っておけなかった。死に限りなく近い。そんな目をしていた。

			　だが、あの時の子供は無事に大きく成長してくれた。それだけで……妖精は十分だった。

			「僕の友達はいろんな意味で不器用なんですけど」

			　総(そう)司(じ)が口を開く。

			「大切なことは絶対に忘れない人ですよ」

			　妖精がその言葉の意味を考えている間、総(そう)司(じ)は呑(のん)気(き)に欠伸(あくび)をしていた。

			　

			「なぜ、助けに来なかったのだ」

			　恨めしそうに親友に詰め寄るクォーツはすっかり憔(しよう)悴(すい)しきっていた。あのあと、他の子供たちもクォーツに興味を示し、彼らの相手をする羽目になったのだ。

			　王子に堂々と絡みに行く我が子に胃を痛める親は続出したが、老人たちは握手してくれないかとせがんできた。冥(めい)土(ど)の土産(みやげ)になると喜ぶシルバー世代にクォーツもどう返事を返したらいいか分からず、ひたすら愛想笑いだ。

			　もみくちゃになりながらも、どうにか人混みから脱出したクォーツが見たものはベンチに座って料理を堪能する総(そう)司(じ)だった。自分を見捨てて逃げた親友に怒りが沸き上がるのは当然だ。

			「助けるって……誰をですか？」

			「俺に決まっているだろう、馬鹿者」

			「そう言われても助ける理由が特に見付かりませんよ」

			　何言ってんだ、こいつ。そんな総(そう)司(じ)の心の声が聞こえてくるようだ。

			　何を言っても駄目だな、とクォーツは脱力した。こういう時の総(そう)司(じ)に口喧(げん)嘩(か)を挑んでも無駄だ。

			　そして、総(そう)司(じ)の次の言葉によってクォーツは大きなダメージを負うこととなる。

			「いい訓練になったじゃないですか。君、ちやほやされたいって言ってるくせに、いざ距離を詰められると緊張する人見知りだし……」

			「うぐっ……」

			「ほら、この子もそろそろ帰るみたいですよ」

			　そう言ってクォーツへ伸ばされた総(そう)司(じ)の手には妖精が乗っていた。別れを告げるように控えめな笑みを浮かべ、小さく手を振っている。

			　クォーツもつられるように手を振ろうとして、ふと動きを止めた。迷子になった子供のような表情で、何度も妖精と総(そう)司(じ)を見る。その行動を不思議がる妖精に、ついにクォーツは覚悟を決めて口を開いた。

			「ら……来年も……この国に来るといい」

			「…………？」

			「その時はもっと貴様に話したいことがある。今まで俺がどう生きてきたとか、今さら遅いかもしれんが……聞いて欲しい」

			　慈愛を込めた柔らかい声と言葉に妖精がゆっくりと瞳(ひとみ)を開く。けれど、すぐに愛しげに笑みを零(こぼ)し、小さく頷いた。

			　その様子に安(あん)堵(ど)したように笑いながら、クォーツは「すまんな」と謝った。

			「こちらから一方的にまた会おうと約束しておいて、俺はずっと破り続けてきた。きっと子供との約束なんてすぐに忘れてしまう……そう思っていた。許されることではないと分かっている。それでも……」

			　妖精がふわりと総(そう)司(じ)の手から離れる。

			　そして、クォーツの頬にキスをすると彼の黒髪を撫でた。羽毛が触れたような微かな感触。思わず固まってしまったクォーツに妖精は何かを告げたあと、青い空へと飛び立っていった。
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			　徐々に小さくなっていくその姿が完全に見えなくなったところで、ずっと黙っていた総(そう)司(じ)が喋(しやべ)り出した。

			「最後にあの子が何を言ったか教えます？」

			「構わん。何となく……分かる気がするからな」

			「分かりました」

			　ならば、もうこの話は終わりだと総(そう)司(じ)が食事を再開する。クォーツはそれを苦笑しながら眺めてから、妖精が飛んで行った空を仰ぎ見た。ウトガルドの空と変わりのない美しい青だ。

			　この世界の空は、こんなに綺麗だったのかと感慨深くなる。視界がじんわりと滲んだ。

			「藤(ふじ)原(わら)、貴様はこのゲームの中のような世界をどう思う？」

			「いい世界だと思いますよ。優しい人もたくさんいて、面白いこともたくさんあります」

			「それは違うぞ。この世界はいいことばかりではない。目を背けたくなるような真実もたくさん転がっている。それらは貴様の言うような優しい人間を食い物にしようとしているかもしれない」

			「斎(さい)藤(とう)君……？」

			「俺は少なくともこの国に住む者をそんな連中から守る義務がある。今日、ここに来てそれがよく分かった。礼を言うぞ、藤(ふじ)原(わら)」

			　アスガルドを訪れる直前まで靄にかかっていたクォーツの心も、今はあの空のように晴々としている。

			　脳裏に、レヴェリーとかいう女の妖しげな笑みが浮かんだ。父であり国王であるクリスタロスの姿も。

			　……いや、クォーツにとっては『あの日』からクリスタロスはもう父ではなかった。

			「奴らの化けの皮を剥がして、この国を守る。そのためなら俺はどうなっても……」

			「斎(さい)藤(とう)君、本当にいったいどうしちゃったんですか」

			「……単なる独り言だ。それよりあの妖精もいなくなったところでそろそろ聞かせろ」

			「何を？」

			「なぜ、妖精がヘリオドールとやらの部屋に繭(まゆ)を作ったかだ」

			　妖精がノルンにやって来た目的はクォーツであるとは判明している。だが、わざわざ森ではなく人間の住まいに繭(まゆ)を作る理由が見付からない。

			　何か自分に関係があるのかもしれないし、知っておきたい。そんなクォーツの心境を理解しているようで、総(そう)司(じ)は「うーん」と悩んだ。

			「たしかに、あの妖精さんにとって君は大事な人ですからね。君になら伝えてもいいものか……」

			「俺は貴様の頼みを聞いて、わざわざアスガルドにまで来たのだ。今度は俺の命令を聞け」

			　頼みが命令にクラスチェンジして凶暴性を増した。と言っても、総(そう)司(じ)にとってクォーツは恐るるに足りぬ存在である。「こいつ本当に仕方ねーなー」という緩い雰囲気を纏(まと)いながら、総(そう)司(じ)は重い口を開いた。

			「妖精さんはね、ヘリオドールさんの部屋を森だと勘違いしたみたいなんですよ」

			「ん？　んん？」

			　しかし、初っぱなからクォーツはステータス異常・混乱を喰らった。

			　妖精は意外と知能が高い。さすがに人間の部屋を森だと錯覚するトンデモ発想は持ち合わせていないはずだ。

			　思わずクォーツもはにわのような魂の抜けた表情となる。だが、総(そう)司(じ)は話を進めていった。

			「フレイヤからノルン……それもウルドの中心部に辿り着いた時、妖精さんはとっても疲れていたみたいです。早く繭(まゆ)にこもりたいけど、繭(まゆ)は木々に囲まれた自然の中でないと作れないそうなんですね。で、中心部でそういうところがないか探した結果、見付けたのがヘリオドールさんの部屋であると……」

			「ちょ……待て、待って！　ヘリオドールは森で暮らしているのか!?」

			「役所の寮です」

			「え……!?」

			　クォーツは普段あまり使わない頭を必死にフル回転させて、親友の説明の解読に挑んだ。妖精が選んだのだから、相当緑が豊かな場所なのだろう。インテリアとして観葉植物を二、三個置いたぐらいでは妖精たちのハートは掴めない。

			　それにより、導かれる結論はただ一つ。思考回路が停止しかけている親友を尻目に、総(そう)司(じ)は持参してきたペットボトルのお茶を飲んでいた。

			「繭(まゆ)から出てきた時、妖精さんが『一週間前はあんなに木があったのに……』って不思議がってましたよ。多分、前みたいにならないうちにと伐(ばつ)採(さい)して、その時にヘリオドールさんは繭(まゆ)があると気付いたんでしょうね」

			「前って何だ、前って！　どうして部屋の中で伐(ばつ)採(さい)って単語が出てくるのだ！」

			「この緑茶は美(お)味(い)しいなあ……」

			「話題を逸らすな!!」

			　クォーツの頭の中では、ヘリオドールが汚部屋以上のクオリティを誇る部屋に棲(す)んでいる可能性が急浮上していた。

			　そして、その女と親しい友が大いに心配になった。

			「ふ……藤(ふじ)原(わら)ぁ！　もうそのヘリオドールという女の部屋に誘われても絶対に断るのだぞ！　三枚おろしにされてしまう!!」

			「いきなり話がグロくなりましたね」

			「ヘリオドール……いったいどんな魔女なのだ……!?」

			　まだ見ぬ魔女に恐れおののくクォーツ。そんな彼は知らない。背後からその魔女が迫っていることに。

			（ど、どういうことなのよ……）

			　総(そう)司(じ)の友人がまさかの王子様と聞いて緊張していたヘリオドールは、状況を把(は)握(あく)しきれずにいた。彼女を連れてきたフィリアも大混乱である。

			（どうして、私王子様からビビられてんの!?）

			　妖精の繭(まゆ)のくだりを聞いていなかったため、ヘリオドールは理由も分からぬまま、ひたすら怯(おび)えるクォーツに強いショックを受けるのだった。

		

	
		
			エピローグ

			　

			「どういうことだ、こりゃあ……」

			　漆(しつ)黒(こく)の魔手のリーダー、バイドンは自らが置かれている状況に困(こん)惑(わく)していた。

			　数ヶ月はいたであろう牢獄から解放された時は、ついに処刑台に立つものだと思っていた。しかし、連れて来られたのは異国であるオーディンの城。さらにその客間で彼を待っていたのは豪勢な食事。しばらくぶりのご馳走にバイドンは警戒しながらも、ごくりと生唾を飲み込んだ。

			「さあ、どうぞ。私たちはあなたを歓迎いたします」

			　そう言ってバイドンを椅子に座らせたのは、レヴェリーという常磐色の髪の女だった。とても人の良さそうな笑みを浮かべているが、長い間闇の世界にいたバイドンは見抜いていた。

			　その優しい笑顔は、作り物であると。

			「女……俺に何をさせるつもりだ」

			「バイドン様は優れた闇属性の魔法の使い手と聞いております。そこであなたに手伝ってもらいたいことがあるのです。……ニーズヘッグの魂を使って」

			「あぁ？　ニーズヘッグってあの暗黒竜か？　あんなもん使って何を……」

			「証明したいの」

			　レヴェリーはどこか切なげに笑いながら、天井を見上げて答えた。その桃色の瞳(ひとみ)は別のものを見据えているように思えたが、それが何かまではバイドンには分からなかった。

			「すべてを覆(くつがえ)せるほどの力を手に入れて証明したいの。私はちゃんと神様になれたんだって……あいつらに……」

			　レヴェリーの呟(つぶや)きには、燃えるような憎悪と静かな悲哀が込められていた。

		

	
		
			番外編・少年とパイ

			　

			「それにしても、これどうすんのよ……」

			　誰もいない食堂。その隅のテーブルでヘリオドールは悩んでいた。

			　なぜか初対面の王子には異様に怯(おび)えられたものの、とりあえず試食会は無事に終わりを告げることができた。クォーツが客寄せパンダ的な役割を果たし、例年よりも客が多く訪れた。当の本人は人混みに揉まれすぎて、グロッキー状態になっていたが。

			　だが、残された大きな問題もある。それが今、ヘリオドールの目の前にある皿に載ったパイだ。

			　結局フィリアと二人で食べあったのだが、ヘリオドールのほうは多く作りすぎて余ってしまったのだ。

			　さすがにこれ以上は食べられそうにない。いや、ヘリオドールの胃袋をもってすれば不可能な話ではないのだが、後の体重増加を考えると怖くて食べられない。

			（誰かにやるのは……男は絶対ＮＧね）

			　もともとは総(そう)司(じ)のために作ったパイを他の男にあげるのは嫌だった。

			　アイオライトやリリスにでもあげよう。そう思っていると、誰かが食堂に入ってきた。

			「あ、ヘリオドールさん、まだいたんですか？」

			「総(そう)司(じ)君……」

			　ヘリオドールの頬がほんのり赤みを帯びる。それを見て総(そう)司(じ)から「熱があるんですか？」と見当違いな質問をされる。

			　違う違う！　と内心で否定しつつも「ちょっと疲れたみたい」と誤(ご)魔(ま)化(か)すように笑うしかなかった。

			　総(そう)司(じ)は強(こわ)張(ば)った笑みを浮かべる上司に、何を思ったのか彼女の隣に座った。

			「そ、総(そう)司(じ)君？　王子様を一人にしてていいの？」

			「僕は斎(さい)藤(とう)君のお守り役ではないので……」

			「そう……」

			　そっけない言い方に、ヘリオドールはちょっとしたもやもやを抱えた。ぎゅっと唇を噛む。

			（馬鹿ね、私。王子に嫉(しつ)妬(と)してる……）

			　総(そう)司(じ)のクォーツに対する扱いは非常に雑である。フィリアが「いつものソウジ君じゃない……」と騒然とするくらい荒い。

			　だが、決して総(そう)司(じ)がクォーツを嫌っているわけではないと、二人の雰囲気から感じることができた。

			　二人はずっと前から、それこそ総(そう)司(じ)がアスガルドにくるよりも前からの知り合い……いや、親友だったという。その経緯は分からない。それでも十年以上ともにいたことにより築き上げられた絆(きずな)は何より固いものに思えた。

			（私が一番アスガルドで総(そう)司(じ)君に近いんだって思ってたのに……）

			　それが単なる自(うぬ)惚(ぼ)れだと今日、気付いてしまった。どんなに親しくなろうとしても、ずっとウトガルドで一緒にいた親友には届かない。

			　ヘリオドールも知らなかった総(そう)司(じ)の意外な一面。それはきっと、クォーツがいなければ決して見ることはできなかっただろう。

			　だからこそ悔しかった。総(そう)司(じ)の親友に妬いてしまう自分の心の狭さに。総(そう)司(じ)といつか離れるのが怖くて、はっきりと自分の心を明かす勇気もないくせに。

			「そういえば、ヘリオドールさん」

			「うん？」

			「そのパイ、どうしたんですか？」

			「あ、暇だから作ってみたんだけど、余っちゃって……」

			「そうなんですか……」

			　そう言って、総(そう)司(じ)はじっとパイを見詰め続ける。その様子が何だか可愛くて、ヘリオドールはつい言ってしまったのだ。

			「総(そう)司(じ)君……良かったら食べてくれない？」

			「いいんですか？」

			「私、これも食べちゃったら太りそうなんだもん」

			「女性ならではの悩み……それじゃ、失礼します」

			　さりげなく重い言葉を発したあと、総(そう)司(じ)はパイを手に取ると小さく口を開けて齧(かぶ)り付いた。黙々と食べ続ける総(そう)司(じ)とは対照的に、ヘリオドールはいろいろな意味で緊張していた。

			　せめて味の感想くらい言ってもらえないだろうか。焦れたヘリオドールが口を開いた。

			「ど、ど、どう？」

			「美(お)味(い)しいです」

			　シンプル・イズ・ザ・ベスト。あまりにも淡白すぎる感想に、ヘリオドールはがっくり肩を落とす。甘い空気など流れる気配すらない。

			　……たまに総(そう)司(じ)と話していると、脱力しすぎて何もかもがどうでもよくなる。

			「ヘリオドールさんのパイが、今日食べたなかで一番美(お)味(い)しかったです」

			「マ……マジで!?」

			「マジです」

			　お世辞だとしても嬉しい。素直に喜ぶヘリオドールの笑顔を見た総(そう)司(じ)は、口元にクリームを付けたまま頷いた。

			「また作ってくれたら嬉しいです」

			「え!?　そのくらい美(お)味(い)しかったの!?」

			「そのくらい美(お)味(い)しいですよ」

			　かつてないほどのベタ褒(ぼ)めに、ヘリオドールも思わずガッツポーズを取る。先ほどの重苦しさが一気に吹き飛んだ。

			「作る作る！　いつでも作ってあげる！」

			　もはや、パイに纏(まつ)わる話のこともすっ飛んでしまった。純粋に総(そう)司(じ)を喜ばせたいがためにヘリオドールは何度も頷いた。

			「……元気になってくれて良かったです」

			　そして、そんなヘリオドールに総(そう)司(じ)は小声でぽつりと呟(つぶや)くのであった。
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			硝子町玻璃（がらすまちはり）

			宮城県生まれ。「異世界の役所でアルバイト始めました」で商業デビュー。「小説家になろう」でオンライン活動中。ＩＤ＝３６１４３３（二〇一五年一一月現在）

			　

			雀葵蘭（きろうらん）

			しし座のＢ型申年生まれ。沖縄在住。マルチーズがマイエンジェル。趣味はお絵かきと歌とネトゲ。ただのイケメンには興味がありません。からあげにはレモンをかける派です。（二〇一五年一一月現在）
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			発行日：２０１５年11月21日

			著　者：硝子町玻璃(がらすまちはり)

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社
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